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 これまでの経緯 

 

第 39 回 勧告 c) 

資産に対して危機をもたらす可能性の高い潜在的な負の影響を軽減するため、各構成

資産における受け入れ可能な来訪者数を定めること。 

 

第 42 回 決議第 6 項 

全構成サイトにおいて来訪者数のモニタリングが体系的に行なわれており，その結果

を踏まえ，受入能力（carrying capacity）を含む来訪者管理戦略を 2018 年※に策定予

定であることに更に留意し，また，締約国に対し，当該戦略が完成した際には，諮問

機関によるレビューのため世界遺産センターに提出することを要請し、 

2018 年※：同決議第 11 項「決議 39 COM 8B.14１を完全に履行するとともに，2020 年の第 44 回世

界遺産委員会による審議に付するため，2019 年 12 月 1 日までに，資産の保全状況と上記

の履行状況について更新した報告書を世界遺産センターに提出するよう締約国に更に要請

する。」とある 

 

第 39 回世界遺産委員会決議において勧告 c)を付議する前提として、以下の諸点が記

述された。 

 

 これまでに世界遺産一覧表に記載された日本の資産の傾向から判断すると、構成

資産への来訪者数は増加することが見込まれる。増加の程度は、各構成資産の場

所、アクセスの利便性、一般公開の時間帯等により異なるであろうが、記載後に

は来訪者数の増減を記録するモニタリング対策が必要となるであろう。 

 構成資産の基本的な構造に負の影響を与えないようにするために、受け入れ可能

な来訪者の収容能力を査定し、決定する戦略が必要である。特に松下村塾（エリ

ア１、構成資産１‐１）・旧グラバー住宅（エリア６、構成資産６‐８）におい

て対策を要する。また、モデルコース検討に当たって、海外市場動向に詳しい海

外出身の有識者の意見を聴取し、具体化に際して反映した。 

 

上記の背景を踏まえ、勧告 c)に対する方向性を以下のとおり定め、検討作業を進めて

きた。 

来訪者数の増加による構成資産への負の影響の軽減を目指して、来訪者数の現況把握

調査を行い、その成果に基づき「来訪者管理戦略」を策定する。さらに、各構成資産の

規模・性質・立地等の諸条件を考慮しつつ、受け入れ可能な来訪者数の設定の可能性・

必要性について精査を行う。 
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図表 勧告 c)に対応した検討作業の経緯（と予定） 

 

平成 28 年度：現況把握調査の開始（定量調査、一部定性調査） 

平成 29 年度：現況把握調査の実施（定量調査、定性調査、満足度調査） 

      「来訪者管理戦略」の構造を策定 

 

平成 29 年 11 月「保全状況報告書」にて、上記結果を報告 

平成 30 年 6 月第 42 回世界遺産委員会決議 

 

平成 30 年度：現況把握調査の実施（定量調査、定性調査、満足度調査） 

      「来訪者管理戦略」（平成 30 年度版）の策定 

 

平成 31 年度：（「来訪者管理戦略」（平成 31 年度版；確定版）の策定） 

 

 

 

 平成 29 年 11 月提出の保全状況報告書における報告事項の概要 

 

平成 29 年 11 月「保全状況報告書」においては、検討作業の具体手順を以下のとおりと

して示している。 

1) 各構成資産における来訪者数の現況・推移を把握するために、平成 28 年度から現況

把握調査を行う。 

2) 現況把握調査と並行して、各構成資産に共通する「来訪者管理の望ましい姿」を将来

の目標として明示する。 

3) 各構成資産に共通する「来訪者管理の望ましい姿」との整合性を図りつつ、各構成資

産における来訪者管理の現状・課題を把握し、改善の方針・方法を示す。 

4) 平成 31 年度に現況把握調査の成果について分析を行い、調査と並行して定めた「来

訪者管理の望ましい姿」に基づき、その実現に向けたプロセスを来訪者管理戦略とし

て定める。 

5) 構成資産ごとに、受け入れ可能な来訪者数の設定の可能性・必要性について精査を行

う。 

 

また、現況把握調査の結果として、以下を示している。 

 

定量調査：各構成資産の１日の来訪者数は、平日・休日・休暇時期の別、イベント開催の

有無等により大きく変動していることが判明した。なお、構成資産への特筆す

べき影響が報告されることはなかった 

定性調査：来訪者が屋内に入る構成資産において、入口などで来訪者が円滑に移動でき
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ない規模となる団体旅行等が集中する場合に混雑が発生することを確認した 

 なお、このような状況は、来訪者の動線を工夫したり、同時に来訪する団体旅行・人

数を管理したりすることにより、排除することが可能である 

構成資産の理解度を高めるためには、来訪者が構成資産において過ごす時間

が長いことが望ましいと考えられるが、１日の来訪者数が多い場合には構成

資産とそのインタープリテーションを体験する時間が十分持てない可能性

がある 

満足度調査：滞在時間、ガイドによる対応、施設・設備・運営面の状況のそれぞれが、

来訪者の高い理解度・満足度に大きく影響するとともに、目標水準を管理する

指標となり得ることが判明した 

 

さらに、これらの現況把握調査結果を踏まえ、構成資産（A）、周辺環境（B）、来訪者（C）

を管理の対象とし、それぞれの望ましい姿を実現する来訪者管理戦略を策定することで、勧

告 C)に対応することを示している。 
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管理の対象 来訪者管理戦略の構造 

 
 

 

管理対象 来訪者管理の望ましい姿（目標） 

① 構 成 資 産
（A） 

物理的損傷 1.構成資産を物理的に守れる施設・設備が整備されて
いること 

2.そのための運営体制があること 

② 構 成 資 産
（A） 

／ 

周辺環境
（B） 

-1 安全･安心 

 

1.来訪者の安全・安心を守れる施設・設備が整備され
ていること 

2.そのための運営体制があること 

-2 理解促進 1.来訪者の理解促進・深化に資する施設・設備が整備
されていること 

2.そのための運営体制があること 

-3 歓待・もてなし 1.来訪を楽しむ施設・設備が整備されていること 

2.そのための運営体制があること 

  

③ 来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適感、満足感を持ち、価値を理解するために十分な時
間滞在し、再来訪を意図する状態 

 

出所：「保全状況報告書（2017.11）」を更新 

図１ 来訪者管理戦略の対象と構造 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来訪者が安全・安心感を

充足していること 

来訪者が満足感を充足

していること 

来訪者の快適感を充足

していること 

構成資産の土地・部材等
が物理的に損なわれな
いこと 
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 今回、戦略を策定する目的 

 

勧告 c)は、来訪者数が資産の“Carrying Capacity”を定めることを求めているが、3 年間に

わたる多角的な現状把握調査の成果によると、来訪者数の増減に起因する来訪者による負

の影響及び、負の影響を与えかねない重大な事例は確認することができなかった。このため、

受け入れ可能な来訪者数の上限を、因果関係をもって数値的に限定することは困難である。 

以上のことから、個別の資産において、来訪者による負の影響がない状態を定義し、常に

資産や来訪者の状況をモニタリングしながらダイナミックなプロセスによって負の影響が

ない状態を維持することを目的として来訪者管理戦略を策定する。 

 

（多様な要素によるダイナミックなプロセスによる管理） 

多角的な調査の結果からも来訪者数を閾値として負の影響を防止することが可能とは言

えなかった。また来訪者の密度や形態なども、ピークとそれ以外といった時間帯や団体の有

無などによって日単位であっても一様ではない。 

従って、受け入れ可能な来訪者数の上限を、因果関係をもって単一の数値で限定すること

は、必ずしも有効ではない。常に変動する来訪者による負の影響を防止するためには、年間

あるいは一日の来訪者数に閾値を設けるというスタティックな管理ではなく、多様な指標

を用いて変動の影響を確認し、適切な対応を講じることが重要であると考えた。 

この考え方に基づき、勧告 c)のそもそもの目的である「資産に対して危機をもたらす可

能性の高い潜在的な負の影響を軽減するため」に、来訪者管理の望ましい姿を示す指標を多

種多様に設定し、影響のモニタリングと状況のマネジメントをダイナミックに行うことを

来訪者管理戦略の要諦とした。 

これまでの来訪者調査の結果では、負の影響を与えかねない状況が、団体客が一度に訪問

する、あるいは急な天候変化で来訪者が屋内に一時に集中するなどの環境下に集中して発

生していた。その理由のひとつとして、明治日本の産業革命遺産を構成する建造物には、大

規模寺院や公共施設と異なって、そもそも不特定多数の同時利用を想定していないプライ

ベート施設である旧グラバー住宅や松下村塾などが含まれているという特徴がある。 

こうした建造物の保全においては来訪者の絶対数ではなく、スムーズに来訪者を導くこ

とが重要であることが分析された。 

さらに、来訪者の負の影響の軽減と「顕著な普遍的価値」（以下、「OUV（Outstanding 

Universal Value）」とする）の理解促進の両立が勧告 c)の趣旨であるとの認識を踏まえ、来

訪者管理の望ましい姿を来訪者による負の影響がマネジメントされている状態及び来訪者

による OUV の理解が進んでいる状態でなければならないと定義し、来訪者管理戦略の目的

とした。 

 

（来訪者による負の影響の防止） 

来訪者管理戦略により、来訪者が「OUV に貢献する要素」を損なわないよう、管理対象

ごとに適切な指標によるモニタリングとそれを踏まえた取組を実施することを可能とする。 
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ここで、来訪者による負の影響とは、資源の摩滅等、侵食等、損壊、汚染、ゴミ、安全阻

害、伝達阻害、その他であり、これらは現況調査・定性調査で３年間の状況を把握した。ま

た、負の影響の発生状況に対応した来訪者数は現況調査・定量調査で把握した。 

 

（OUV の理解促進） 

来訪者管理戦略により、来訪者が構成資産及び資産全体の OUV を理解するよう、管理対

象ごとに適切な指標によるモニタリングとそれを踏まえた取組を実施することを可能とす

る。 

ここで、来訪者の OUV 理解度また理解度に影響を与える要因は現況調査・満足度調査で

2 年間の状況を把握した。また、来訪者数は混雑発生、滞在時間減少などの状況を通じて

OUV の理解促進に影響することを把握した。 
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 3 か年の来訪者調査の結果 

 

平成 28 年度から 3 年間実施した現況把握調査（定量調査、定性調査、満足度調査）の結

果を示す。 

 

（概括） 

定量調査及び定性調査の結果から、来訪者数の増減が構成資産及び来訪者の安全・安心、

快適感に与える負の影響は、定性調査の結果からほとんどがピーク時の人数（1 日当たり）

に起因するものであり、旧グラバー住宅といくつかの構成資産を除くと顕在化していない。 

また、負の影響を与える１日当たりの来訪者数は構成資産によって大きく異なることが

示された。 

一方、満足度調査の結果から「来訪者管理の望ましい姿」で示した観点である来訪者の安

全・安心、快適感及び理解度・満足度を高い水準で確保することついては、滞在時間、ガイ

ドによる対応、施設・設備・運営面の状況が影響することが確認できた。 

 

 定量調査の結果と今後想定される来訪者数の変化への対応 

 

（調査の方法） 

各構成資産の１日の来訪者数とその変動を把握した。また、構成資産への特筆すべき影響

が見られた場合は、それを記録した。 

来訪者数の把握は、各構成資産の規模・性質・立地、管理のための人員体制等を考慮し、

それぞれに適した方法により実施した。 

 

（調査の結果） 

 １日の来訪者数（平成３０年３月末時点での集約結果） 

各構成資産の１日の来訪者数は、平日・休日・休暇時期の別、イベント開催の有無

等により大きく変動していることが判明した。 

イベント開催日を除く１日の来訪者数の最大規模は、約 100 人／日～約 8,000 人／

日であった（図１）。なお、構成資産への特筆すべき影響が報告されることはなかっ

た。 
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図 2 独自イベント開催日（三池炭鉱万田坑）を除く 1 日の来訪者数の最大規模 

（平成 28 年 4 月～平成 30 年 3 月） 

 

（今後想定される来訪者数の変化への対応） 

3 年間の来訪者調査結果から、勧告 c)のそもそもの目的である「資産に対して危機をもた

らす可能性の高い潜在的な負の影響を軽減するため」に、来訪者管理の望ましい姿を示す指

標を多種多様に設定し、影響のモニタリングと状況のマネジメントをダイナミックに行う

ことを来訪者管理戦略の要諦としたところである。 

こうした考え方に基づいて策定した来訪者管理戦略によって、今後、来訪者の年間総数等

が増大しても、負の影響が発生する可能性がある時間帯や来訪形態を平準化していく対策

を講じることで構成資産の保全を図っていく。 

他方、来訪者数の水準そのものが著しく上昇した場合は、保全のための対策強度や方法そ

のものを変えざるを得ないことを想定し、年間また日単位の来訪者数の把握は今後も引き

続き実施していくこととする。 
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※下記以外の資産 

 増加傾向あるいは地域の関連する計画で増加を見込んでいる資産： 

※万田坑（7-1；ピーク人数） 

※松下村塾（1-5；維持）、旧集成館（2-1；維持）旧グラバー住宅（6-8）   計 4 資産  
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 定性調査の結果 

 

（調査の方法） 

各構成資産の１日の来訪者数の増減が構成資産や来訪者の安全・安心、快適に与える影響

を観察し記録した。また、来訪者が構成資産で過ごす時間を把握した。 

なお、平成２９年度は全ての構成資産で定性調査を実施し、その結果を分析することによ

り、構成資産及び来訪者の理解の増進及び満足度等の向上に影響する管理のための指標を

抽出した。 

 

（調査の結果） 

 １日の来訪者数の増減が構成資産及び来訪者の安全・安心、快適感に与える影響（平

成３０年 3 月末時点での集約結果） 

来訪者の安全・安心、快適感に与える影響とは、来訪者の安全・安心、快適感及び

理解度・満足度が損なわれる要因となる具体的には資産内の混雑する箇所における資

源の摩滅等、侵食等、損壊、汚染、ゴミ、安全阻害、伝達阻害の発生等である。 

影響が確認された件数は、旧グラバー住宅で多く（1 年間で 46 件）、その他の資産

では１年間で 10 件未満であり、影響が確認されなかった資産がほとんどであった。 

旧グラバー住宅では、1 日の来訪者数が多い日の特定の時間帯において、来訪者が

集中する等による影響が発生している。 

旧グラバー住宅の影響確認件数（計 46 件）の内訳は、資源の摩滅等がみられた（2

件：床がきしんだ、床レンガが破損）、損壊がみられた（2 件：木製展示台破損、内装

クロス破損）といった資産そのものへの影響は少ない。一方で、入口スロープやマッ

トでのつまずき等（22 件）といった大事には至らなかったものの安全・安心に影響を

与えるもの、また、混雑が激しいことによる説明が聞きにくい等（10 件）及びパンフ

レットの投棄（10 件）などの快適感に影響を与えるものが多くなっている。 

旧グラバー住宅改修工事終了後は安全で円滑な見学を実現するために、統一ロゴ・

デザインの誘導サインの設置、出入口を限定して見学コースを設定する「見学ルール」

の適用を行う予定である。 
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表１ 来訪者数の増減が構成資産及び来訪者の安全・安心、快適感に与える影響が確認された件数 

（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月） 

エリア 資産 
現状値 

（定性調査結果より） 

萩 
萩城下町（口羽家住宅） 

 
1 件/年 

長崎 

高島炭坑 9 件/年 

旧グラバー住宅 46 件/年 

その他 0 件/年 
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 満足度調査の結果と OUV 理解促進のポイント、今後の目標水準 

 

（調査の方法） 

各構成資産の来訪者からアンケートを回収することにより、来訪者の満足度及び課題・要

望を把握した。 

 

（調査の結果・OUV 理解促進の要因） 

 来訪者が構成資産において過ごす時間と満足度 

来訪者が構成資産において過ごす時間の重要性については、来訪者の満足度調査の

結果からは、構成資産の規模等によるものではあるが、２時間以上滞在した来訪者は

構成資産の価値を理解し、満足する傾向がうかがえた。 

 

 
図 3 構成資産での滞在時間と構成資産に対する満足度との関係 

 

 インタープリテーションの質量と満足度 

来訪者の構成資産への満足度には、ガイドによる説明が重要な役割を担っているこ

とも判明した。ガイドの有無による構成資産全体への満足度をみると、ガイド有の来

訪者の満足度がガイド無しの来訪者の満足度より著しく高い。。 

また、ガイドそのものへの満足度が高いほど構成資産全体への満足度も高くなって

いる。 
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図 4 ガイドの有無と構成資産全体に対する満足度との関係 

 

 
図 5 ガイドに対する満足度と構成資産全体に対する満足度との関係 

 

 飲食・購買、その他のサービスの機会と満足度 

来訪者の快適性を示す項目に課題を感じたかという設問では、最大に課題を感じて

いる交通アクセスが不便についても 2 割弱であり、それ以外の項目では課題を感じて

いない来訪者が 9 割以上であった。 

なお、課題の内訳をみると、交通アクセスの利便性に加え、食事を取れる施設及び

トイレなど、施設・設備・運営面が課題となる割合は高い。来訪者が構成資産におい

て十分な時間を過ごし、構成資産の価値を理解するためには、快適に過ごせる施設・

設備を準備することも重要である。 

(N=5141) 
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図 6 構成資産の課題及び来訪者からの要望 
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 OUV 理解促進の現状 

OUV の理解促進の程度を示す指標である来訪者の状態を示す満足度、OUV 理解度

（資産全体、個別資産の別）等の現状を把握した。なお、満足度に影響があることが

確認された滞在時間は定量調査で把握していたが、満足度調査の方がサンプル数多く

回収・分析可能であるため、ここで現状値を示した。 

また、それぞれの指標ごとに、現状値を踏まえた今後の OUV 理解促進の程度を確認

する具体的な方法を整理した。 

 

表 2 OUV の理解促進の程度を示す指標の現状値と OUV 理解促進の確認方法 

指標 OUV 理解促進の程度を確認する方法 

 

満足度 

（「大変満足」の割合） 

33.8% 「大変満足」と答える人の割合が維持されてい

る、もしくは高まっていることを確認する 

滞在時間 

（「15 分未満」の割合） 

10.5％ 滞在時間が 15 分以内の場合、「不満」の割合は

25％に達するため、不満の割合の減少のために、

個別の資産の特性を考慮した上で、「15 分以内」

と答える人の割合が減少していることを確認す

る 

OUV 理解度・資産全体 

（「わからない」の割合） 

12.6% 「わからない」と答える人の割合が減少してい

ることを確認する 

OUV 理解度・個別全体 

（「わからない」の割合） 

15.2% 「わからない」と答える人の割合が減少してい

ることを確認する 

関心喚起度 

（「大変そう思う」の割合） 

24.4% （資産をもっと知りたいかについて）「大変そう

思う」「そう思う」と答える人の割合が増加して

いることを確認する 

再来訪意向・当該資産 

（「必ずまた来たい」の割

合） 

13.2% 「必ずまた来たい」と答える人の割合が増加し

ていることを確認する 

 

再来訪意向・他の資産 

（「必ず行きたい」の割合） 

20.8% 「必ず行きたい」と答える人の割合が増加して

いることを確認する 

課題指摘割合 

・混雑による不満の割合 

・混雑による損壊のおそれ

を感じる割合 

 

2.5％ 

0.3％ 

 

「混雑による不満がある」と答える人の割合、

「混雑による損壊のおそれを感じる」と答える

人の割合が減少していることを確認する 
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 来訪者管理戦略 

 

 来訪者管理戦略とは 

 

（来訪者管理戦略の骨格） 

来訪者管理戦略は来訪者による負の影響がない状態を維持するための戦略であるこ

とから、来訪者による負の影響がない状態の定義、その状態を確認できる多様な指標

の設定及びその状態を維持するためのアクションを骨格として策定する。 

表 3 来訪者管理戦略の骨格 

① 来訪者による負の影響がない状態の定義 

 資産・周辺環境・来訪者を対象にした望ましい姿を定義 

（“Visitor Management Vision”：「保全状況報告書（2017.11）」） 

② 来訪者による負の影響がない状態であることを確認できる指標の設定 

 共通指標、個別指標（3 年間の現況把握調査の成果より設定） 

③ 来訪者による負の影響がない状態を維持するためのアクション 

 個別の構成資産の特色を踏まえた指標と目標値の設定 

 指標を維持・改善するための取組・事業 

 モニタリング方法及び指標が悪化した場合の対策の用意 

 

（来訪者管理戦略の構成） 

来訪者管理戦略は資産全体に共通する戦略部分と個別の構成資産の戦略部分の２部

構成とする。 

共通戦略部分では戦略の考え方や個別の資産の「修復・公開活用計画」との連携を

図るために戦略の対象期間を 8 年とすること、個別の資産管理者による定量調査を継

続的に実施することや内閣官房による共通指標を把握するための満足度調査を戦略

の対象期間の 5 年目に実施することといったモニタリング方法等を示す。 

個別の構成資産の戦略部分では共通の様式に基づき、資産ごとに来訪者数の推移、

モニタリング指標・目標水準、対策（取組）等を示す。 

表 4 来訪者管理戦略のドキュメントの構成 

Ⅰ 資産全体に共通する戦略 

・戦略の考え方、戦略の対象期間 

・望ましい姿“Visitor Management Vision” 

・指標や目標値の設定方法、モニタリング方法、指標が悪化した場合の対策 

・来訪者管理の遂行体制 

Ⅱ 個別の構成資産の戦略 

・来訪者数の推移、モニタリング指標・目標水準、対策（取組）等 

 資産全体に共通する来訪者管理戦略 
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（戦略の考え方、戦略の対象期間） 

来訪者管理戦略は、個別の構成資産の来訪者管理戦略の策定及び実施を担保するため、そ

の期間と遂行体制を明らかにする。 

 

① 個別の構成資産の来訪者管理戦略の策定及び実施の担保 

・個別の資産管理者は、来訪者管理の目標に照らして、「修復・公開活用計画」のお

ける取組を基本とした来訪者管理戦略を策定し、実施する 

・内閣官房は、個別の資産の来訪者管理戦略の的確な実施のための措置を行うとと

もに、重点資産である松下村塾、旧グラバー住宅をはじめ、個別の資産の来訪者管

理戦略の実施を支援する 

 

② 来訪者管理戦略の期間 

・世界遺産登録という大きなイベントの前後、3 年間の現況把握調査を通じ、来訪

者数に大きな変動はなく、また変動を誘引する計画も想定されていない 

・このため、個別の来訪者管理戦略における取組のベースとなるそれぞれの「修復

公開活用計画」の短期計画の終期や中期計画の見直しのタイミング等を勘案し、令

和元年度を初年度とする有効期間 8 年間の計画とする 

 

③ 来訪者管理戦略の遂行体制 

・個別の資産の来訪者管理戦略の遂行はそれぞれの資産管理者が実施、内閣官房が

これを支援する 

 

（望ましい姿“Visitor Management Vision”） 

来訪者管理戦略が持続的に実現する来訪者管理の「望ましい姿」は、来訪者が安全・安心

感、快適感、満足感を持ち、価値を理解するために十分な時間滞在し、再来訪を意図する状

態である。 

なお、「望ましい状態」を管理・確認するために、管理対象の区分とともに構造化し、目

標として示す。この枠組みを活用して「個別の構成資産の戦略」を記述する。 
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管理の対象 来訪者管理戦略の構造 

 
 

 

管理対象 来訪者管理の望ましい姿（目標） 

② 構 成 資 産
（A） 

物理的損傷 1.構成資産を物理的に守れる施設・設備が整備されてい
ること 

2.そのための運営体制があること 

④ 構 成 資 産
（A） 

／ 

周辺環境
（B） 

-1 安全･安心 1.来訪者の安全・安心を守れる施設・設備が整備され
ていること 

2.そのための運営体制があること 

-2 理解促進 1.来訪者の理解促進・深化に資する施設・設備が整備
されていること 

2.そのための運営体制があること 

-3 歓待・もてなし 1.来訪を楽しむ施設・設備が整備されていること 

2.そのための運営体制があること 

  

⑤ 来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適感、満足感を持ち、価値を理解するために十分な時
間滞在し、再来訪を意図する状態 

 

出所：「保全状況報告書（2017.11）」を更新 

図 7 望ましい姿“Visitor Management Vision”（図 1 再掲） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来訪者が安全・安心感を
充足していること 

来訪者が満足感を充足

していること 

来訪者の快適感を充足
していること 

構成資産の土地・部材

等が物理的に損なわれ
ないこと 
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（指標や目標値の設定方法、モニタリング方法、指標が悪化した場合の対策） 

 指標や目標値の設定方法 

望ましい姿であることを管理・確認する指標は、構成資産全体での管理水準の確認

のための構成資産で共通に活用する指標(共通指標)と個別の構成資産の課題に対応し

た管理水準の確認のための独自指標で構成する。 

共通指標はこれまでの来訪者調査から得られた主要な指標から設定した。独自指標

は個別の構成資産の現状、今後の管理の方向性、予定している取組から、個別の構成

資産管理者が設定し来訪者管理戦略に明記した。 

 

来訪者管理戦略期間中のそれぞれの指標の目標値は構成資産ごとに設定するものと

し、全体平均値より劣後している指標値をキャッチアップする、また現状すでに「望

ましい姿」が実現しているために指標値を現状で維持する、などの設定の考え方とと

もに、個別の構成資産管理者が設定し来訪者管理戦略に明記した。 

表 5 管理のための共通指標 

☆構成資産及び来訪者の安全・安心感、快適感に影響を与えた件数 

定性調査（観察調査）で把握した来訪者による影響のこと 

・資源の摩滅等、侵食等、損壊、汚染、ゴミ、安全阻害、伝達阻害、その他 

☆構成資産からの隔離施設・設備の有無 

隔離施設・設備の有無とは、“資産の壊れやすい箇所を物理的に傷つけることを防ぐ施設・設備”

を示す。立ち入り禁止を確実にする施設、柵や手すりなどの設備などが該当 

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向 

☆課題指摘割合 

課題指摘割合は、混雑、損壊、エンターテイメント不足、食事施設、トイレ等の 5 つの指標から

設定。うち、混雑、損壊の２つは必須 

 

 モニタリング方法 

多種多様な共通指標、独自指標それぞれのモニタリング方法は、個別の資産の管理

戦略に記載した。ここで、多くの共通指標のモニタリング方法として活用する満足度

調査は大規模な調査となるため、次期戦略への改定作業に間に合うよう、内閣官房が

支援して計画期間終了前（計画期間の 5 年経過時）に実施する。 

これら個別の資産の管理戦略に記載のモニタリング方法によって、モニタリング時

点での指標の状況及び目標の達成度等を評価し、必要であれば対策の見直しを行うこ

ととする。 

なお、来訪者管理状況の評価にあたっては、指標変動の要因である来訪者の動向と

の突き合わせが必要であることから、これまで実施してきた年間あるいは１日あたり

の来訪者数調査は継続して実施するものとする。 
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来訪者数に顕著な変動（増加）があった場合は、個別の構成資産管理者によって、

定性調査の実施による管理指標への影響の把握、また変動要因を分析と対策を検討し、

必要に応じて対象期間内であっても来訪者管理戦略を見直すものとする。 

 

 指標が悪化した場合の対策 

指標悪化の要因として、来訪者数の年間あるいは一日の水準が著しく上がったこと

が挙げられる場合は、負の影響が発生する可能性がある時間帯や来訪形態を平準化し

ていく対策を講じることとする。 

具体的には、時間帯ごとのきめ細かな入場数制限やガイド付きのみでの入場許可、

さらには料金によるコントロール等である。 

このような新たな制度設計・導入は個別の資産管理者が主体となるが、内閣官房も

必要な情報提供や助言を行うものとする。 

 

（来訪者管理の役割分担） 

来訪者管理は第一義的には個別の構成資産管理者がその責任を担う。また、内閣官房はそ

の実現の支援のため、明治日本の産業革命遺産の「管理保全の一般方針及び戦略的枠組み

（以下、「戦略的枠組みとする）」におけるガバナンスの体制を活かし、明治日本の稼働資産

を含む産業遺産に関する「稼働資産を含む産業遺産に関する有識者会議（以下、「有識者会

議」とする）」の助言を受けつつ、内閣官房が包括的な支援を実施する。 

なお、保全委員会、地区別保全協議会さらに個別の資産管理者の各階層において、国及び

国の出先機関も協力関係にある。来訪者管理戦略も、こうしたこれまでの戦略枠組みにおけ

るガバナンス体制によって実施する。 

 
図 8 戦略的枠組みにおけるガバナンス体制  
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 「個別の構成資産の来訪者管理戦略」の策定における支援 

内閣官房は、個別の構成資産管理者が「個別の構成資産の来訪者管理戦略」を策

定するにあたって、来訪者による負の影響の防止については、その体系化及び３年

にわたる現状調査・定性調査の結果を、また OUV の理解促進については、２年にわ

たる現況把握調査・満足度調査の結果をそれぞれ踏まえ、来訪者管理のあるべき姿

とその目標水準を管理対象ごとに適切な指標で示した「個別の構成資産の来訪者管

理戦略策定の手引き」を取りまとめた。 

この手引きを配布し、また研修会を実施すること等を通じて共通理解を深めたう

えで、それぞれの構成資産管理者が「個別の構成資産の来訪者管理戦略」を策定し

た。 

 

 「個別の構成資産の来訪者管理戦略」の着実な実施の支援 

内閣官房は、個別の構成資産管理者が来訪者管理を実施するにあたって、来訪者

管理戦略の効果確認のため計画期間終了前（計画期間の 5 年経過時）に現況把握調

査・満足度調査を実施し、その結果を個別の資産管理者にフィードバックする。 

  



付属資料４ 

 

- 185 - 

 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

 

個別の構成資産の管理者によって、個別の構成資産の状況を踏まえた「個別の構成資産の

来訪者管理戦略」を策定した。 

 

（個別の構成資産の来訪者管理戦略の考え方） 

 「個別の構成資産の来訪者管理戦略」は、あるべき姿の実現状況をデータに基づいて確認

できる骨格とし、さらにデータと管理のために具体的に実施する来訪者管理施策を紐づけ

ることで、PDCA サイクルが回るように設計した。このとき、具体的な来訪者管理施策が

「修復公開活用計画」に記載されているものが多いことを踏まえ、施策や有効期間等につい

て「修復公開活用計画」と整合的なものとした。 

また、個別の資産の状況を踏まえつつ、管理の全体水準を高めるために管理指標を共通指

標と独自指標に区分して活用することとした。 

 

（個別の構成資産の来訪者管理戦略の構成） 

 「個別の構成資産の来訪者管理戦略」は、来訪者数の推移を踏まえ、管理対象ごとの来訪

者管理の望ましい姿に対して、管理のための指標、目標水準の設定と算出方法、実施する具

体的な来訪者管理施策について、一覧で整理した。 

表 6 「個別の構成資産の戦略」の構成 

Ⅰ.来訪者数の推移 

(1) 来訪者数（年間総数）：平成 26～29 年 

(2) 来訪者数（ピーク人数／日）：平成 26～29 年 

Ⅱ.来訪者管理戦略 

(1) 対象：①構成資産（A）、②構成資産（A）／周辺環境（B）、③来訪者（C） 

(2) 来訪者管理の望ましい姿（目標） 

(3) 管理のための指標 

(4) 目標水準の設定：現状、目標、計測・算出方法等 

(5) 対策の抽出・実施：(a)現状、(b)課題、(c)対応の方向性、d)方法・施策 
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個別の構成資産の来訪者管理戦略 

 

No. 資産名 

1-1 萩反射炉 

1-2 恵美須ヶ鼻造船所跡 

1-3 大板山たたら製鉄遺跡 

1-4 萩城下町－萩城跡 

1-5 松下村塾 

2-1 旧集成館－尚古集成館 

2-2 寺山炭窯跡（Ⅰ.来訪者数の推移のみ）※ 

2-3 関吉の疎水溝 

3-1 韮山反射炉 

4-1 橋野鉄鉱山 

5-1 三重津海軍所跡 

6-1 小菅修船場跡 

6-6 高島炭坑 

6-7 端島炭坑 

6-8 旧グラバー住宅 

7-1 三池炭鉱・三池炭鉱宮原坑・専用鉄道敷跡 

7-1 三池炭鉱・三池炭鉱万田坑 

7-1 三池港 

7-2 三角西港 

8-1 官営八幡製鐵所 

8-2 遠賀川水源地ポンプ室 

 

2-2 寺山炭窯跡（Ⅰ.来訪者数の推移のみ）※ 

：2019 年 6 月下旬から 7 月上旬の大雨被害を受けて、Ⅱ.個別の構成資産の来訪者管理戦略

を再検討中（大雨被害への今後の対策とあわせて検討を行う） 

 

※長崎造船所の第三船渠、ジャイアント・カンチレバークレーン、旧木型場及び占勝閣の稼

働資産については、個別資産ごとに求められる操業の要請と保全のバランスの中で、場合

によっては来訪者管理戦略を検討する必要が生じるものと考える 
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萩反射炉（構成資産１-１） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 － H27 年度 154,069 H28 年度 166,316 H29 年度 129,820 H30 年度 100,240 

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 － H27 年度 2,498 H28 年度 1,406 H29 年度 1,815 H30 年度 1,574 

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 
 

 
☆構成資産からの隔離施
設・設備の有無 

 
 
・見学動線の有無 

 
 
・保護盛土工事実施の有無 

 
 
・樹木伐採の有無 

0 件／年 
 

 
あり 
 

 
 
なし 

 
 
なし 

 
 
なし 

０件／年 
 

 
あり 
 

 
 
あり 

 
 
あり 

 
 
必要に応じて実

施 

把握方法：管理人兼ガイドの記録 
目標：０（ゼロ）件 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 

 
 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 
 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 
 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：必要に応じて実施 

  反射炉本体周辺に柵を設置 
 来訪者が反射炉に直接触
れることがないよう柵を設
置している。 

 保護盛土の流出 
 地下遺構を保護するため
の盛土が一部流出してい
る。 

 

 樹根による影響 
 遺構保護層に生長した樹
根等が地下遺構に与える
影響が懸念される。 

 保護盛土の実施 
 モニタリングやガイドが行う
日常管理で、遺構に与える
影響を検知した場合は、保
護盛土を実施する。 

 樹木の整理 
 モニタリングやガイドが行う
日常管理で、遺構に与える
影響を検知した場合は、樹
木の伐採または樹根の切
断等を実施する。 

 

 見学動線の設定 
 駐車場から反射炉本体ま
での見学路を設定し、来訪
者を誘導する。 

 保護盛土の施工 

 

 

 

 樹木の伐採又は樹根の切

断等 

 

 

 

 

 見学動線の整備 

 

 

 

 モニタリング及びガイドに

よる日常管理 

2.そのための運営
体制があること 

 ・研修参加人数 
 
 

・研修会回数 
 
 

・視察エリア数 
 
 

・新規ガイド育成者数 
 
 

・巡回回数 
 

７０人／年 
 
 

２回／年 
 
 

３年に１エリア 
 
 

０人／年 
 
 

１回／日 

 

１００人／年 
 
 

３回／年 
 
 

２年に１エリア 
 
 

１人／年 
 
 

１回／日 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 
 

把握方法：管理人兼ガイドの記録 
目標  ：１日１回 

  管理人兼ガイドの設置 
 毎日、萩市内のガイド団体
が管理及びガイドを実施し
ている。 

 管理人兼ガイドの減少 
 管理人を兼ねているガイド
のほとんどが現役を退職
し６０～７０歳代であり、今
後は人数の減少が懸念さ
れる。 

 定期的なガイド研修による新

規管理人兼ガイドの育成 
 定期的に「明治日本の産
業革命遺産」及び萩反射
炉に関する講義及び他エ
リアの構成資産の視察等
の研修を実施し、様々な世
代の新規管理人兼ガイド
の育成を目指す。 

 定期的なガイド研修 

 新規管理人兼ガイドの育

成 

 他エリアの構成資産の視

察等の研修 

 

 

 

 

 

 

 （モニタリング及びガイドに

よる日常管理） 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離施
設・設備の有無 

 

・歩行者通路整備の有無 
 
 

・見学動線の有無 
 
 

 
・誘導板等設置の有無 
 

 

あり 
 
 

なし 
 
 

なし 
 
 

 
なし 
 

 

あり 
 
 

あり 
 
 

あり 
 
 

 
あり 
 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 
 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 

 

  階段を使わない新しい遊歩

道の整備 
 階段を登ることが困難な来
訪者のために、新たにスロ
ープによる遊歩道を設置し
た。 

 反射炉本体周辺に柵を設置 
 劣化部材の落下等が発生
した場合を想定し、反射炉
本体から一定範囲の離隔
を設け、来訪者に対する安
全を確保している。 

 駐車場内の歩行者安全対策 
 駐車場内で、歩行者通路
が明確化されていない。 

 見学動線の未設定 
 駐車場から反射炉本体ま
での見学路が明示されて
いない。 

 
 
 
 

 耐震対策の未施工 
 構造調査・耐震診断を適
切な方法で実施すること
が困難である。また、反射
炉本体の外観を損なわな
い現実的な補強方法が考
えにくい。 

 駐車場内の歩行者安全対策 
 駐車場内に歩行者通路を
設定する。 

 見学動線の設定 
 駐車場から反射炉本体ま
での見学路を設定し、来訪
者を誘導する。 

 
 
 
 

 地震時等における安全対策 
 反射炉本体への構造補強
は困難であるため、倒壊等
の可能性を想定し、見学へ
の影響を考慮しつつ、反射
炉本体からの離隔を確保
する。 

 駐車場内に歩行者通路を

設定する 

 

 見学動線の整備 

 

 

 

 
 

 反射炉本体からの離隔を

確保 

 

来訪者が
安全・安

心感を充
足してい
ること 

構成資産

の土地・
部材等が
物理的に

損なわれ
ないこと 
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2.そのための運営
体制があること 

 ・駐車場を含めた管理体制
構築の有無 

 
・防災訓練実施の有無 

なし 
 

 
なし 

あり 
 

 
あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 

  警備員の配置 
 来訪者が多いＧＷ等には、
駐車場に警備員を配置して
いる。 

 
 

 管理人兼ガイドの設置 
毎日、萩市内のガイド団体
が管理及びガイドを実施して
いる。 

 構成資産内及び駐車場の敷

地内の管理 
 構成資産と駐車場は一目
で見渡せる位置にないた
め、１人での管理はできな
い。 

 管理人兼ガイドの能力向上 
 地震等の災害時を想定し
た安全を確保するための
防災訓練等を実施してい
ない。 

 構成資産内及び駐車場の敷

地内の管理 
 将来的に、構成資産内の
みならず駐車場も合わせ
て管理できる体制を構築
する。 

 管理人兼ガイドへの防災訓

練等の開催 
 地震等の災害時を想定し
た来訪者の安全を確保す
るための防災訓練等を実
施する。 

 駐車場も合わせて管理で

きる体制を構築 

 

 

 

 管理人兼ガイドへの防災

訓練等を実施 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・解説板内容更新の有無 
 
 

・支障樹木伐採の有無 
 
 

 
・関連解説板設置の有無 
 

 
・パンフレットの多言語化
（日・英・中・韓・台） 

なし 
 
 

なし 
 
 

 
なし 
 

 
一部あり 

あり 
 
 

必要に応じて実
施 
 

 
あり 
 

 
全部あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：必要に応じて実施 
 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 
 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：全部あり 

  ガイダンス施設の設置 
 ガイダンスの中心施設とし
て、平成２９年３月４日に世
界遺産ビジターセンターを
開館した。 

 世界遺産登録記念銘の設置 
 入口に世界遺産登録記念
銘を設置した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 パンフレットの作成 
 萩反射炉、萩エリアの構成
資産及び明治日本の産業
革命遺産を紹介するパンフ
レットを作成している。 

 解説板の内容不足 
 解説板が設置されている
が、「明治日本の産業革
命遺産」の顕著な普遍的
価値及び萩反射炉の位置
付け等が説明されていな
い。 

 
 

 恵美須ヶ鼻造船所跡との連

携 
 近接している恵美須ヶ鼻
造船所跡の解説、ルート
紹介がない。 

 

 パンフレットの多言語化 
 現行のパンフレットには、
日英のみのものもあり、充
分に多言語化に対応して
いない。 

 解説板の設置 
 「明治日本の産業革命遺
産」の顕著な普遍的価値、
２３の構成資産の位置付
け、萩反射炉の辿った変
遷・発展の過程及び産業
システム等について情報
提供するために、解説板を
設置する。 

 恵美須ヶ鼻造船所跡との連

携 
 萩反射炉から恵美須ヶ鼻
造船所跡への展望を確保
し、恵美須ヶ鼻造船所跡に
関する解説板を設置する。 

 パンフレットの多言語化への

対応 
 インバウンドに対応するた
め、パンフレットの多言語
化を進める。 

 解説板の内容更新 

 

 

 

 

 

 

 恵美須ヶ鼻造船所跡への

展望の確保 

 恵美須ヶ鼻造船所跡に関

する解説板を設置 

 

 パンフレットの多言語化 

（日・英・中・韓・台） 

2.そのための運営
体制があること 

 ・研修会参加人数 
 
 
・研修会回数 

 
 
・視察エリア数 

 
 
・新規ガイド育成者数 

７０人／年 
 
 
２回／年 

 
 
３年に１エリア 

 
 
０人／年 

１００人／年 
 
 
３回／年 

 
 
２年に１エリア 

 
 
１人／年 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 
 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 
 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 
 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  管理人兼ガイドの設置【再

掲】 
 毎日、萩市内のガイド団体
による管理及びガイドを実
施している。 

 管理人兼ガイドの減少【再

掲】 
 管理人を兼ねているガイド
のほとんどが、現役を退
職した６０～７０歳代であ
り、今後は人数の減少が
懸念される。 

 ガイドの能力向上 
 来訪者は、「明治日本の
産業革命遺産」における
各構成資産の位置付け及
び他エリアの構成資産と
のつながりについて解説
を求めるようになってき
た。世界遺産登録後、「明
治日本の産業革命遺産」
に関する研修会を行って
きたが、ガイド自身が十分
な知識の下に来訪者を案
内するまでのレベルには
達していない。 

 定期的なガイド研修の開催 
 「明治日本の産業革命遺
産」及び萩反射炉に関する
講義、他エリアの構成資産
の視察等から成る研修会
を定期的に開催し、ガイド
に必要な十分な知識を習
得することにより、新規ガ
イドの育成及びガイド能力
の向上を目指す。 

 定期的なガイド研修 

 他エリアの構成資産の視

察等の研修 

 新規管理人兼ガイドの育

成 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・アプリケーション更新の有
無 
 
・アプリケーションのパンフレ

ットへの掲載 

なし 
 
 
１種類のパンフ

レット 

あり 
 
 
２種類以上のパ

ンフレット 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  アプリケーションの開発 
 萩エリアの構成資産及び
明治日本の産業革命遺産
を紹介するアプリケーション
を開発している。 

 アプリケーションの周知 
 アプリケーションの周知が
不十分である。 

 アプリケーションの利用促進 
 アプリケーションの利用促
進のため、定期的な更新
及び積極的な周知を行う。 

 アプリケーションの更新 

 アプリケーションの積極的

な周知 

2.そのための運営
体制があること 

 ・研修会参加人数 

 

・研修会回数 
 
 

・タブレットを使用した説明の
実施回数 

７０人／年 
 

２回／年 
 
 

５０回／年 

１００人／年 
 

３回／年 
 
 

２００回／年 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  アプリケーションの利用 
 萩反射炉現地において、管
理人兼ガイドが萩エリアの
構成資産及び明治日本の
産業革命遺産を紹介する
アプリケーションを利用でき
るタブレットの貸出を行って
いる。 

 アプリケーションの周知 
 アプリケーションを利用で
きるタブレットの貸出につ
いての周知が不十分であ
る。また、ガイドが高齢の
ため、来訪者への利用方
法の説明が十分でない場
合がある。 

 アプリケーションの利用促進 
 ガイド自身が十分に使いこ
なせたうえで、来訪者に対
してタブレットを使ってアプ
リケーションの説明を行う
など、アプリケーションの積
極的な利用を促す。 

 アプリケーションの使用方

法を含む研修の実施 

 タブレットを使用した説明

の実施 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度 Q14 

【現状】 

15.0％ 

56.7％ 

16.7％ 

【目標】 

33.8% 

10.5% 

12.6％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：平均値への到達 

     

来訪者が

満足感を
充足して
いること 

来訪者の
快適感を

充足して
いること 
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 Q15 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向 Q18 

 Q22 

☆課題指摘割合 混雑 

 損壊 

 エンターテイメント不足 

 トイレ等 

21.7％ 

13.3％ 

3.3％ 

11.7% 

1.7％ 

0.0％ 

13.3％ 

6.7％ 

15.2% 

24.4% 

13.2％ 

20.8% 

0.0％ 

0.0％ 

5.2％ 

0.0％ 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

恵美須ヶ鼻造船所跡（構成資産１-２） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 － H27 年度 56,204 H28 年度 55,639 H29 年度 37,658 H30 年度 26,258 

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 － H27 年度 947 H28 年度 654 H29 年度 377 H30 年度 349 

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

 

☆構成資産からの隔離施

設・設備の有無 

 

・落下防止工事実施の有無 

 

 

・地下遺構保護工事実施の

有無 

４件／年 

 

 

あり 

 

 

なし 

 

 

一部あり 

０件／年 

 

 

あり 

 

 

あり 

 

 

あり 

把握方法：管理人兼ガイドの記録 

目標：０（ゼロ）件 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  急傾斜地崩壊危険区域の存

在 
  資産内及び資産背後の
山林に落石等災害発生の
恐れのある急傾斜地あり。
標柱を設置し、注意喚起を
図っている。                             

  地下遺構の存在 
 資産内には地表面下に遺
構が包蔵されている。地下
遺構は、発掘調査期間中
に限り、埋蔵文化財専門職
の管理のもとで、現地公開
を行っている。 

 落石等災害による被害の恐

れ 
 資産背後の山林からの落
石、土砂流入により、構成
資産及び来訪者への被害
が懸念される。 

 

 地下遺構の保護 
 発掘調査で確認した遺構
及び未調査範囲の遺構・
遺物については、持続的
な保護を行う必要がある。 

 落石防止策の実施 
 構成資産の保全及び来訪
者の安全確保のため、資
産背後の山林からの落
石、土砂流入を防止する最
小限の工作物を設置する。 
 

 地下遺構の安定的な維持 
 発掘調査終了後、速やか
に盛土で保護し、遺構を埋
め戻す。地下遺構の正確
な位置・規模を平面的に表
示した整備を実施する際に
は、未調査範囲も含め、必
要以上の掘削を行わない
よう留意する。 

 落下防止工事 

 

 

 

 

 地下遺構保護工事 

 

 

 

 

 

 

 

 モニタリング及びガイドによ

る日常管理 

2.そのための運営
体制があること 

 ・研修参加人数 
 
 
・研修会回数 

 
 
・視察エリア数 

 
 
・新規ガイド育成者数 

 
 
・巡回回数 

 

７０人／年 
 
 
２回／年 

 
 
３年に１エリア 

 
 
０人／年 

 
 

１回／日 

 

１００人／年 
 
 
３回／年 

 
 
２年に１エリア 

 
 
１人／年 

 
 
１回／日 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 
 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 
 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 
 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 
 
把握方法：管理人兼ガイドの記録 

目標  ：１日１回 

  管理人兼ガイドの設置 
 毎日、市内のガイド団体が
資産の管理及びガイドを実
施している。 

 
 
 
 
 
 
 

 管理人兼ガイドの減少 
 管理人を兼ねているガイド
のほとんどが現役を退職
した６０～７０歳代であり、
今後は人数の減少が懸念
される。 
 

 
 
 
 
 
 

 定期的なガイド研修による新

規管理人兼ガイドの育成 
 定期的に「明治日本の産
業革命遺産」及び恵美須ヶ
鼻造船所跡に関する講義
及び他エリアの構成資産
の視察等の研修を実施し、
様々な世代の新規管理人
兼ガイドの育成を目指す。 
 

 

 定期的なガイド研修 

 他エリアの構成資産の視

察等の研修 

 新規管理人兼ガイドの育

成 

 

 

 

 

 

 

 （モニタリング及びガイドに

よる日常管理） 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離施

設・設備の有無 

 

・駐車場設置の有無 

 

 

・見学路設置の有無 

あり 

 

 

なし 

 

 

仮設あり 

あり 

 

 

あり 

 

 

あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

  駐車場 
 資産内及び周辺に駐車場
を設置していない。来訪者
は任意で通行や見学に支
障のない場所に駐車し、見
学している。 

 

 見学路 
 現在発掘調査中の資産内
を安全に見学するため仮設

 駐車場の未設置 
 資産内の土地を所有する
関係機関と協議を行い、
適切な場所に、できるだけ
速やかに設置する必要が
ある。 

 

 仮設見学路の設置 
 発掘調査範囲の位置及び
来訪者の安全が優先され

 駐車場の設置 
 資産内での設置が難しい
場合は、資産周辺の近接
地での設置も検討する。 

 

 

 

 見学路の設置 
 発掘調査終了後、理解増

 来訪者駐車場の設置 

 

 

 

 

 

 見学路及び展望デッキの

設置 

構成資産
の土地・
部材等が

物理的に
損なわれ
ないこと 

来訪者が
安全・安
心感を充

足してい
ること 
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・トイレ設置の有無 

 

 

・落下防止工事実施の有無 

 

 

・来訪者落下対策実施の有

無 

 

 

仮設あり 

 

 

なし 

 

 

なし 

 

 

あり 

 

 

あり 

 

 

あり 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

見学路を設置している。 

 

 

 トイレ 
 来訪者の便益施設として資
産内に仮設の簡易トイレを
設置している。 

 
 

 急傾斜地崩壊危険区域の存

在 
  資産内及び資産背後の
山林に落石等災害発生の
恐れのある急傾斜地あり。
標柱を設置し、注意喚起を
図っている。    

 
 

 石組防波堤上面 
 防波堤上面に落下防止柵
は未設置。また石組の目地
には多くの隙間がある。 

るため、仮設見学路では
十分な産業システムの理
解増進には繋がらない。 

 

 仮設トイレの設置 
 来訪者が安心して利用で
きる恒久的なトイレを設置
する必要がある。 

 

 落石等災害による被害の恐

れ 
 資産背後の山林からの落
石、土砂流入により、構成
資産及び来訪者への被害
が懸念される。 

 
 
 

 石組防波堤の安全確保 
 防波堤上面から来訪者が
落下したり、石の隙間に足
を取られたりする危険性が
ある。 

 

進と回遊性の向上を目的と
した見学路及び展望デッキ
を設置する。 

 

 トイレの設置 
 今後の来訪者の推移を把
握し、最適な規模のトイレ
を適切な場所に設置する。 

 
 

 落石防止策の実施 
 構成資産の保全及び来訪
者の安全確保のため、資
産背後の山林からの落
石、土砂流入を防止する最
小限の工作物の設置を検
討する。 

 
 

 石組防波堤の安全対策 
 関係機関との合意が得ら
れれば、構成資産の価値
に影響を与えない範囲で
落下防止柵の設置を検討
する。設置できない場合
は、管理人から防波堤を歩
行する来訪者に注意を促
すとともに、注意喚起の看
板を設置する。 

 

 管理人兼ガイドによる注意喚

起 
 管理人から来訪者に注意
を促す。 

 

 

 

 

 トイレの設置 

 

 
 
 

 落石防止工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 来訪者落下防止柵の設置

又は管理人による注意喚

起の実施 

2.そのための運営
体制があること 

 ・注意喚起の管理体制構築

の有無 

 

・防災訓練実施の有無 

なし 

 

 

なし 

あり 

 

 

あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

  管理人兼ガイドの設置 
 毎日、市内のガイド団体が
資産の管理及びガイドを実
施している。    

 管理人兼ガイドの減少 
 管理人を兼ねているガイド
のほとんどが現役を退職
した６０～７０歳代であり、
今後は人数の減少が懸念
される。 

 管理人兼ガイドの能力向上 
 地震・津波等の災害時を
想定した安全を確保する
ための防災訓練等を実施
していない。 

 管理人兼ガイドへの防災訓

練等の開催 
 地震・津波等の災害時を想
定した来訪者の安全を確
保するための防災訓練等
を実施する。 

 管理人兼ガイドへの防災

訓練等を実施 

 

 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 解説板設置の有無 

 

 

パンフレットの多言語化の有

無 

（日・英・中・韓・台） 

 

遺構平面表示の有無 

 

 

見学路及び展望デッキ設置

の有無 

 

ガイダンス施設設置の有無 

 

 

 

 

 

 

あり 

 

 

一部あり 

 

 

 

仮設あり 

 

 

なし 

 

 

なし 

 

 

あり 

 

 

全部あり 

 

 

 

あり 

 

 

あり 

 

 

あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：全部あり 

 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

  解説板 
 登録前の平成２６年度に設
置したものである。恵美須
ヶ鼻造船所跡の歴史、遺構
の概要、経緯、発掘の状況
等について、日本語と英語
で記述している。 

 世界遺産登録記念銘の設置 
 構成資産内に世界遺産登
録記念銘を設置した。 

 

 パンフレットの作成 
 恵美須ヶ鼻造船所跡、萩エ
リアの構成資産及び明治
日本の産業革命遺産を紹
介するパンフレットを作成し
ている。 

 
 

 遺構平面表示 
 造船所跡では、絵図や発
掘調査成果に基づいて各
遺構の位置や規模を示す
簡易な遺構平面表示を行
っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 解説板の内容不足 
 登録前に設置した解説板
のため「明治日本の産業
革命遺産」の顕著な普遍
的価値及び構成資産の位
置付け等が説明できてい
ない。新たな解説板を本
設置する必要がある。 

 

 

 

 パンフレットの多言語化 
 現行のパンフレットには、
日英のみのものもあり、充
分に多言語化に対応して
いない。 

 

 

 簡易遺構平面表示 
 プラスチックチェーンを用
いた簡易な平面表示であ
るため、視覚的に訴えるも
のが弱く、来訪者の理解を
十分に得られていない。 

 

 

 

 

 
 

 解説板の本設置 
 「明治日本の産業革命遺
産」２３の構成資産全体で
の位置付け、エリア１萩で
の位置付け、恵美須ヶ鼻造
船所跡固有の産業システ
ム等について、来訪者の理
解増進を図るため、各種解
説板を設置する。 

 

 

 パンフレットの多言語化への

対応 
 インバウンドに対応するた
め、パンフレットの多言語
化を進める。 

 

 

 遺構平面表示の整備 
 発掘調査終了後には、来
訪者の理解増進を目的とし
た遺構平面表示の整備を
行う。 

 

 

 見学路の整備 
 遺構平面表示と併せて、理
解増進と回遊性の向上を
目的とした見学路及び展
望デッキを設置する。 

 解説板の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パンフレットの多言語化 

（日・英・中・韓・台） 

 

 

 

 

 遺構平面表示 

 

 

 

 

 

 見学路及び展望デッキの

設置 

 

 

来訪者が
満足感を
充足して

いること 
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 ガイダンス施設の設置 
 資産内にはガイダンス施設
は無い。なお、ガイダンスの
中心施設として、平成２９年
３月４日に世界遺産ビジタ
ーセンターを開館している。 

 

 構成資産内でのガイダンス

施設 
 構成資産内には十分な余
地が無くガイダンス施設の
設置は困難である。 

 

 

 近接地でのガイダンス施設

の設置 
 関係機関と協議のうえ、構
成資産に近接した位置で
のガイダンス施設の設置を
進める。 

 

 ガイダンス施設の設置 

 

2.そのための運営
体制があること 

 ・研修会参加人数 
 

 
・研修会回数 
 

 
・視察エリア数 
 

 
・新規ガイド育成者数 

７０人／年 
 

 
２回／年 
 

 
３年に１エリア 

 

 
０人／年 

１００人／年 
 

 
３回／年 
 

 
２年に１エリア 

 

 
１人／年 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  管理人兼ガイドの設置 
 毎日、萩市内のガイド団体
が管理及びガイドを実施し
ている。 

 管理人兼ガイドの減少 
 管理人を兼ねているガイド
のほとんどが、現役を退職
した６０～７０歳代であり、
今後は人数の減少が懸念
される。 

 ガイドの能力向上 
 来訪者は、「明治日本の産
業革命遺産」における各
構成資産の位置付け及び
他エリアの構成資産との
つながりについても解説を
求めている。これまでも能
力向上を目的としたガイド
研修会を開催しているが、
十分な知識の下に来訪者
を案内するまでのレベル
には達していない。 

 定期的なガイド研修の開催 
 「明治日本の産業革命遺
産」及び恵美須ヶ鼻造船所
跡に関する講義、他エリア
の構成資産の視察等から
成る研修会を定期的に開
催し、ガイドに必要な十分
な知識を習得することによ
り、新規ガイドの育成及び
ガイド能力の向上を目指
す。 

 定期的なガイド研修 

 他エリアの構成資産の視

察等の研修 

 新規管理人兼ガイドの育

成 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・アプリケーション更新の有
無 
 

・アプリケーションのパンフレ
ットへの掲載 

なし 
 
 

１種類のパンフ
レット 

あり 
 
２種類以上の

パンフレット 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  アプリケーションの開発 
 萩エリアの構成資産及び
「明治日本の産業革命遺
産」を紹介するアプリケーシ
ョンを開発している。 

 アプリケーションの周知 
 アプリケーションの周知が
不十分である。 

 アプリケーションの利用促進 
 アプリケーションの利用促
進のため、定期的な更新
及び積極的な周知を行う。 

 アプリケーションの更新 

 アプリケーションのパンフレ

ット等への掲載 

2.そのための運営
体制があること 

 ・研修会参加人数 

 
 
・研修会回数 

 
 
・タブレットを使用した説明の

実施回数 

７０人／年 
 

 
２回／年 
 

 
５０回／年 

１００人／年 
 

 
３回／年 
 

 
１００回／年 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  アプリケーションの利用 
 恵美須ヶ鼻造船所跡現地
において、管理人兼ガイド
が萩エリアの構成資産及び
「明治日本の産業革命遺
産」を紹介するアプリケーシ
ョンを利用できるタブレット
の貸出を行っている。 

 アプリケーションの周知 
 アプリケーションを利用で
きるタブレットの貸出につ
いての周知が不十分であ
る。また、ガイドが高齢の
ため、来訪者への利用方
法の説明が十分でない場
合がある。 

 アプリケーションの利用促進 
 ガイド自身が十分に使いこ
なせたうえで、来訪者に対
してタブレットを使ってアプ
リケーションの説明を行う
など、アプリケーションの積
極的な利用を促す。 

 アプリケーションの使用方

法を含む研修の実施 

 タブレットを使用した説明

の実施 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度 Q14 

 Q15 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向 Q18 

 Q22 

☆課題指摘割合 混雑 

 損壊 

 エンターテイメント不足 

 食事施設 

 トイレ等 

【現状】 

30.8％ 

46.2％ 

15.4％ 

15.4％ 

38.5％ 

7.7％ 

30.8% 

7.7％ 

15.4％ 

15.4％ 

0.0％ 

0.0％ 

【目標】 

33.8％ 

10.5％ 

12.6％ 

0.0％ 

39.8％ 

13.2％ 

37.5% 

0.0％ 

0.0％ 

5.2％ 

0.0％ 

0.0％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：資産別最小値への到達 

目標  ：資産別最大値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：資産別最大値への到達 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

     

 

  

来訪者の
快適感を

充足して
いること 
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大板山たたら製鉄遺跡（構成資産１-３） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 － H27 年度 14,869 H28 年度 10,028 H29 年度 6,447 H30 年度 4,584 

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 － H27 年度 359 H28 年度 303 H29 年度 154 H30 年度 138 

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 
 

 
☆構成資産からの隔離施
設・設備の有無 

 
・保護盛土工事実施の有無 
 

 
・露出遺構修復工事実施の有
無 

 
・見学路整備工事実施の有無 

０件／年 
 

 
なし 
 

 
なし 
 

 
なし 
 

 
なし 

０件／年 
 

 
あり 
 

 
あり 
 

 
あり 
 

 
あり 

把握方法：管理人兼ガイドの記録 
目標：０（ゼロ）件 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 

  地下遺構への保護盛土の実

施 
 地下遺構に対して、５０ｃｍ
程度の盛土をして、遺構を
保護している。 

 保護盛土の流出による地下

遺構への影響 
 保護盛土の一部が降雨等
により流出し、地下遺構へ
の影響が懸念される。 

 

 紫外線等及び観光圧力によ

る露出遺構への影響 
 紫外線等により露出遺構
が自然劣化しているほか、
踏圧により露出石材の上
面が劣化し、石組の緩み
が見られる。 

 遺構上面の被覆土の確保 
 露出した遺構の上面に被
覆土を補充し、養生する。 

 
 
 

 露出遺構の修復 
 試験施工を行った上で、保
存科学処理による基質強
化を行う。 

 
 
 
 

 見学路の整備 
 来訪者の踏圧による露出
遺構への影響を軽減する
とともに、製錬工程に関す
る理解を増進するため、見
学路を設置する。 

 保護盛土の補充 

 

 

 

 

 露出遺構の修復 

 

 
 

 
 

 

 見学路の設置 

 

 

 

 

 

 モニタリング及びガイドによ

る日常管理 

2.そのための運営
体制があること 

 ・研修参加人数 
 

 
・研修会回数 
 

 
・視察エリア数 
 

 
・新規ガイド育成者数 
 

 
・巡回回数 
 

７０人／年 
 

 
２回／年 
 

 
３年に１エリア 

 

 
０人／年 

 

 

１回／日 

 

１００人／年 
 

 
３回／年 
 

 
２年に１エリア 

 

 
１人／年 

 

 
１回／日 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：管理人兼ガイドの記録 
目標  ：１日１回 

  管理人兼ガイドの配置 
 毎日、萩市内のガイド団体
が管理及びガイドを実施し
ている。 

 管理人兼ガイドの減少 
 管理人を兼ねているガイド
のほとんどが現役を退職
した６０～７０歳代であり、
今後は人数の減少が懸念
される。 

 定期的なガイド研修による新

規管理人兼ガイドの育成 
 定期的に「明治日本の産
業革命遺産」及び大板山た
たら製鉄遺跡に関する講
義及び他エリアの構成資
産の視察等の研修を実施
し、様々な世代の新規管理
人兼ガイドの育成を目指
す。 

 定期的なガイド研修 

 他エリアの構成資産の視

察等の研修 

 新規管理人兼ガイドの育

成 

 

 

 

 

 

 

 （モニタリング及びガイドに

よる日常管理） 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離施
設・設備の有無 

 
・見学路整備工事実施の有無 

なし 
 

 
なし 

あり 
 

 
あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 

  アクセス道路への携帯電話

基地局の設置 
 資産までのアクセス道路が
一部狭隘化。 

 

 見学路の設置 
 自然の地形を活かした構造
となっており、見学路面は
砂利敷であるとともに、段
差、高低差が顕著である。 

 狭隘なアクセス道路 
 構成資産へのアクセス道
路が一部狭隘で、車両の
すれ違いが困難である。 

 

 見学路の構造 
 見学路面の構造、見学路
の段差・高低差等により、
車椅子等の通行が困難と
なっている。 

 アクセス道路の安全確保 
 構成資産へのアクセス道
路について、狭隘な箇所の
改良を検討する。 

 

 見学路の整備 
 ユニバーサルデザインを採
用した見学路を整備する。 

 
 
 
 
 

 見学路の設置 

 モニタリング及びガイドによ

る日常管理 

2.そのための運営
体制があること 

 ・新規ガイド育成者数 ０人／年 １人／年 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  複数の管理人の配置 
 常時、管理人の配置を２人
体制としている。 

 管理人の減少 
 管理人のほとんどが、現
役を退職した６０～７０歳
代であり、今後は人数の
減少が懸念される。 

 管理人の募集・育成 
 地元団体と協力し、新たな
管理人の募集・育成のため
の活動を積極的に行う。 

 新規管理人兼ガイドの育

成 

来訪者が

安全・安
心感を充
足してい

ること 

構成資産

の土地・
部材等が
物理的に

損なわれ
ないこと 
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-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・見学路整備工事実施の有無 

 
 
・模型製作の有無 

 
 
・AR 機能の強化の有無 

 
 
・案内・解説板整備・改修の有

無 
 

・パンフレットの多言語化 

（日・英・中・韓・台） 

なし 

 
 
なし 

 
 
なし 

 
 
なし 

 
 
一部あり 

あり 

 
 
あり 

 
 
あり 

 
 
あり 

 
 
全部あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 
 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 
 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 
 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：全部あり 

  ガイダンス施設の設置 
 ガイダンスの中心施設とし
て、平成２９年３月４日に世
界遺産ビジターセンターを
開館した。また平成２９年３
月２５日、大板山たたら製
鉄遺跡の隣接地に展示休
憩施設を開設した。 
 

 パンフレットの作成 
 大板山たたら製鉄遺跡、萩
エリアの構成資産及び明治
日本の産業革命遺産を紹
介するパンフレットを作成し
ている。 

 

 世界遺産登録記念銘の設置 
 入口に世界遺産登録記念
銘を設置した。 

 見学動線の明確化 
 製錬工程に沿った見学動
線が示されていない。 
 

 
 

 

 
 

 パンフレットの多言語化 
 現行のパンフレットには、
日英のみのものもあり、充
分に多言語化に対応して
いない。 

 見学路の整備 
 来訪者の踏圧による露出
遺構への影響を軽減する
とともに、製錬工程に関す
る理解を増進するため、製
錬行程に沿って見学路を
設置する。 

 

 

 パンフレットの多言語化への

対応 
 インバウンドに対応するた
め、パンフレットの多言語
化を進める。 

 見学路の設置 

 案内・解説板の設置及び

改修 

 展示休憩室に模型の設置 

 解説の充実 
 
 
 

 パンフレットの多言語化 

（日・英・中・韓・台） 

 

2.そのための運営
体制があること 

 ・研修会参加人数 
 

 
・研修会回数 
 

 
・視察エリア数 
 

 
・新規ガイド育成者数 

７０人／年 
 

 
２回／年 
 

 
３年に１エリア 

 

 
０人／年 

１００人／年 
 

 
３回／年 
 

 
２年に１エリア 
 

 
１人／年 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  管理人兼ガイドの設置 
 毎日、萩市内のガイド団体
による管理及びガイドを実
施している。 

 管理人兼ガイドの減少【再

掲】 
 管理人を兼ねているガイド
のほとんどが、現役を退職
した６０～７０歳代であり、
今後は人数の減少が懸念
される。 

 ガイドの能力向上 
 来訪者は、「明治日本の産
業革命遺産」における各構
成資産の位置付け及び他
エリアの構成資産とのつな
がりについて解説を求める
ようになってきた。世界遺
産登録後、「明治日本の産
業革命遺産」に関する研
修会を行ってきたが、ガイ
ド自身が十分な知識の下
に来訪者を案内するまで
のレベルには達していな
い。 

 定期的なガイド研修の開催 
 「明治日本の産業革命遺
産」及び大板山たたら製鉄
遺跡に関する講義、他エリ
アの構成資産の視察等か
ら成る研修会を定期的に
開催し、ガイドに必要な十
分な知識を習得することに
より、新規ガイドの育成及
びガイド能力の向上を目指
す。 

 定期的なガイド研修 

 他エリアの構成資産の視

察等の研修 

 新規管理人兼ガイドの育

成 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・アプリケーション更新の有
無 
 
・アプリケーションのパンフレ

ットへの掲載 

なし 
 
 
１種類のパンフ

レット 

あり 
 
 
２種類以上の

パンフレット 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  アプリケーションの開発 
 萩エリアの構成資産及び明
治日本の産業革命遺産を
紹介するアプリケーションを
開発している。 

 アプリケーションの周知 
 アプリケーションの周知が
不十分である。 

 アプリケーションの利用促進 
 アプリケーションの利用促
進のため、定期的な更新
及び積極的な周知を行う。 

 アプリケーションの更新 

 アプリケーションのパンフレ

ット等への掲載 

2.そのための運営
体制があること 

 ・研修会参加人数 

 

 
・研修会回数 
 

 
・タブレットを使用した説明の
実施回数 

７０人／年 
 
 

２回／年 
 
 

１００回／年 

１００人／年 
 
 

３回／年 
 
 

２００回／年 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  アプリケーションの利用 
 大板山たたら製鉄遺跡現
地において、管理人兼ガイ
ドが萩エリアの構成資産及
び明治日本の産業革命遺
産を紹介するアプリケーシ
ョンを利用できるタブレット
の貸出を行っている。 

 アプリケーションの周知 
 アプリケーションを利用で
きるタブレットの貸出につ
いての周知が不十分であ
る。また、ガイドが高齢の
ため、来訪者への利用方
法の説明が十分でない場
合がある。 

 アプリケーションの利用促進 
 ガイド自身が十分に使いこ
なせたうえで、来訪者に対
してタブレットを使ってアプ
リケーションの説明を行う
など、アプリケーションの積
極的な利用を促す。 

 アプリケーションの使用方

法を含む研修の実施 

 タブレットを使用した説明

の実施 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度 Q14 

 Q15 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向 Q18 

 Q22 

☆課題指摘割合 混雑 

 損壊 

 エンターテイメント不足 

 トイレ等 

【現状】 

25.0％ 

6.3％ 

0.0％ 

6.3％ 

25.0％ 

12.5％ 

18.8% 

0.0％ 

0.0％ 

6.3％ 

0.0％ 

【目標】 

33.8％ 

6.3％ 

0.0％ 

0.0％ 

39.8％ 

13.2％ 

20.8% 

0.0％ 

0.0％ 

5.2％ 

0.0％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：現状維持 

目標  ：資産別最大値への到達 

目標  ：資産別最大値への到達 

目標  ：資産別最大値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

     

 

来訪者が

満足感を
充足して
いること 

来訪者の
快適感を
充足して

いること 
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萩城下町（構成資産１-４） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

城跡 

来訪者数（年間総数）  旧上級武家地 

旧町人地 

H26 年度 

44,963 

6,230 

41,866 

H27 年度 

81,920 

8,481 

61,579 

H28 年度 

57,693 

6,150 

42,935 

H29 年度 

60,930 

5,663 

38,837 

H30 年度 

65,595 

5,437 

43,377 

城跡 

来訪者数（ピーク人数/日） 旧上級武家地 

旧町人地 

H26 年度 

724 

455 

622 

H27 年度 

2,319 

260 

1,045 

H28 年度 

1,391 

165 

838 

H29 年度 

1,072 

169 

725 

H30 年度 

1,478 

158 

840 

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

☆構成資産からの隔離施

設・設備の有無 

 

・消防設備の更新 

３件／年 

 

あり 

 

 

あり 

０件／年 

 

あり 

 

 

あり 

把握方法：管理人兼ガイドの記録 

目標：０（ゼロ）件 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  主要建造物等における消防

設備等の設置 
 萩城下町の主要建造物等
には、消防設備及び警備
保障設備を設置している。 

 消防設備等の老朽化 
 設置している消防設備等
は、年々老朽化していく。 

 消防設備等の計画的な更新 
 消防設備等の定期的な点
検を実施し、老朽化による
機能不全となる前に、設備
の更新を行う。 

 消防設備の更新 

 モニタリング及びガイドに

よる日常管理 

2.そのための運営
体制があること 

 ・研修参加人数 
 

 
・研修会回数 
 

 
・視察エリア数 
 

 
・新規ガイド育成者数 
 

７０人／年 
 

 
２回／年 
 

 
３年に１エリア 

 

 
０人／年 
 

１００人／年 
 

 
３回／年 
 

 
２年に１エリア 

 

 
１人／年 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  主要建造物等における管理

人兼ガイドの設置 
 萩城下町内の主要建造物
等において、毎日、市内の
ガイド団体が管理及びガイ
ドを実施している。 

 管理人兼ガイドの減少 
 管理人を兼ねているガイド
のほとんどが現役を退職
した６０～７０歳代であり、
今後は人数の減少が懸念
される。 

 定期的なガイド研修会の開

催による新規ガイドの育成 
 定期的に、「明治日本の産
業革命遺産」及び萩城下
町に関する講義、他エリア
の構成資産の視察等を含
む研修会を実施し、様々な
世代の新規管理人兼ガイ
ドの育成を目指す。 

 定期的なガイド研修 

 他エリアの構成資産の視

察等の研修 

 新規管理人兼ガイドの育

成 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離施

設・設備の有無 

 

・見学路（登山道）整備の有  

無 

あり 

 

 

なし 

 

あり 

 

 

あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

  見学路の設置 
 城跡後背にある指月山の
登山道は、藩政期の石段
が残っている箇所もある
が、崩落等を繰り返し新た
に開拓された部分もある。 

 見学路の安全性の欠如 
 城跡後背にある指月山の
登山道は、大雨や暴風等
により倒木や土砂流出等
が頻繁に起こっている。 

 見学路の整備 
 城跡後背にある指月山の
登山道について、長期的
には、安心・安全に登るこ
とができるよう整備を行う。
その際は、国指定天然記
念物としての指月山の価
値を損なわないよう配慮す
る。 

 見学路（登山道）の整備 

 

2.そのための運営
体制があること 

 ・危険箇所調査の有無 

 

 

・通行規制等検討の有無 

なし 

 

 

なし 

あり 

 

 

あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

  来訪者の周遊スタイル 
 萩城下町の周遊スタイル
は、レンタサイクル又は徒
歩が主流である。 

 来訪者の周遊における安全

性 
 萩城下町内の道路の大部
分は、近世の道路幅を保
っており、車両の通行によ
って、自転車、徒歩の来訪
者の安全性が低下する場
合がある。 

 来訪者の周遊における安全

性の確保 
 萩城下町を自転車又は徒
歩で周遊する来訪者の安
全性確保のために、危険
箇所の調査を行うととも
に、車両の通行規制等の
実施可能性について、長
期的に検討する。 

 危険箇所の調査 

 通行規制等の検討 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・本丸内の遺構保護モニタリ

ングの有無 

 

・桜の影響モニタリング 

 

・桜の伐採又は樹根の切断

なし 

 

 

１回／年 

 

なし 

あり 

 

 

1 回／年 

 

必要に応じて実

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

  情報発信・調査研究の拠点

施設としての萩博物館の設

置 
 萩城下町内に位置する萩
博物館を萩城下町の情報
発信・調査研究の拠点施
設として位置付け、資産が
辿った変遷・発展の過程を

 城跡の本丸内の整備 
 城跡の本丸は、現在、建
築物は解体、桜が植栽さ
れているため、幕末当時
の様相を想像することが
困難である。 

 
 

 城跡本丸内の遺構保護及び

整備 
 本丸の幕末当時の様相を
容易に想像できるような将
来的・長期的な整備に備え
て、地下遺構への桜の影
響を常にモニタリングし、
影響を及ぼす可能性があ

 本丸内の遺構保護のた

め、桜の影響モニタリング

を実施、遺構への影響の

ある場合は、桜の伐採又

は樹根の切断等を実施 

 東園の整備 

 

来訪者が
安全・安

心感を充
足してい
ること 

来訪者が

満足感を
充足して
いること 

構成資産
の土地・

部材等が
物理的に
損なわれ

ないこと 
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等の有無 

 

・東園整備の有無 

 

 

・視点場整備の有無 

 

 

・パンフレットの多言語化 

（日・英・中・韓・台） 

 

 

 

なし 

 

 

なし 

 

 

一部あり 

施 

 

あり 

 

 

あり 

 

 

全部あり 

目標  ：必要に応じて実施 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：全部あり 

 

含めた萩城下町の解説を
行っている。 

 
 
 
 

 ガイダンス施設の設置 
 ガイダンスの中心施設とし
て、平成２９年３月４日に世
界遺産ビジターセンターを
開館した。 

 
 
 
 
 
 

 パンフレットの作成 
 萩城下町、萩エリアの構成
資産及び明治日本の産業
革命遺産を紹介するパンフ
レットを作成している。 

 
 

 世界遺産登録記念銘の設置 
 入口に世界遺産登録記念
銘を設置した。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 萩城下町全体を俯瞰できる

視点場の欠如 
 城跡後背にある指月山の
山頂からは、萩城下町の
構成資産全体及び緩衝地
帯の大部分を俯瞰できる
が、現在は樹木が繁茂し
ており、望見できない。 

 
 
 

 パンフレットの多言語化 
 現行のパンフレットには、
日英のみのものもあり、充
分に多言語化に対応して
いない。 

 

る場合は、移植又は伐採
を行う。また、幕末当時の
理解促進のため、本丸内
の庭園である東園の整備
を進める。 

 

 萩城下町全体を俯瞰できる

視点場の整備 
 指月山山頂を萩城下町の
理解を促進するための視
点場として整備する。整備
にあたっては、国指定天然
記念物である指月山の価
値を損なわないよう配慮し
つつ、長期的・計画的に実
施する。 

 

 パンフレットの多言語化への

対応 
 インバウンドに対応するた
め、パンフレットの多言語
化を進める。 

 

 

 
 
 

 指月山山頂に視点場を整

備 

 

 

 

 

 
 
 

 パンフレットの多言語化 

（日・英・中・韓・台） 

 

2.そのための運営
体制があること 

 ・研修会参加人数 

 

 

・研修会回数 

 

 

・視察エリア数 

 

 

・新規ガイド育成者数 

 

 

・推奨見学ルート設定の有

無 

１００人／年 

 

 

２回／年 

 

 

３年に１エリア 

 

 

０人／年 

 

 

なし 

 

 

１５０人／年 

 

 

３回／年 

 

 

２年に１エリア 

 

 

１人／年 

 

 

あり 

 

 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

  主要建造物等における管理

人兼ガイドの設置【再掲】 
 萩城下町内の主要建造物
等において、毎日、市内の
ガイド団体が管理及びガイ
ドを実施している。 

 管理人兼ガイドの減少【再

掲】 
 管理人を兼ねているガイド
のほとんどが現役を退職
した６０～７０歳代であり、
今後は人数の減少が懸念
される。 

 ガイドの能力向上 
 来訪者は、「明治日本の
産業革命遺産」における
各構成資産の位置付け及
び他エリアの構成資産と
のつながりについて解説
を求めるようになってき
た。世界遺産登録後、「明
治日本の産業革命遺産」
に関する研修会を行って
きたが、ガイド自身が十分
な知識の下に来訪者を案
内するまでのレベルには
達していない。 

 

 推奨見学ルートの設定 
 萩城下町が表している近
世の封建社会構造につい
て、理解増進を図るため
の推奨見学ルートが設定
されていない。 

 定期的なガイド研修の開催 
 「明治日本の産業革命遺
産」及び萩城下町に関する
講義、他エリアの構成資産
の視察等を含む研修会を
定期的に実施し、ガイドに
必要な十分な知識を習得
することにより、新規ガイド
の育成及びガイド能力の
向上を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 推奨見学ルートの設定 
 萩城下町が表している近
世の封建社会構造につい
て、容易に理解できるよう
な推奨見学ルートを設定
し、来訪者に提示する。 

 新規管理人兼ガイドの育

成 

 定期的なガイド研修 

 他エリアの構成資産の視

察等の研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 推奨見学ルートの設定 

 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・アプリケーション更新の有
無 

 
・アプリケーションのパンフレ
ットへの掲載 

なし 
 

 
１種類のパンフ
レット 

あり 
 

 
２種類以上のパ
ンフレット 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 
 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  アプリケーションの開発 
 萩エリアの構成資産及び
明治日本の産業革命遺産
を紹介するアプリケーショ
ンを開発している 

 アプリケーションの周知 
 アプリケーションの周知が
不十分である。 

 アプリケーションの利用促進 
 アプリケーションの利用促
進のため、定期的な更新
及び積極的な周知を行う。 

 アプリケーションの更新 

 アプリケーションの積極的

な周知（ガイド等による） 

2.そのための運営
体制があること 

 ・新規ガイドの育成 ０人／年 １人／年 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 

  周遊ガイドの設置 
 萩城下町内の各施設を周
遊しつつ、エピソードを交え
て楽しく案内を行うガイドを
配置している 

 周遊ガイドの養成・確保 
 周遊ガイドのほとんどが、
現役を退職した６０～７０
歳代であり、今後は人数
の減少が懸念される。 

 定期的なガイド研修の開催 
 「明治日本の産業革命遺
産」及び萩城下町に関する
講義、他エリアの構成資産
の視察等を含む研修会を
定期的に実施し、周遊ガイ
ドに必要な十分な知識を
習得することにより、新規
ガイドの育成及びガイド能
力の向上を目指す。 

 アプリケーションの利用促進 
 ガイド自身が十分に使いこ
なせたうえで、来訪者に対

 定期的なガイド研修 

 他エリアの構成資産の視

察等の研修 

 新規管理人兼ガイドの育

成 

来訪者の

快適感を
充足して
いること 
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してタブレットを使ってアプ
リケーションの説明を行う
など、アプリケーションの積
極的な利用を促す。 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度 Q14 

 Q15 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向 Q18 

 Q22 

☆課題指摘割合 混雑 

 損壊 

 エンターテイメント不足 

 食事施設 

 トイレ等 

【現状】 

26.7％ 

8.9％ 

17.8％ 

22.2％ 

17.8％ 

13.3％ 

4.4% 

4.4％ 

0.0％ 

6.7％ 

24.4％ 

6.7％ 

【目標】 

33.8％ 

0.0％ 

12.6％ 

15.17％ 

24.4％ 

23.4％ 

20.8% 

0.0％ 

0.0％ 

1.1％ 

8.4％ 

0.0％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：資産別最小値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：資産別最大値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

目標  ：資産別最小値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 
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松下村塾（構成資産１-５） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 462,206 H27 年度 817,257 H28 年度 516,084 H29 年度 493,591 H30 年度 454,907 

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 6,900 H27 年度 9,906 H28 年度 6,410 H29 年度 7,581 H30 年度 7,486 

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

☆構成資産からの隔離施

設・設備の有無 

 

・消防設備改修の有無 

 

０件／年 

 

あり 

 

 

あり 

０件／年 

 

あり 

 

 

あり 

把握方法：所有者（管理者）の記録 

目標：０（ゼロ）件 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  柵及び防犯カメラの設置 
 建造物内部に自由に入場
できないようにするために、
建造物周辺に柵を設置して
いる。また、防犯対策として
監視カメラを設置している。 

 来訪者による構成資産への

物理的影響・被害 
 放火等による人為的破損
が懸念される。 

 消防設備の整備 
 自動火災報知機等の改修
を行う。 

 消防設備の改修 

 

2.そのための運営
体制があること 

 ・車両止めの有無 なし あり 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  建造物内部への来訪者の立

ち入り禁止 
 通常、来訪者による建造物
内部への立ち入りは禁止し
ている。 

 神社の常時開放 
 松下村塾がある松陰神社
は２４時間開放されてい
る。夜間も宿直による見回
りを行っているが、日中と
比べると構成資産の管理
運営が手薄となる。 

 夜間の神社出入りの制限 
 夜間における車両の出入
りを制限するため、神社入
口に車両止めポールを設
置する。 

 車両止めポールの設置 

 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離施

設・設備の有無 

 

・参道改修の有無 

あり 

 

 

あり 

あり 

 

 

あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  参道の設置 
 来訪者が通行する範囲を
示す参道が設置されてい
る。 

 参道表面の破損等 
 参道表面に、樹木根の隆
起による凹凸や破損等が
見られる箇所がある。 

 参道の改修 
 神社全体の整備計画の中
に、参道の改修を組み込
み、時期を見極めて実施
する。 

 参道の改修を実施 

 

2.そのための運営
体制があること 

 ・来訪者及び参拝者それぞ

れの動線設定の有無 
なし あり 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  混雑時の対応 
 年末年始やお盆、ＧＷなど
の混雑時には神社内に係
員を配置し、来訪者の整理
を行っている。 

 来訪者による混雑 
 来訪者が多い時に、動線
範囲である参道から来訪
者が溢れることがある。 

 混雑時の対応 
 松下村塾来訪者及び松陰
神社参拝者それぞれの動
線を明確化することによ
り、混雑の緩和及び松下
村塾の理解増進を図る。 

 来訪者及び参拝者それぞ

れの動線を設定 

 

 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・解説板設置の有無 

 

 

・周遊ルートを表示した案内

板設置の有無 

 

・パンフレットの多言語化 

（日・英・中・韓・台） 

 

なし 

 

 

なし 

 

 

一部あり 

あり 

 

 

あり 

 

 

全部あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：全部あり 

  ガイダンス施設の設置 
 ガイダンスの中心施設とし
て、平成２９年３月４日に世
界遺産ビジターセンターを
開館した。 

 世界遺産登録記念銘の設置 
 神社の参道横に世界遺産
登録記念銘を設置してい
る。 

 松陰神社宝物殿「至誠館」の

設置・開館 
 吉田松陰・松下村塾に関す
る博物館である「至誠館」
において、吉田松陰の遺品
及び遺墨等の展示を行っ
ている。 

 

 パンフレットの作成 
 萩エリアの構成資産及び
明治日本の産業革命遺産
を紹介するパンフレットを作
成している。 

 解説板の内容不足 
 解説板を設置しているが、
経年劣化しているほか、
「明治日本の産業革命遺
産」の顕著な普遍的価値
及び松下村塾の位置付け
等の説明がない。 

 
 

 周辺の関連史跡への誘導 
 松下村塾の周辺には関連
史跡が点在しているが、そ
れらへの誘導を促す表示
がない。 
 
 
 
 

 パンフレットの多言語化 
 現行のパンフレットには、
日英のみのものもあり、充
分に多言語化に対応して
いない。 

 解説板の設置 
 「明治日本の産業革命遺
産」の顕著な普遍的価値、
２３の構成資産の位置付
け、松下村塾の辿った変
遷・発展の過程等について
情報提供するために、解
説板を設置する。 

 

 周辺の関連史跡への誘導促

進 
 来訪者に対して、周辺史跡
と一体となった周遊ルート
を表示した案内板を設置
する。 
 
 
 

 パンフレットの多言語化への

対応 
 インバウンドに対応するた
め、パンフレットの多言語
化を進める。 

 解説板の設置 

 

 
 

 

 

 

 案内板の設置 

 

 

 
 

 

 

 パンフレットの多言語化 

（日・英・中・韓・台） 

 

来訪者が
安全・安

心感を充
足してい
ること 

構成資産

の土地・
部材等が
物理的に

損なわれ
ないこと 

来訪者が
満足感を
充足して

いること 
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2.そのための運営
体制があること 

 ・研修会参加人数 
 

 
・研修会回数 
 

 
・視察エリア数 
 

 
・新規ガイド育成者数 

７０人／年 
 

 
２回／年 
 

 
３年に１エリア 

 

 
０人／年 

１００人／年 
 

 
３回／年 
 

 
２年に１エリア 

 

 
１人／年 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 
把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  現地ガイドの設置 
 市内のガイド団体が現地ガ
イドを実施している。 

 ガイドの減少 
 ほとんどのガイドが現役を
退職した 60～70 歳代であ
り、今後、人数の減少が懸
念される。 

 ガイドの能力向上 
 来訪者は「明治日本の産
業革命遺産」全体の中で
の各構成資産の位置付け
や他エリアの構成資産と
のつながりについての解
説を求めるようになってき
た。世界遺産登録後、「明
治日本の産業革命遺産」
に関する研修会を開催し
てきたが、ガイド自身が十
分な知識の下に来訪者を
案内するまでのレベルに
は達していない。 

 定期的なガイド研修の開催 
 「明治日本の産業革命遺
産」及び松下村塾に関する
講義、他エリアの構成資産
の視察等を含む研修会を
定期的に開催し、ガイドに
必要な十分な知識を習得
することにより、新規ガイド
の育成及びガイド能力の
向上を目指す。 

 

 定期的なガイド研修 

 他エリアの構成資産の視

察等の研修 

 新規管理人兼ガイドの育

成 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・アプリケーション更新の有
無 
 

・アプリケーションのパンフレ

ットへの掲載 

 

・緩衝地帯内の建物の新築・

改築等における有識者から

の意見聴取の有無 

 

なし 
 
 

１種類のパンフ

レット 

 

なし 

あり 
 
 

２種類以上のパ

ンフレット 

 

あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 
目標  ：あり 
 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  アプリケーションの開発 
 萩エリアの構成資産及び
明治日本の産業革命遺産
を紹介するアプリケーション
を開発している。 

 

 吉田松陰歴史館の設置 
 吉田松陰の生涯を、70 体
以上のろう人形で再現した
珍しい展示施設が設置され
ている。 

 アプリケーションの周知 
 アプリケーションの周知が
不十分である。 

 
 
 

 吉田松陰歴史館の老朽化 
 歴史館は、昭和５３年に建
設されたものであり、老朽
化している。 

 アプリケーションの利用促進 
 アプリケーションの利用促
進のため、定期的な更新
及び積極的な周知を行う。 

 
 

 吉田松陰歴史館の建替又は

新施設の建設等 
 将来的に、歴史館の建替
又はそれに替わる新施設
等の建設等について、周
辺の景観への影響を考慮
して、検討する。 

 アプリケーションの更新 

 アプリケーションの積極的

な周知 

 

 

 景観等必要な分野の有識

者からの意見を聴取 

 

2.そのための運営
体制があること 

 松陰神社作成のパンフレット

やホームページへの至誠館

の情報掲載 

あり 充実 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：充実 

 

  オリジナルグッズ等の取扱い 
 至誠館のミュージアムショッ
プでは、ここでしか手に入ら
ないオリジナルグッズや、
吉田松陰の書籍及び遺墨
の拓本を取り扱っている。 

 至誠館への入館 
 松下村塾への来訪者数に
比べ、至誠館への入館者
数が少ない。 

 至誠館への入館の促進 
 至誠館のミュージアムショ
ップ及び展示の内容につ
いての周知を図り、入館を
促進する。 

 松陰神社作成のパンフレッ

トやホームページへの至誠

館の情報の充実 

 

 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度 Q14 

 Q15 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向 Q18 

 Q22 

☆課題指摘割合 混雑 

 損壊 

 エンターテイメント不足 

 食事施設 

 トイレ等 

【現状】 

29.3％ 

3.3％ 

15.1％ 

23.4％ 

29.3％ 

19.2％ 

19.7% 

11.3％ 

0.4％ 

6.3％ 

18.8％ 

10.9％ 

【目標】 

33.8％ 

0.0％ 

12.6％ 

15.17％ 

39.8％ 

23.4％ 

20.8% 

0.0％ 

0.0％ 

5.2％ 

8.4％ 

0.0％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：資産別最小値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：資産別最大値への到達 

目標  ：資産別最大値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

     

 

  

来訪者の
快適感を

充足して
いること 
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旧集成館（構成資産２-１） 

Ⅰ. 来訪者数の推移（旧集成館のうち、仙巌園の来訪者数） 

来訪者数（年間総数） H26 年度 441,144 H27 年度 485,214 H28 年度 419,185 H29 年度 512,737 H30 年度 698,894 

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 3,762 H27 年度 4,205 H28 年度 3,308 H29 年度 3,379 H30 年度 6,579 

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度調査
の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

 

☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

０件／年 

 

 

あり 

０件／年 

 

 

あり 

把握方法：資産の所有・管理会社及び管理
委託業者等の巡回記録など 

目標：０（ゼロ）件 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：あり 

  反射炉跡・仙巌園の御殿周囲

に立入防止柵を設置 
 来訪者による立入禁止場所
への立入を防止するため柵
を設置している。 

 来訪者への効果的な注意喚

起 
 外国人を含めた来訪者に対
し、立入禁止等の注意喚起
が明示されていない。 

 立入禁止案内表示の設置 
 反射炉跡や前庭部から御殿
へは立入禁止である旨のプ
レート等を設置し、来訪者へ
の注意喚起を行う。 

 外国人を含めた来訪者へ

の立入禁止案内表示の設

置 

 

 巡回による構成資産の状

況把握 

2.そのための運営
体制があること 

 ・巡回回数 

 

 

 

・モニタリングの実施 

２,５３５回
／年 

仙 720,尚古

720 

異人館 1095 

１回／年 

２,５３５回
／年 

同数 

 

１回／年 

把握方法：資産の所有・管理会社及び管理
委託業者等の巡回記録 

目標  ：あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：あり 

  資産の所有・管理会社の従業

員又は管理委託業者を配置 
 仙巌園、旧集成館機械工場、
旧鹿児島紡績所技師館に職
員又は委託業者を配置し、管
理している。 

 巡回等による構成資産の状

況把握 
 通常の管理・運営の範囲
で、敷地内の巡回を行って
いるが、毀損等の有無を把
握するため、適宜、巡回を行
っていく必要がある。 

 巡回による構成資産の保全 
 適宜、構成資産を巡回し、毀
損等の有無について状況把
握を行うとともに、未然に物
理的な損傷を防ぐ。 

 構成資産のモニタリングの実

施 
 構成資産の構成要素に係る
詳細なモニタリングを年１回
実施する。 

 （巡回による構成資産の状

況把握） 

 

 

 構成資産の構成要素に係

る詳細なモニタリングの実

施 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

 

・未公開地区の見学環
境の整備 

あり 

 

 

なし 

あり 

 

 

あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を
反映 

目標  ：あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：あり 

  来訪者の安全な見学環境の

確保 
 一度に入場できる人数を、木
造建築物である旧鹿児島紡
績所技師館は 60 人に制限
し、来訪者の安全を確保して
いる。 

 未公開地区における来訪者

の安全な見学環境の確保 
 発掘調査等の進捗及び未公
開地区の整備に合せ、来訪
者の安全な見学環境を確保
する必要がある。 

 未公開地区における来訪者

の安全な見学環境の整備 
 発掘調査等の進捗及び未公
開地区の整備に合せ、敷地
の高低差や車両動線等を踏
まえた安全・安心な見学環境
を整備する。 

 未公開地区における来訪

者の安全な見学環境の整

備 

2.そのための運営
体制があること 

 ・巡回回数 

 

 

２,５３５回
／年 

仙 720,尚古

720 

異人館 1095 

２,５３５回
／年 

同数 

把握方法：資産の所有・管理会社及び管理
委 

託業者等の巡回記録 

目標  ：あり 

  資産の所有・管理会社の従業

員又は管理委託業者を配置 
 仙巌園、旧集成館機械工場、
旧鹿児島紡績所技師館に職
員または委託業者を配置し、
来訪者の安全を確保してい
る。 

 巡回等による来訪者の状況

把握 
 施設入口での来訪者数の管
理のほか、適宜巡回し、来
訪者の安全を確保する必要
がある。 

 巡回等による来訪者の安全

性確保 
 引き続き、施設入口で来訪
者数の管理を行うとともに、
適宜、構成資産を巡回し、来
訪者の安全確保に努める。 

 来訪者の管理及び巡回に

よる来訪者の安全性の確

保 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・ガイダンス施設の設
置 

 

 

・ＶＲ・アプリの拡充 

２箇所 

 

 

なし 

３箇所 

 

 

1 回 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事
項 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：あり 

  世界遺産ガイダンス施設の設

置 
 主に旧鹿児島紡績所技師館
及び旧集成館機械工場にお
いて、「明治日本の産業革命
遺産」の概要や集成館事業
の内容等について、展示・解
説を行っている。 

 
 
 

 集成館統一デザインによる案

内・解説板の設置 
 集成館サイトで統一感のある
デザインによる案内・解説板
を設置している。 

 世界遺産登録記念銘の設置 
 旧集成館機械工場の入口付
近に世界遺産登録記念銘を
設置している。 

 

 ガイダンス機能の不足 
 「明治日本の産業革命遺
産」の顕著な普遍的価値や
旧集成館の位置付け等に
ついて、現状のガイダンス施
設では、来訪者への情報提
供が不足している。 

 
 
 
 

 案内・解説板、パンフレット等

の内容の充実 
 未公開部分や地下遺構の
未発掘箇所があることから、
その調査成果等を踏まえ、
案内・解説板、パンフレット
等の充実を図る必要があ
る。 

 
 

 ＶＲ・ＡＲアプリの内容の充実 

 ガイダンス施設の新設 
 「明治日本の産業革命遺産」
の顕著な普遍的価値、旧集
成館の位置付け、産業シス
テム等について情報提供す
るため、仙巌園受付棟付近
の適切な場所にガイダンス
施設を設置するとともに、旧
鹿児島紡績所技師館におい
て、展示の充実を図る。 

 

 案内・解説板、パンフレット等

の設置・更新 
 発掘調査や遺構表示の進捗
等に合せ、産業システムに
おける各遺構の役割や他の
遺構との関連性等について
情報提供するため、案内・解
説板の更新などを行う。 

 
 

 ＶＲ・ＡＲアプリの内容の拡充 

 来訪者動線の起点となる

仙巌園受付棟付近に新た

な世界遺産のガイダンス施

設を設置 

 旧鹿児島紡績所技師館に

おける世界遺産等に関する

展示の充実 

 

 

 発掘調査等の成果を踏ま

えた案内・解説板の追加設

置・更新 

 
 
 

 

 

 

 ＶＲ・ＡＲアプリの内容の拡

来訪者が

安全・安
心感を充
足してい

ること 

来訪者が
満足感を
充足して

いること 

構成資産

の土地・
部材等が
物理的に

損なわれ
ないこと 
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 パンフレット・アプリ等の作成 
 集成館サイトの構成資産を紹
介するガイドブック・マップ等
の配布及びＶＲ・ＡＲアプリの
運用を、多言語対応により行
っている。 

 タブレット端末等の貸し出し 
 仙巌園において、タブレット端
末や音声ガイド機器の貸出を
行っている。 

 現在、第１期集成館事業に
ついて運用しているが、来訪
者の理解増進を図るため、
第２期集成館事業について
も情報を提供する必要があ
る。 

 第２期集成館事業における
各施設の機能紹介やＣＧ動
画などを作成し、情報提供を
行う。 

充 

2.そのための運営
体制があること 

 ・ガイド研修会の開催 ５回／年 

（Ｐ会議３回、

協議会 1 回、産

国会議 1 回） 

５回／年 

（Ｐ会議３回、

協議会 1 回、

産国会議 1

回） 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：あり 

  ガイドの配置 
 仙巌園では、常時、資産の所
有・管理会社の従業員による
有料ガイドを、また、旧鹿児
島紡績所技師館では、土日
祝日にボランティアによるガ
イドを配置している。 

 ガイドの研修機会の提供 
 継続的にガイド活動を行って
いくため、「明治日本の産業
革命遺産」に関する知識や
ノウハウを習得する機会を
提供していく必要がある。 

 定期的なガイド研修の開催 
 「明治日本の産業革命遺産」
及び集成館事業に関する研
修会等を定期的に開催し、ガ
イドに必要な知識・ノウハウ
を習得することにより、ガイド
能力の向上及び新たなガイ
ドの育成を目指す。 

 定期的なガイド研修会の開

催 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・管理・便益施設の更
新 

なし あり 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事
項 

  資産の所有・管理者が乗用

車・大型バス駐車場を設置 
 仙巌園、旧集成館機械工場、
旧鹿児島紡績所技師館に設
置している。 

 

 飲食・物販施設の設置 
 仙巌園では、レストラン及び
物販施設をリニューアルする
ほか、旧集成館機械工場で
は、書籍等の販売コーナーを
設置している。 

 トイレ施設の設置 
 各施設では、景観に配慮した
トイレの設置やリニューアル
を行っている。 

 駐車スペースの確保 
 発掘調査を踏まえ遺構表示
を行う場合、駐車スペースが
減少する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 トイレなど施設の老朽化 
 旧鹿児島紡績所技師館で
は、敷地内のトイレや管理
棟などが老朽化しているこ
とから、受入環境の充実を
図る必要がある。 

 駐車場代替地等の確保 
 遺構表示を行う場合、代替ス
ペース確保など最適な手法
を選択し実施する。 

 
 

 管理・便益施設のリニューア

ル 
 旧鹿児島紡績所技師館で
は、管理棟やトイレ、ポンプ
室などの管理・便益施設を適
切な場所に集約して、景観に
配慮した整備を行う。 

 
 
 
 
 
 

 旧鹿児島紡績所技師館に

おける管理・便益施設のリ

ニューアル 

2.そのための運営
体制があること 

 ・ニーズ把握のための
巡回・声掛け 

あり あり 把握方法：資産の所有・管理会社及び管理
委託業者等の記録 

目標  ：あり 

  資産の所有・管理会社及び管

理委託業者による管理運営 
 仙巌園、旧集成館機械工場、
旧鹿児島紡績所技師館に職
員または管理委託業者を配
置し、来訪者の応対をしなが
らニーズの把握に努め、必要
に応じて改善を図っている。 

 巡回等による的確なニーズ

の把握及び細やかな対応 
 来訪者ニーズを的確に把握
するため、職員または管理
委託業者による細やかな対
応が必要である。 

 巡回・声掛け等による細やか

な応対 
 巡回、声掛け等により、さら
に的確にニーズを把握し、
受入環境等の改善につなげ
る。 

 巡回・声掛け等によるニー

ズ把握 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度     

☆滞在時間 

☆理解度 Q14 

 Q15 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向 Q18 

 Q22 

☆課題指摘割合 ☆混雑 

 ☆損壊 

 エンターテイメント不足 

 食事施設 

 トイレ等 

【現状】 

32.4％ 

3.1％ 

12.1％ 

13.0％ 

24.4％ 

12.4％ 

18.7% 

2.7％ 

0.5％ 

2.2％ 

3.2％ 

4.6％ 

【目標】 

52.2％ 

3.1％ 

5.4％ 

6.1％ 

39.8％ 

23.4％ 

20.8% 

2.5％ 

0.0％ 

1.1％ 

3.1％ 

4.4％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標  ：最上位置への到達 

目標  ：現状維持 

目標  ：現状値から半減 

目標  ：現状値から半減 

目標  ：最上位置への到達 

目標  ：最上位置への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：課題指摘割合の 0（ゼロ）化 

目標  ：最上位置への到達 

目標  ：現状維持 

目標  ：現状維持 

  

 

 

 

 

 

   

 

  

来訪者の
快適感を
充足して

いること 
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寺山炭窯跡（構成資産２-２） 

Ⅰ. 来訪者数の推移（H27 年度以降、土日祝日のみの数値）  

来訪者数（年間総数） H26 年度 － H27 年度 
5,148 

(7～11 月,3 月) 
H28 年度 

3,658 

(4～11 月,3 月) 
H29 年度 

2,996 

(4～11 月,3 月) 
H30 年度 

2,977 

(4～11 月,3 月) 

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 － H27 年度 298 H28 年度 180 H29 年度 124 H30 年度 148 

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

              

2.そのための運営
体制があること 

             

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

             

2.そのための運営
体制があること 

             

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

             

2.そのための運営
体制があること 

            
  

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

             

2.そのための運営
体制があること 

              

            

来訪者が
安全・安
心感を充

足してい
ること 

来訪者が
満足感を

充足して
いること 

来訪者の
快適感を

充足して
いること 

構成資産
の土地・
部材等が

物理的に
損なわれ
ないこと 

2019 年 6 月下旬から 7 月上旬の大雨被害を受けて、 

Ⅱ.個別の構成資産の来訪者管理戦略を再検討中 

（大雨被害への今後の対策とあわせて検討を行う） 
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来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

          

 

関吉の疎水溝（構成資産２-３）（Ｈ２７年度以降、土日祝日のみの数値） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 － H27 年度 
6,955 

(7～11 月,3 月) 
H28 年度 

5,765 

(4～11 月,3 月) 
H29 年度 

4,840 

(4～11 月,3 月) 
H30 年度 

5,974 

 (4～11 月,3 月) 

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 － H27 年度 253 H28 年度 245 H29 年度 163 H30 年度 174 

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

 

・一帯の植生管理の実
施 

0 件／年 

 

あり 

 

 

２回／年 

０件／年 

 

あり 

 

 

３回／年 

把握方法：資産の所有・管理者等の巡回記
録など 

目標：０（ゼロ）件 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：あり 

  斜面上の樹木等の伐採・剪定 
 崖地の崩落等による資産の
損傷を防止するため、斜面上
の樹木等を適宜伐採・剪定し
ている。 

 

 斜面上の樹木等の伐採・剪

定 
 引き続き、斜面上の樹木等
を適宜伐採・剪定する必要
がある。 

 斜面上の樹木等の伐採・剪

定 
 引き続き、資産の損傷を防
止するため、斜面上の樹木
等を適宜伐採・剪定する。 

 構成資産周辺の植生管理

の実施 

 

 

 

 

 巡回による構成資産の状

況把握 

2.そのための運営
体制があること 

 ・巡回回数 

 

 

 

・モニタリングの実施 

１１８回 

／年 

（市２４回、ボ

ランティア８２

回、町内会 12

回） 

１回／年 

１３０回 

／年 

（市３６回、ボラ

ンティア８２回、

町内会 12 回） 

１回／年 

把握方法：資産の所有・管理者等の巡回記
録など 

目標  ：あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：あり 

  資産所有・管理者による巡回

やガイドの配置 
 資産所有・管理者である市職
員により、適宜巡回を行うとと
もに、土日祝日にはボランテ
ィアガイドを配置し、資産の状
況について報告を受ける体
制を整えている。 

 巡回等による構成資産の状

況把握 
 引き続き、資産の状況を把
握するため、適宜巡回等を
行う必要がある。 

 巡回等による構成資産の保

全 
 適宜、構成資産の巡回等を
行い、毀損等の有無につい
て状況把握を行うとともに、
未然に物理的な損傷を防
ぐ。 

 構成資産のモニタリングの実

施 
 構成資産の構成要素に係る
詳細なモニタリングを年１回
実施する。 

 （巡回等による構成資産の

状況把握） 

 

 

 

 

 構成資産の構成要素に係

る詳細なモニタリングの実

施 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

 

・見学路の整備 

あり 

 

 

なし 

あり 

 

 

あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を
反映 

目標  ：あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事
項 

  来訪者の安全な見学環境の

確保 
 構成資産へのアクセス通路
である見学路の河川側に仮
設の転落防止柵を設置する
ほか、崖地斜面上の樹木の
伐採など、来訪者の安全を確
保している。 

 来訪者の安全な見学環境の

確保 
 来訪者の安全な見学環境を
確保するため、安全性の高
い転落防止柵の更新や見学
路面の舗装などを行うととも
に、適宜見学環境を把握し、
必要に応じて崖地斜面上の
樹木の伐採などを行う必要
がある。 

 来訪者の安全な見学環境の

整備 
 来訪者の安全な見学環境を
確保するため、安全性の高
い転落防止柵への更新や見
学路面の舗装、バリアフリー
化などを図るほか、引き続
き、崖地斜面上の樹木の伐
採などを行う。 

 

 転落防止柵や舗装、バリア

フリー化など来訪者の安全

な見学環境の整備 

（2018 年度） 

 

2.そのための運営
体制があること 

 ・巡回回数 

 

１１８回 

／年 

（市２４回、ボ

ランティア８２

回、町内会 12

回） 

１３０回 

／年 

（市３６回、ボ

ランティア８２

回、町内会 12

回） 

把握方法：資産の所有・管理者等の巡回記
録など 

目標  ：あり 

  資産の所有・管理者による巡

回やガイドの配置 
 資産所有・管理者である市職
員により、適宜巡回を行うとと
もに、土日祝日にはボランテ
ィアガイドを配置し、見学路等
の状況について報告を受け

 巡回等による見学路等の状

況把握 
 引き続き、適宜巡回等によ
り、見学路等の状況を把握
し、来訪者の安全を確保す
る必要がある。 

 巡回等による来訪者の安全

性確保 
 引き続き、適宜、構成資産を
巡回するほか、ボランティア
ガイドや地元町内会などと連
携し、見学路等の状況を把
握し、来訪者の安全確保に

 巡回等による構成資産の

状況把握 

 

来訪者が
安全・安
心感を充

足してい
ること 

構成資産
の土地・
部材等が

物理的に
損なわれ
ないこと 
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る体制を整えている。 努める。 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・案内所の設置 

 

・世界遺産登録記念銘
の設置 

 

・案内・解説板の更新 

 

・地下遺構の表面表示 

なし 

 

なし 

 

 

なし 

 

なし 

あり 

 

あり 

 

 

あり 

 

あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事
項 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事
項 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事
項 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事
項 

  世界遺産ガイダンス施設の

設置 
 主に旧集成館機械工場（現
尚古集成館）及び旧鹿児島
紡績所技師館において、「明
治日本の産業革命遺産」の
概要や関吉の疎水溝を含め
た集成館事業の内容等につ
いて、展示・解説を行ってい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 集成館統一デザインによる案

内・解説板の設置 
 集成館サイトで統一感のある
デザインによる案内・解説板
を設置している。 

 パンフレット・アプリ等の作成 
 集成館サイトの構成資産を紹
介するガイドブック・マップ等
の配布及びＶＲ・ＡＲアプリの
運用を、多言語対応により行
っている。 

 ガイダンス機能の不足 
 「明治日本の産業革命遺
産」の顕著な普遍的価値や
関吉の疎水溝の位置付け等
について、現状のガイダンス
施設では、来訪者への情報
提供が不足している。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 案内・解説板、パンフレット等

の内容の充実 
 発掘調査や文献調査等の
成果を踏まえ、案内・解説
板、パンフレット等の充実を
図る必要がある。 

 
 
 
 
 

 地下遺構の価値の顕在化 
 来訪者の遺構に対する理解
の増進を図るため、見学路
直下にある旧水路遺構の価
値の顕在化を図る必要があ
る。 

 ガイダンス施設の新設 
 「明治日本の産業革命遺産」
の顕著な普遍的価値、旧集
成館の位置付け、産業シス
テム等について情報提供す
るため、仙巌園受付棟付近
の適切な場所にガイダンス
施設を設置するとともに、旧
鹿児島紡績所技師館におい
て、展示の充実を図る。 

 案内所の新設 
 「明治日本の産業革命遺産」
の顕著な普遍的価値、集成
館の位置付け、産業システ
ム等について、見学路に接
する広場に案内所を設置し、
来訪者の理解増進を図る。 

 

 世界遺産登録記念銘の設置 
 見学路に接する広場付近に
世界遺産登録記念銘を設置
する。 

 案内・解説板、パンフレット等

の更新 
 発掘調査や文献調査等の成
果を踏まえ、堰き止め方法な
どの水利システム等につい
て情報提供するため、案内・
解説板の更新などを行う。 

 地下遺構の表示 
 見学路直下の旧水路遺構に
ついて情報提供するため、
見学路の舗装面上に遺構表
示等を行う。 

 来訪者動線の起点となる

仙巌園受付棟付近に新た

なガイダンス施設を設置 

 

 

 
 
 

 案内所の設置（2018 年度） 

 

 

 

 

 

 世界遺産登録記念銘の設

置（2018 年度） 

 発掘調査等の成果を踏まえ

た案内・解説板等の更新 

 

 

 

 
 
 

 旧水路遺構の推定位置を

見学路面に表示 

（2018 年度） 

2.そのための運営
体制があること 

 ・ガイド研修会の開催 ５回／年 

（Ｐ会議３回、

協議会 1 回、産

国会議 1 回） 

５回／年 

（Ｐ会議３回、

協議会 1 回、

産国会議 1

回） 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：あり 

  ガイドの配置 
 土日祝日にボランティアによ
るガイドを配置している。 

 ガイドの研修機会の提供 
 継続的にガイド活動を行って
いくため、「明治日本の産業
革命遺産」及び集成館事業
に関する知識やノウハウを
習得する機会を提供していく
必要がある。 

 定期的なガイド研修の開催 
 「明治日本の産業革命遺産」
及び集成館事業に関する研
修会等を定期的に開催し、ガ
イドに必要な知識・ノウハウ
を習得することにより、ガイド
能力の向上及び新たなガイ
ドの育成を目指す。 

 定期的なガイド研修会の開

催 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・駐車場・トイレの整
備 

 

・飲食施設の有無 

 

なし 

 

あり 

あり 

 

あり 

把握方法：資産の所有・管理者等の情報収
集 

目標  ：あり 

  臨時駐車場及び仮設トイレの

設置 
 構成資産の近くに臨時駐車
場及び仮設トイレ等を設置し
ている。 

 来訪者の動向等を踏まえた

駐車場・トイレなどへの対応 
 駐車場及びトイレは仮設とな
っているほか、周辺に飲食・
物販機能が不足している。 

 来訪者の動向等を踏まえた

駐車場・トイレなどの整備 
 今後の来訪者数の推移等を
踏まえ、関吉の疎水溝に近
い適地に、駐車場・トイレを
整備するなど、受入環境の
充実を図る。 

 駐車場・トイレ及び飲食・物

販機能の整備など受入環

境の充実（2019 年度） 

2.そのための運営
体制があること 

 ・ニーズ把握のための
巡回・声掛け 

あり 

 

あり 把握方法：資産の所有・管理者等の巡回な
ど 

目標  ：あり 

  資産の所有者・管理者による

管理運営 
 資産所有・管理者である市職
員により、適宜巡回を行うとと
もに、土日祝日にボランティ
アガイドを配置し、来訪者を
対応しながらニーズの把握に
努め、必要に応じて改善を図
っている。 

 職員・ガイドによるニーズの

把握及びその対応 
 引き続き、市職員により、適
宜巡回を行うとともに、土日
祝日にボランティアガイドを
配置し、ニーズの把握及び
必要な改善策を講じる必要
がある。 

 職員・ガイドによるニーズの把

握及びその対応 
 引き続き、市職員により、適
宜巡回を行うとともに、土日
祝日にボランティアガイドを
配置し、ニーズの把握及び
必要な改善策を講じる。 

 職員・ガイドによるニーズ把

握 

 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度 Q14 

 Q15 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向 Q18 

【現状】 

48.5％ 

23.0％ 

6.5％ 

6.5％ 

29.0％ 

17.5％ 

【目標】 

52.2％ 

10.5％ 

3.2％ 

3.2％ 

39.8％ 

23.4％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標  ：最上位置への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：現状値から半減 

目標  ：現状値から半減 

目標  ：最上位置への到達 

目標  ：最上位置への到達 

     

来訪者が

満足感を
充足して
いること 

来訪者の

快適感を
充足して
いること 
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 Q22 

☆課題指摘割合 ☆混雑 

 ☆損壊 

 エンターテイメント不足 

 食事施設 

 トイレ等 

30.5% 

0.5％ 

0.0％ 

3.5％ 

5.5％ 

25.5％ 

37.5% 

0.5％ 

0.0％ 

1.7％ 

2.7％ 

12.7％ 

目標  ：最上位置への到達 

目標  ：現状維持 

目標  ：現状維持 

目標  ：現状地から半減 

目標  ：現状値から半減 

目標  ：現状値から半減 
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韮山反射炉（構成資産３-１） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 107,159  H27 年度 726,114  H28 年度 426,783  H29 年度 284,035  H30 年度 211,279  

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 1,096  H27 年度 5,500  H28 年度 3,264  H29 年度 2,650  H30 年度 2,369  

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

☆構成資産からの隔離 

施設・設備の有無 

・監視カメラの増設 

０件／年 

 

あり 

 

２基 

０件／年 

 

あり 

 

３基 

把握方法：業務報告書 

目標：０件 

把握方法：業務報告書 

目標  ：あり 

把握方法：業務報告書 

目標  ：あり 

  構成資産内及び付近に監視

カメラ２基を設置している。 

 

 構成資産及び反射炉本体周

囲に柵等を設置している。 

 監視カメラによる撮影可能範

囲が構成資産内の一部に限

定されている。 

 監視カメラの増設等、設備の

強化を図る。 

 

 構成資産及び反射炉本体周

囲の柵等の適切な維持管理

を行う。 

 監視カメラの増設 

 
 

 構成資産及び反射炉本体

周囲の柵等の適切な維持

管理 

 

 監視員（ガイド兼務）の設置 

 官民協働（市・青色防犯パ

トロール隊・消防団）による

夜間パトロールの実施 

2.そのための運営
体制があること 

 ・監視員（ガイド兼 

務）の員数 

・夜間パトロール実施 

回数 

５人／日 

 

0 回／年 

５人／日 

 

12 回／年 

把握方法：業務報告書 

目標  ：現状維持 

把握方法：巡回記録等 

目標  ：あり 

  観覧時間内における構成資

産内及びその周辺の監視体

制及び市への連絡体制が確

保されている。 

 現地ガイドが構成資産内の監

視を行っている。 

 ガイダンス施設職員により観

覧時間内において監視カメラ

映像を常時確認している。 

 観覧時間外の防犯体制が十

分確保されていない。 

 夜間パトロールの実施等によ

る観覧時間外の防犯体制を

強化する。 

 （監視員（ガイド兼務）の配

置） 

 （官民協働（市・青色防犯パ

トロール隊・消防団）による

夜間パトロールの実施） 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

・駐車場利用状況調査 

 の実施回数 

あり 

 

２回／年 

あり 

 

２回／年 

把握方法：業務報告書 

目標  ：あり 

把握方法：実施報告書 

目標  ：現状維持 

  構成資産及び反射炉本体周

囲に柵等を設置している。 

 

 

 これまでの調査実績等により

駐車場の収容能力を充足して

いることを確認している。 

 

 

 

 

 

 

 構成資産に隣接するガイダン

ス施設の開設により、雷雨等

に対する一時的な避難場所・

施設が確保されている。 

 

 

 
 

 駐車場の継続的な調査を実

施し、その結果を検証するこ

とにより充足度等を常に把握

することが必要である。 

 

 大規模なイベント等を開催す

る場合には、事前に来訪車

両の誘導対策等を十分に検

討し適切な措置を講ずる必

要がある。 

 構成資産及び反射炉本体周

囲の柵等の適切な維持管理

を行う。 

 

 駐車場の継続的な調査を実

施し、その結果を検証するこ

とにより充足度等を常に把握

するとともに、必要な措置を

講ずる。 

 大規模なイベント等を開催す

る場合には、事前に来訪車両

の誘導対策等を十分に検討

し適切な措置を講ずる。 

 構成資産及び反射炉本体

周囲の柵等の適切な維持

管理 

 

 駐車場利用状況調査の実

施 

2.そのための運営
体制があること 

 ・防火訓練の実施回数 

 

・駐車場誘導員の配置 

１回／年 

 

２人／日 

１回／年 

 

２人／日 

把握方法：実施報告書 

目標  ：現状維持 

把握方法：業務報告書 

目標  ：現状維持 

  関係機関による合同防火訓

練を実施している。 

 ガイダンス施設職員・現地ガ

イドの連携体制が確保されて

いる。 

 駐車場誘導員を常時２名配置

している。 

 

 

 ガイダンス施設職員・現地ガ

イドの連携体制の維持・強化

を図る必要がある。 

 駐車場誘導員の配置を維

持・確保する必要がある。 

 関係機関による合同防火訓

練を実施する。 

 ガイダンス施設職員・現地ガ

イドの連携体制の維持・強化

を図る。 

 駐車場誘導員の配置を継続

する。 

 防火訓練の実施 

 

 
 
 

 駐車場誘導員の配置 

構成資産

の土地・
部材等が
物理的に

損なわれ
ないこと 

来訪者が

安全・安
心感を充
足してい

ること 
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-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・ガイダンス施設への
共通展示の導入
（2029 年度以降） 

・解説板の修繕・新設 

 （2018 年度） 

・誘導標識の設置 

なし 

 

 

老朽化・不
足 

なし 

あり 

 

 

修繕・新設 

あり 

把握方法：業務報告書 

目標  ：あり 

 

把握方法：業務報告書 

目標  ：あり 

把握方法：業務報告書 

目標  ：あり 

  展示・映像等による情報発信

を行うガイダンス施設を開設し

ている。 

 

 

 河川部分全域の見学を可能と

するために河川部分北側用

地を北東部公園として整備し

来訪者に開放している。 

 ガイダンス施設に明治日本

の産業革命遺産の共通展示

が導入されていない。 

 史跡指定地内の解説板が老

朽化・不足している。 

 来訪者の大半が北東部公園

を訪れていない。 

 ガイダンス施設の適切な運営

を行うとともに、共通展示を導

入する。 

 史跡指定地内の解説板の修

繕・新設を実施する。 

 来訪者を北東部公園に誘導

するための施設（誘導標識）

を設置する。 

 ガイダンス施設への共通展

示の導入（2029 年度以降） 
 
 

 解説板の修繕・新設 

（2018 年度） 

 誘導標識の設置 

2.そのための運営
体制があること 

 ・現地ガイドの配置 

 

・現地ガイド養成講座
の開催 

・現地ガイド研修会の
開催 

５人／日 

 

あり 

 

あり 

５人／日 

 

あり 

 

あり 

把握方法：業務報告書 

目標  ：現状維持 

把握方法：業務報告書 

目標  ：あり 

把握方法：業務報告書 

目標  ：あり 

  常時５名以上の現地ガイドが

活動している。 

 世界遺産協議会が主催する

ガイド研修会等に現地ガイド

が参加している。 

 現地ガイドの高齢化が進ん

でいる。 

 ガイド研修会等への継続的

な参加によるガイド能力の向

上が必要である。 

 現地ガイドの新規育成を図

る。 

 ガイド研修会等への継続的な

参加を促進する。 

 現地ガイドの配置 

 現地ガイド養成講座の開催 

 現地ガイド研修会の開催 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・ライトアップの開催 

 

・鋳物作り体験の開催 

 

・各種イベントの開催 

 

・夜間開館の実施 

あり 

 

あり 

 

あり 

 

なし 

あり 

 

あり 

 

あり 

 

あり 

把握方法：業務報告書 

目標  ：あり 

把握方法：業務報告書 

目標  ：あり 

把握方法：業務報告書 

目標  ：あり 

把握方法：業務報告書 

目標  ：あり 

  ライトアップ・鋳物作り体験等

の各種イベントを開催してい

る。 

 ライトアップ開催時にガイダン

スセンター及び構成資産内を

開場していない。 

 ライトアップ開催時にガイダン

スセンター及び構成資産内を

開場する。 

 関係団体とも連携して各種イ

ベントを開催する。 

 ライトアップ、鋳物作り体験

その他各種イベントの開催 

 夜間開館の実施 

2.そのための運営
体制があること 

 ・夜間開館実施体制の 

確保 

なし あり 把握方法：業務報告書 

目標  ：あり 

  ライトアップ開催時にガイダン

スセンター及び構成資産内を

開放していない。 

 ライトアップ開催時にガイダン

スセンター及び構成資産内

の見学を可能とするための

人的・物的な環境の確保が

必要である。 

 ライトアップ開催時にガイダン

スセンター及び構成資産内の

見学を可能とするための人

的・物的な環境を確保する。 

 夜間開館実施体制の確保 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度         Q14 

Q15 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向     Q18 

                 Q22 

☆課題指摘割合   混雑 

                 損壊 

トイレ等 

【現状】 

32.2％ 

0.0％ 

5.1％ 

5.1% 

16.9％ 

8.5％ 

15.3% 

0.0％ 

0.0% 

 5.1% 

【目標】 

33.8％ 

0.0％ 

3.8％ 

3.8% 

24.4％ 

13.2％ 

20.8％ 

 0.0% 

 0.0% 

3.8% 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標  ：平均値への到達 

    ：現状（ゼロ）維持 

    ：現状維持 

    ：現状維持 

    ：平均値への到達 

    ：平均値への到達 

    ：平均値への到達 

    ：現状（ゼロ）維持 

    ：現状（ゼロ）維持 

    ：現状維持 

     

 

  

来訪者が
満足感を
充足して

いること 

来訪者の
快適感を

充足して
いること 
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橋野鉄鉱山（構成資産 4-1） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 6,036 H27 年度 43,316 H28 年度 17,181  H29 年度 9,865  H30 年度 10,622  

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 407  H27 年度 1,099  H28 年度 555  H29 年度 285  H30 年度 573  

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

0 件／年 

 

あり 

０件／年 

 

あり 

把握方法：巡回記録など 

目標：０（ゼロ）件 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：あり 

  案内板等に注意喚起(ピクトグ

ラムによる)を掲示 

 順路図の提供 

 見学動線がわかりづらい 

 見学道が整備されていない 

 

 見学動線を明確化するため

の整備 

 

 見学道を整備するととも

に、順路看板を設置する。 

 管理者による日常管理 

2.そのための運営
体制があること 

 ・巡回回数 

・監視員の員数 等 

 

 

１回／日、
１人 

(4 月~12
月) 

１回／日、
１人 

(4 月~12
月) 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を
反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  管理者による日常管理 
 釜石市から日常管理を受け
ている橋野町振興協議会が
来訪者数を把握しているほ
か、資産内(公開範囲)の見回
りを実施。 

 

 管理者の高齢化  管理者の育成 

 

 

 

 

 管理者による収入などの確保 

 （管理者による日常管理） 

 明治日本の産業革命遺産

インプリ研修会への参加促

進 

 定期的な研修会実施 

(市職員等の出前講座) 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

あり あり 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を
反映 

目標  ：あり 

  草刈及び支障木の除去 

 

 
 

 大門(構成資産の入口)付近に

仮設トイレを設置している。 

 来訪者の安全性への影響：ク

マの出没頻度が高くなってき

ている。 

 

 構成資産直近のトイレが仮

設である。 
 冬期間の仮設トイレの管理
(凍結やトイレ入口の除雪) 

 公開エリアの視野を広げクマ

に遭遇しないようにする 

 
 

 構成資産直近のトイレの本設

を検討。 

 樹木の伐採 

 

 
 

 構成資産直近に施設(トイ

レ)を建設するか構成資産

に影響を与えないことを最

優先として、方法を検討す

る。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・巡回回数 

・監視員の員数 等 

１回／日、
１人 

(4 月~12
月) 

１回／日、
１人 

(4 月~12
月) 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を
反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  管理者による日常管理 

釜石市から日常管理を受けてい

る橋野町振興協議会が資産周

辺の見回りを実施。 

 冬期間のトイレの凍結防止

及び除雪を行う人員の確保 

 

 常設のトイレ設置を検討する 

浄化槽及び井戸が構成資産

に影響を与えないかが最優

先・除雪を請け負う人員の確

保） 

 構成資産直近に施設(トイ

レ)を建設するか構成資産

に影響を与えないことを最

優先として、方法を検討す

る。 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・ビジターセンターの
開設 

・パンフレット充実 

・ガイド充実等 

あり 

１冊/１人 

但し有償パ
ンフ有 

あり 

うち１冊/
１人 

但し有償パ
ンフ有 

把握方法：関連する観光施設整備計画等の
実施状況を反映 

目標  ：関連する観光施設整備計画等に
定めた事項 

  橋野鉄鉱山インフォメーション

センターにて、「明治日本の産

業革命遺産」及び構成資産で

ある橋野鉄鉱山の概要をパネ

ル及び映像で紹介している。 

 

 

 各高炉跡及び御日払所跡に

おいて、遺構の説明板を設置

している。 

 

 

 来訪者に配布するために、簡

易リーフレット(無料)、詳細パ

ンフレット(有料)の２種類を用

意している。 

 構成資産を訪れるまでに要

する時間が長いため、見学

時間が短縮されてしまう。 

 

 

 
 

 現地に残された遺構が石組

み又は石垣のみであるため、

来訪者にとって製鉄の工程を

理解するのが難しい。 

 橋野鉄鉱山インフォメーション

センターにおいて、「明治日本

の産業革命遺産」に関する解

説を充実させる。 

 

 
 

 構成資産内の遺構の機能が

理解できるようデジタルコンテ

ンツを活用し、視覚的・聴覚的

な情報提供ができるようにす

る。 

 

 ｢明治日本の産業革命遺

産｣共通展示設置後、当資

産の情報スペースが確保

できないのであれば、構成

資産直近に施設を建設す

るか精査の上対応する。 

 

 VR・AR を活用した高炉の

復元や遺構表示を実施。 

来訪者が
安全・安
心感を充

足してい
ること 

来訪者が
満足感を
充足して

いること 

構成資産

の土地・
部材等が
物理的に

損なわれ
ないこと 
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2.そのための運営
体制があること 

 ・説明員（ボランティ
アガイドを含む。）の
配置 

あり 

 

あり 把握方法：関連する観光施設整備計画等の
実施状況を反映 

目標  ：関連する観光施設整備計画等に
定めた事項 

  インフォメーションセンターに

ボランティアガイド１名を常駐

させている。また、遺構の詳細

を説明する音声ガイドペン(多

言語・有料)も用意している。 

 ガイドの高齢化  ガイドの育成 

 ガイドによる収入などの確保 

 明治日本の産業革命遺産

インプリ研修会への参加促

進 

 定期的な研修会実施 

(市職員等の出前講座) 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・飲食施設の有無 

・トイレの有無 等 

なし 

あり 

検討中 

あり 

把握方法：関連する観光施設整備計画の実
施状況を反映 

目標  ：関連する観光施設整備計画に定
めた事項 

  平成２５年に橋野鉄鉱山イン

フォメーションセンターを設置

した。 

 平成２５年・平成２６年に駐車

場を開設した。 

 

 平成２７年から JR釜石駅と橋

野鉄鉱山との間を往復するシ

ャトルバスを運行している。 

 

 

 平成２８年から駐車場に物販

ブースを設置した。 

 

 

 
 
 

 

 シャトルバスの利用者が少な

い。 

 

 

 

 飲食・土産購入場所(本設の

もの)がエリア内に無い。 

 

 

 

 

 
 
 

 シャトルバスの運行区間及び

運行時間の変更 

 シャトルバスの周知(HP・チラ

シ・ポスター) 

 

 物販のできる施設を建設する

か検討する。 

 

 

 

 
 
 

 三陸鉄道開通後に鵜住居

駅発着に変更する(距離が

35kmから 25km へ) 

 

 

 物販のできる施設を建設す

るか検討する。 
 検討事項 

 ①物販建物の規模 

 ②物販物のニーズ 

 ③物販者の確保 

2.そのための運営
体制があること 

 ・管理・運営主体の有無 あり あり 把握方法：関連する観光施設整備計画の実
施状況を反映 

目標  ：関連する観光施設整備計画に定
めた事項 

  イベント開催時など混雑が予

想される時は、駐車場付近に

交通誘導員を配置している。 

 物販業者がいない。  物販業者を募る  

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度 Q14 

 Q15 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向 Q18 

 Q22 

☆課題指摘割合 ☆混雑 

 ☆損壊 

 エンターテイメント不足 

 食事施設 

 トイレ等 

【現状】 

26.8％ 

2.4％ 

4.9％ 

7.9％ 

24.4％ 

4.9％ 

21.3% 

0.0％ 

0.0％ 

11.6％ 

21.3％ 

0.6％ 

【目標】 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

% 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標  ：平均値（への到達）、最上位値
（への到達、維持）、課題指摘割
合の０（ゼロ）化 

     

 

  

来訪者の
快適感を

充足して
いること 
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三重津海軍所跡（構成資産 5-1） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 38,038  H27 年度 181,280  H28 年度 124,730  H29 年度 97,852  H30 年度 112,491  

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 3,204  H27 年度 2,050  H28 年度 2,269  H29 年度 1,224  H30 年度 2,653  

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

 

 

 モニタリング機器の
有無 

0 件／年 

 

あり 

 

 

 

なし 

０件／年 

 

あり 

 

 

 

あり 

把握方法：巡回 

目標：０件 

把握方法：巡回 

目標  ：あり 

 

 

把握方法：巡回 

目標  ：あり 

  覆土による資産の保護 
 地下遺構は露出せず、地中
に埋め戻すことで劣化を防い
でいる。 

 護岸による資産の保護 
 河川護岸により、資産の侵食
を防いでいる。 

 水位及び地形変動のモニタリ
ング 
 市職員が早津江川の水位デ
ータにより異常の有無を確認
している。また、目視により地
形変動の有無も確認してい
る。 

 監視カメラの設置 
 記念館３階に監視カメラを設
置し、異常の有無を確認して
いる。また、監視カメラを設置
することで、資産への人為的
な汚損・損傷等を抑止してい
る。 

 地下遺構のモニタリング 
 世界遺産の本質的価値を構
成する要素のうち、入江の
地形は目視で確認できてい
るが、ドライドックの護岸遺
構など地下に埋蔵されてい
る要素は目視による保存状
態の確認ができない。 

 

 モニタリング機器の設置 
 目視だけでなく、地下遺構の
保存に影響を与える地下水
の状況を把握するため、機
器を用いたモニタリングを試
験的に実施していく。 

 モニタリング方法の確立 
 機器による地下水状況把
握の試行結果をもとに、今
後のモニタリング方法を検
討していく。 

 市職員が行う日常点検 

2.そのための運営
体制があること 

 ・巡回回数 

 

 

 

 

・モニタリングの回数 

 

1 回／月、1
人 

 

 

 

毎日 

 

1 回／月、
1 人 

 

 

 

毎日 

 

把握方法：巡回記録 

目標  ：１回／月、1 人 

 

 

 

把握方法：モニタリング記録 

目標  ：毎日 

  市職員 
 市職員が異常の有無を目視
で確認している。 
 

 市職員 
 市職員が早津江川水位の異
常の有無を、公表データで確
認している。 
 今後は試験的に、機器を用い
た地下水状況のモニタリング
を実施予定。 

 

 

 
 結果の分析 
 市職員では、機器を用いて
収集したデータの分析がで
きない。 

 

 

 
 専門業者による結果の分析 
 収集したデータの分析を専
門業者に委託する。 

 （市職員が行う日常点検） 
 
 
 

 モニタリング体制の確立 
 専門業者による分析結果
をもとに、今後のモニタリン
グにかかる運営体制を検
討する。 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境
（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

 

・移転後の駐車場からガイ

ダンス施設までの案内

誘導看板等の設置 

 

・道路標識の設置 

 

 
・注意喚起看板及び防護柵

の有無 

 

あり 

 

 

なし 

 

 

 

あり 

 

あり 

あり 

 

 

あり 

 

 

 

あり 

 

あり 

把握方法：巡回 

目標  ：あり 

 

把握方法：巡回 

目標  ：あり 

（必要数が設置され、適正に管理
されている） 

把握方法：巡回 

目標  ：あり 

 

把握方法：巡回 

目標  ：あり 

 

  横断歩道の設置 
 ガイダンス施設（佐野常民記
念館）から史跡に向かう際に
横断する車道に横断歩道を
設置している。 

 
 スロープの設置 
 車椅子利用者等も史跡地内
にアクセスできるようスロープ
を設置している。 

 
 
 道路標識の設置 
 史跡地までの周辺道路に標
識を設置している。 
 
 
 
 
 

 注意喚起看板及び防護柵の
設置 
 河川への転落防止のため、
注意看板や柵を設置してい
る。 

 歩行者の安全対策 
  移転後の駐車場からガイ
ダンス施設までの歩行者の
安全策を講じる必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 道路標識の見直し 
 今後、（緩衝地帯の外側に
隣接する）有明海沿岸道路
の開通により、交通アクセス
が変化するため、道路標識
の見直しが必要となる可能
性がある。 

 歩行者の安全確保 
 移転後の駐車場から、ガイダ
ンス施設までの歩行者の安
全を確保するため、動線設
定・案内看板等の設置を行
う。 

 
 
 
 
 
 道路標識の見直し 
 有明海沿岸道路の開通まで
に、道路標識の設置内容を
検証する。 

 動線設定・案内誘導看板
等設置 
 駐車場移転整備完了まで
に、安全な動線を設定し、
必要な案内誘導看板等を
設置する。 
 
 
 
 
 
 

 適正な道路標識の設置 
 必要に応じて、関係者と連
携を図りながら、適正な道
路標識の配置・維持管理
を行う。 

 
 
 
 注意喚起看板及び防護柵
の維持管理 

  

構成資産

の土地・
部材等が
物理的に

損なわれ
ないこと 

来訪者が
安全・安

心感を充
足してい
ること 
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  2.そのための運営
体制があること 

  

・巡回回数 

 

 

 

・案内誘導員の配置 

 

 

1 回／日、1
人 

 

 

あり 

 

 

1 回／日、1
人 

 

 

あり 

 

 

把握方法：巡回記録 

目標  ：１回／日、1 人 

（ガイダンス施設開館日は毎日
巡回し点検がされていること。） 

把握方法：年間配置計画 

目標  ： あり 

  市職員による巡回 
 看板や防護柵の設置状況等
に異常がないか確認してい
る。 

 
 案内誘導員（警備員）の設置 
 資産の周辺に車両及び歩行
者の案内誘導員を配置して
いる 

 

 

 

 
 案内誘導方法の整理 
 駐車場の移転に伴って変化
する動線にあわせ、案内誘
導方法を整理する必要があ
る。 

 

 

 

 
 案内誘導方法の見直し 
 駐車場移転やガイダンス施
設整備に伴う新しい来訪者
動線に応じて、案内誘導方
法を見直す 

 市職員が行う日常点検 
 
 

 
 
 案内誘導方法の確立 
 当面は警備員の配置を行
うが、状況に応じて、他の
安全策への移行も検討し
ていく。 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

  

 

・ビジターセンターの
開設（ガイダンス施
設（屋外）およびガ
イダンス施設（屋
内）） 

 

 

 

 

 

 

・史跡地における解説 

 

 

 

 

あり 

 

 

 

 

 

 

 

あり 

 

 

 

あり 

 

 

 

 

 

 

 

あり 

 

 

把握方法：事業の進捗状況報告 

目標  ：平成 33（2021）年度中の開館 

 

 

 

 

 

 

 

把握方法：三重津海軍所跡修復・公開活用
計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

  ガイダンス施設・史跡地 
 バーチャルリアリティ機器及
び高精細映像等を用いたデ
ジタルコンテンツ「三重津タイ
ムクルーズ」を導入し、三重
津海軍所の往時の姿を視覚
的に伝えている。 

 
 
 

 ガイダンス施設（屋内） 
 三重津海軍所跡インフォメー
ションコーナーで、三重津海
軍所跡の概要・価値を伝える
パネルや模型の展示、発掘
調査の成果等の提供。 
 佐賀エリア以外の構成資産
のパンフレットを展示。 
 

 史跡地（屋外） 
 地下遺構の位置・規模を伝え
る地表面表示、写真パネル、
解説板等の設置。 
 世界遺産登録記念銘の設
置。 

 ガイダンス施設・史跡地 
 最新の発掘調査情報を反映
していない展示物（解説板
含む）が含まれており、来訪
者への正確な情報提供が
十分ではない。 
※現状の施設等は仮整
備の段階。現在、本整備
に向けた事業に着手して
いる。 

 ガイダンス施設（屋内） 
 展示面積の不足により、動
線が錯綜。 
 明治日本の産業革命遺産
全体の説明が不足。 

 
 

 
 

 史跡地（屋外） 
 現状の解説機能では、具体
的な情報提供が不足してい
る。 

 ガイダンス施設と史跡地の
一体整備 
 デジタル技術等も活用した
史跡地（屋外）とガイダンス
施設（屋内）の一体展示によ
る整備で、地下遺構等の「見
える化」を目指す。 
 

 
 
 ガイダンス施設（屋内）の整
備 
 史跡（屋外）の整備に先行し
て、佐野常民記念館を活用
したガイダンス施設の整備を
行う。平成 30 年度に基本設
計を行い、平成 33 年度の開
館を目指す。 
 

 史跡（屋外）の整備 
 ガイダンス施設整備後、引き
続き来訪者の理解を促す屋
外展示を整備する。 

 ガイダンス施設のリニュー
アル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 発掘調査完了後の史跡地
整備 

 
 

2.そのための運営
体制があること 

  

・ガイドの配置 

 

 

 

 

あり 

 

 

 

 

あり 

 

 

 

 

把握方法：佐野常民記念館ボランティアス
タッフの有無 

目標  ：あり 

 

  ガイドの設置 
 佐野常民記念館職員及びガ
イドが、館内及び構成資産の
案内・解説をおこなっている。
また、研修会を開催し、ガイド
の能力向上に努めている。 

 ガイド内容のばらつき 
 研修会を実施しているが、
各ガイドによって話す内容に
ばらつきがある。また、ガイ
ドを担う人材が高齢化し、後
継者の育成が急務となって
いる。 

 ガイド内容及び体制の充実 
 引き続きガイド研修会を実施
し、ガイド能力向上と均一化
に努める。また、歴史講座や
イベント等の参加者に積極
的に呼びかけ、新規ガイドの
獲得を目指す。なお、適正な
ガイドの人数については安
定した来訪者数にあわせ見
極める。 

 研修会の開催 
 一体展示整備後の新ガイ
ドテキストの作成 

 新規ガイドの募集 
 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

  

・展示パネル・解説映
像等の多言語対応の充
実 

 

 

・デジタルコンテンツ
の充実 

 

あり 

 

 

 

あり 

 

あり 

 

 

 

あり 

 

把握方法：三重津海軍所跡修復・公開活用
計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

把握方法：三重津海軍所跡修復・公開活用
計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

  原寸大パネルの設置 
 地下に埋め戻している遺構
の規模を体感できるパネルを
三重津海軍所跡インフォメー
ションコーナーに設置してい
る。 

 
 三重津タイムクルーズ 
 VR 機器等を使って、来訪者
に三重津海軍所が稼働して
いた当時の様子を視覚的に
伝えている。また多言語・字
幕にも対応している。 

 多言語対応 
 三重津海軍所跡インフォメ
ーションコーナーに設置して
いる情報探索パネルや解説
映像などの多言語対応が十
分ではない。 

 ガイダンス施設の整備 
 デジタル技術等を活用した
体験型コンテンツの更なる充
実、多言語対応など、来訪を
楽しめるような整備に向けて
取り組んでいく。 
 

 

 多言語対応 
 デジタルコンテンツの充実 

 
 

2.そのための運営
体制があること 

  

・ガイド、専門スタッ
フの有無 

 

 

 

 

あり 

 

 

あり 

 

把握方法：ガイダンス施設の人員体制 

目標  ：あり 

  職員及びガイド 
 来訪者の要望にあわせた案
内をおこなっている。 

 ガイドの高齢化・人員体制 
 ガイドを担う人材が高齢化
し、後継者の育成が急務と
なっている。また、来訪者の
多い行楽シーズンは団体客
のガイド利用希望が多く、現
在の人員では、受け入れが
難しい日がある。 

 ガイドの充実 
 歴史講座やイベント等の参
加者に呼びかけ、新規ガイド
の獲得を目指す。なお、適正
な人員体制については安定
した来訪者数にあわせて見
極める。 

 新規ガイドの募集 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度    Q14 

        Q15 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向  Q18 

        Q22 

☆課題指摘割合 混雑 

【現状】 

31.5％ 

3.3％ 

21.2％ 

21.0％ 

21.2％ 

11.8％ 

19.7％ 

0.2％ 

【目標】 

33.8％ 

3.2％ 

12.6％ 

15.17％ 

24.4％ 

13.2％ 

20.8％ 

0.2％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標 ： 平均値への到達 

目標 ： 現状維持 

目標 ： 平均値への到達 

目標 ： 平均値への到達 

目標 ： 平均値への到達 

目標 ： 平均値への到達 

目標 ： 平均値への到達 

目標 ： 現状維持 

     

来訪者が
満足感を

充足して
いること 

来訪者の
快適感を
充足して

いること 
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損壊 

エンターテイメント不足 

トイレ等 

0.0％ 

2.8％ 

0.7％ 

0.0％ 

2.4％ 

0.5％ 

目標 ： 課題指摘割合のゼロ化 

目標 ： 現状維持 

目標 ： 現状維持 

 

小菅修船場跡（構成資産６-１） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 987  H27 年度 13,345  H28 年度 6,846 H29 年度 4,937  H30 年度 4,420  

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 － H27 年度 － H28 年度 154  H29 年度 95  H30 年度 31  

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

0 件／年 

 

あり（土日
祝日の 9：
00～16：00
以外） 

 

０件／年 

 

あり 

把握方法：ガイド活動記録 

目標：０（ゼロ）件 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：あり 

  非公開区域の設定 
 曳揚げ機小屋外観及び船
台、レールを含むスリップドッ
クは常時公開しているが、右
岸、左岸の企業活動を行って
いるヤード、駐車場、工場施
設は基本的に非公開となって
いる。曳揚げ機小屋はボラン
ティアガイドが滞在する土日
祝日のみ内部公開を行って
いる。 

 見学ルートの見直し・明示 
 公開区域、非公開区域を明
示していないため、ガイドの
誘導以外の場所に来訪者が
散策する場合がある。 

 見学ルートの設定 
 見学順路を設け、基本的な
見学ルート及び見学ポイント
を明示するために誘導標識
を設置する。 

 見学順路を設ける。 
案内標識により基本的な
見学ルート及び見学ポイ
ントを明示し、見学可能範
囲以外に立ち入らないよ
う誘導する。 

 見学順路と立入抑制など
のルールを表示する。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・無人の間の監視体制
の有無 

 

なし あり 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を
反映 

目標  ：あり 

  地元ボランティアガイドによる
施設管理 
 ボランティアガイドを、土日祝
日に配置しているのに加え、
多数の誘客が見込まれる行
楽シーズンには警備員を配
置している。 

 監視体制の見直し 
 ガイドを配置していない平日
及び土日祝日の夜間から早
朝にかけての時間帯は無人
となるため、防犯・防火の対
策が必要である。 

 監視体制の強化 
 監視カメラを導入する等、費
用と効果を考えた適切な監
視体制を整える。 

 無人の時間帯の防犯・防
火の対策として、監視カメ
ラの導入を検討する。 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

あり（土日
祝日の 9：
00～16：00
以外） 

 

あり 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を
反映 

目標  ：あり 

  公共交通機関の利用 
 駐車スペースがないことか
ら、資産への訪問者に対し
て、公共交通機関を利用して
の来訪を推奨している。 

 見学ルートの見直し 
 入口が１か所に限定されてい
るため、来訪者の動線と企業
活動用車両の動線と交錯して
いる。  
 フェンスは腐食が進み、景観
面・安全面から更新の時期を
迎えている。 

 誘導標識設置及びフェンスの
更新 
 誘導標識を設置することによ
り、来訪者と企業関係者の車
両の双方に安全面での留意
を呼びかける。 
 老朽化したフェンスを更新す
る。 

 見学順路を設ける。 
 案内標識により基本的な
見学ルート及び見学ポイ
ントを明示し、見学可能範
囲以外に立ち入らないよ
う誘導する。 

 見学順路と立入抑制など
のルールを表示する。 

 老朽化したフェンスを更新
する。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・関係者による緊急時
連絡網の有無 

 

なし あり 把握方法：連絡網 

目標  ：あり 

  地元ボランティアガイドの配
置 
 土日祝日の日中は地元ボラ
ンティアガイドを配置し来訪者
の安全誘導を行っている。 

 

 監視体制整備 
 所有者、行政機関、専門家及
び市民が一体となった管理運
営及び事業推進の体制を確
立する必要がある。 

 民間企業との連携強化 
 平日など資産に警備員、ボラ
ンティアガイドが配置できな
い時間帯は、三菱の関連会
社が緊急時の対処と、資産
の所有者である三菱及び長
崎市に連絡をする体制を整
える。 

 緊急時に備え、三菱重工
業(株)及び関連会社と長
崎市とガイドの連携強くす
るため、連絡網などにより
連絡体制を整える。 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・操業期の擬似体験的
設備の有無 

 

なし あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画及び関連す
る施設整備計画等の実施状況を反
映 

目標  ：あり 

  啓発施設の設置 
 史跡説明板、史跡標柱、史蹟
名勝天然記念物標柱、案内
板が設置されている。 

 情報提供施設の設置 
 関連施設として、長崎造船所
史料館、グラバー園内の旧三
菱第２ドックハウスがある。 

 サイネージの設置 
 平日や早朝、夜間などガイド
による説明ができない時間帯
における情報伝達の手段とし
て、サイネージにより、明治日

 案内・解説の見直し 
 小菅修船場跡を十分理解す
るためには、説明板等が不十
分。 
 世界遺産全体とその中での
長崎エリア及び小菅修船場
跡の位置付けに関する説明、
曳揚げ機小屋・曳揚機械・ス
リップドック・石積み遺構など
の各構成要素及び曳揚げの
しくみに関する説明がない。 
 世界遺産、小菅修船場跡の
価値と概要・変遷や曳揚げの

 案内・解説施設の充実 
 既設の案内・解説を見直し、
新たな案内・解説施設を設置
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 見学順路に沿って、新た
に案内・解説施設を整備
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

構成資産

の土地・
部材等が
物理的に

損なわれ
ないこと 

来訪者が
安全・安
心感を充

足してい
ること 

来訪者が
満足感を
充足して

いること 
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本の産業革命遺産の紹介・
説明を行っている。 

しくみなど、基本的な解説を
行うことが必要。 

 情報提供施設の活用 
 関連する情報提供施設では、
小菅修船場に関する展示紹
介は限定されており、現地見
学・ガイドと有効に連携するま
でに至っていない。 

 

 サイネージの更新 
 既設の Wi-Fi を活用した情報
提供システムをさらに充実す
ることが必要。 

 
 
 

 曳揚げ機小屋の公開・活用の

検討 
 実物を活かした解説を検討す
る。 

 
 

 情報提供施設の充実 
 関連する情報提供施設にお
いて小菅修船場に関する展
示を行い、小菅修船場が果
たした役割など理解を深め、
現地見学・ガイドと有効に連
携する。 

 サイネージの充実 
 産業システムの明示・説明と
して、船の曳き揚げの様子を
デジタル映像等 
によって視覚化できるよう、
サイネージの内容を更新す
る。 

 曳揚げ機小屋の公開・活用 
 耐震診断を踏まえ、安全確
保が確認できた場合には、内
部にパネル展示を行う、又は
外から内部を見学する方法
を検討する。 

 3D 計測のデータ及び CG、

AR,VR等の技術の活用 
 ボイラー・歯車装置などの曳
揚げ機械及びスリップドック
での曳揚げの様子の動画な
どを Wi-Fi 環境の下でモバイ
ル端末を利用することで視覚
化できるようにする。 

 
 
 関連施設における展示を
充実させ、現地見学及び
ガイド説明との相乗効果
を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 曳揚げ機小屋の新たな公
開・活用方法を検討する。 

 
 
 

 
 3D 計測データ及び CG、

AR、VR 等の技術を活用
し、曳き揚げの様子など
視覚化する。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・説明員（ボランティ
アガイドを含む。）の
研修回数 

※長崎市を開催地と
し、長崎エリアを含
む研修内容であるこ
と。 

１回／年 

 

１回／年 把握方法：行事予定、実施状況を反映  

目標  ：年１回以上 

  ボランティアガイドの実施 
 土曜日・日曜日・祝祭日に
は、地元自治会の有志がボ
ランティアガイドを行ってい
る。見学者の特性・順路に応
じて説明内容も変えており、
見学者にとっては満足度の
高い見学となっている。 

 関係者の連携 
 所有者、行政機関、専門家及
び市民が一体となって管理運
営を推進する体制を確立する
必要がある。 

 最新情報の把握 
 情報発信を的確に行うために
は、長崎造船所史料館を始
め、長崎県、長崎市、大学、
専門家等と連携し、常に最新
の情報を収集し把握しておく
必要がある。 

 地元ボランティアガイドへの情
報提供 
 地元のボランティアガイドが
土曜日・日曜日・祝祭日に交
替でガイドを行っているため、
ガイドに対して常に新しい情
報を伝える機会を設ける必要
がある。 

 関係者の連携 
 所有者、行政機関、地元ボラ
ンティアガイドの共同体制を
確立する。 

 所有者、ガイド、行政機
関、専門家が連携するた
めの体制を確立する。 

 ガイドの養成を行う。 
 説明員（ボランティアガイ
ドを含む）への研修を行う 

 最新情報を把握しておく。 
 ガイドへ最新の情報を提
供する。 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・操業期の擬似体験的
設備の有無 

 

なし あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画及び関連す
る観光的施設整備計画等の実施状
況を反映 

目標  ：あり 

  サイネージの設置 
 平日や早朝、夜間などガイド
による説明ができない時間帯
における情報伝達の手段とし
て、サイネージにより、明治日
本の産業革命遺産の紹介・
説明を行っている。 

 サイネージの更新 
 既設の Wi-Fi を活用した情報
提供システムをさらに充実す
ることが必要。 

 
 

 曳揚げ機小屋の公開・活用の

検討 
 実物を活かした解説を検討す
る。 

 サイネージの充実 
 産業システムの明示・説明と
して、船の曳き揚げの様子を
デジタル映像等 
によって視覚化できるよう、サ
イネージの内容を更新する。 

 曳揚げ機小屋の公開・活用 
 耐震診断を踏まえ、安全確
保が確認できた場合には、内
部にパネル展示を行う、又は
外から内部を見学する方法
を検討する。 

 

 3D 計測のデータ及び CG、

AR,VR等の技術の活用 
 ボイラー・歯車装置などの曳
揚げ機械及びスリップドック
での曳揚げの様子の動画な
どを Wi-Fi 環境の下でモバイ
ル端末を利用することで視覚
化できるようにする。 

 サイネージの内容を更新
する。 

 
 
 
 
 曳揚げ機小屋の公開・活
用を再検討する。 

 
 
 
 
 
 3D 計測データ及び CG、

AR、VR 等の技術を活用
し、曳き揚げの様子など
視覚化する。 

 

2.そのための運営
体制があること 

 ・操業期の擬似体験的
設備の管理・運営主体
の有無 

なし 

 

あり 把握方法：修復・公開活用計画及び関連す
る観光的施設整備計画等の実施状
況を反映 

目標  ：あり 

  曳揚げ機小屋内部の公開 
 土日祝日の日中限定で、地
元ボランティアガイドなど管理
責任者に認められた者による
立ち合いのもと、曳揚げ機小
屋内部を見学できるよう公開

 関係者の連携 
 所有者、行政機関、専門家及
び市民が一体となって管理運
営を推進する体制を確立する
必要がある。 

 最新情報の把握 

 関係者の連携 
 所有者、行政機関、地元ボラ
ンティアガイドの共同体制を
確立する。 

 所有者、ガイド、行政機
関、専門家が連携するた
めの体制を確立する。 

 最新情報を把握しておく。 
 ガイドへ最新の情報を提
供する。 

来訪者の
快適感を

充足して
いること 
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している。 
 ボランティアガイドの実施 
 土曜日・日曜日・祝祭日に
は、地元自治会の有志がボ
ランティアガイドを行 
っている。見学者の特性・順路
に応じて説明内容も変えてお
り、見学者にとっては満足度
の高い見学となっている。 
 

 

 情報発信を的確に行うために
は、長崎造船所史料館を始
め、長崎県、長崎市、大学、
専門家等と連携し、常に最新
の情報を収集し把握しておく
必要がある。 

 地元ボランティアガイドへの情
報提供 
 地元のボランティアガイドが
土曜日・日曜日・祝祭日に交
替でガイドを行っているため、
ガイドに対して常に新しい情
報を伝える機会を設ける必要
がある。 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度(資産全体) 

(個別資産) 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向(当該資産) 

(他の資産) 

☆課題指摘割合(混雑) 

(損壊) 

【現状】 

50.0％ 

20.3％ 

2.3％ 

2.3％ 

39.8％ 

21.1％ 

37.5％ 

2.3％ 

0.8％ 

【目標】 

50.0％ 

10.5％ 

2.3％ 

2.3％ 

39.8％ 

21.1％ 

37.5％ 

2.3％ 

0.3％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標  ：平均値（への到達）、最上位値
（への到達、維持）、課題指摘割
合の０（ゼロ）化 
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高島炭坑（構成資産６-６） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 800  H27 年度 1,512  H28 年度 2,933  H29 年度 － H30 年度 907  

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 － H27 年度 － H28 年度 150  H29 年度 19  H30 年度 14  

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい

姿（目標） 

 (3) 管理のための指
標 

※適切な指標を選択・追

加 

(4) 目標水準の設定 

 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

① 指標の計測・算出方法 
② ※定量調査、定性調査、来訪者満足度調査の活用、別途

調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構 成 資 産
（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を
物理的に守
れる施設・設
備が整備さ
れているこ
と 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

 

 

 

9 件／年 

 

なし 

０件／年 

 

あり 

把握方法：巡回記録など 

目標：０（ゼロ）件 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

※周辺住民との協議のうえ了承を得ること 

  地下遺構の覆土 
 発掘調査で明らかにな
った地下遺構は全て
覆土し、地下において
保存している。来訪者
に地下遺構の存在を
適切に伝えるため、撮
影した地下遺構の原
寸大垂直写真を焼き
付けた陶板を地表面
上に設置している。 

 
 
 
 
 
 防犯・防災対策 
 柵などの遮る物がないため、来訪者はい
つでも自由に入ることができる。 
 無人のため、防犯や防災への対策が必
要。 

 地下遺構の覆土 
 今後の発掘調査後の
埋め戻しを確実に行
い、遺構の毀損を防止
する。 

 見学通路の設置 
 来訪者が、高島炭坑及
び周囲の関連施設の
操業時の様相及びそれ
ぞれが果たした役割等
を理解できるように、修
復・公開活用の各段階
における見学通路を設
置し、展示等により遺
跡の説明を行う場所以
外の場所への立入りを
抑制する。 

 地下遺構は覆土する 
 
 
 
 
 見学通路を設置し、
展示等により他の場
所への立ち入りを抑
制する。 

 監視カメラ等防犯・防
災対策を検討する。 

2.そのための
運営体制が
あること 

 ・関係機関との連携 あり あり 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  組織体制整備 
 長崎市においては、文
化財・観光・地域センタ
ー・世界遺産・長崎学・
市有財産・景観計画・
都市計画などの部署
に、必要な人員を配置
し、相互に連携してい
る。 

 関係機関との連携 
 所有者・市民・関係団
体・文化庁・内閣官房・
世界遺産に関係する
関係行政機関及び多
分野にわたる国内外
の専門家・研究機関と
の連携を図り、必要な
指導、助言や支援を得
ながら史跡の管理を行
っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 関係機関との連携 
 国内外の大学・研究機関と連携し、保全
に関する研究を継続する必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 人材の育成 
 情報発信・調査研究に携わる人材や、保
全や炭鉱について高度な知識をもつ人材
を育成する必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 地域社会の参画 
 日常的な維持管理や補
修について、できる範
囲でボランティアガイド
や地域住民、大学及び
地元企業を含めた地域
社会の参画を促す。 

 
 

 関係機関との連携 
 関係者すべてが、世界
遺産としての価値を理
解できるよう調整を行
う。 
 関係者が密接な連携を
図り、管理及び整備を
行う 
 長崎市は関係者及び
関係機関の協力体制
が十分に機能している
か確認・評価を行う。 

 理解促進のための計

画等の公表 
 発掘調査を含む各種調
査成果や保存・活用に
対する長崎市の取り組
み・計画等を公表し、世
界遺産としての価値及
びその保護のための管
理及び整備についての
理解促進を図る。 
管理保全が十分に行
われているか、関係者
が情報交換や意見交
換を適切に行っている
か、必要に応じて専門
家委員会に指導・助言
を求める等の協力体制

 会議やイベント、研
修等の機会を利用
し、関係者（ガイド、
地域住民、大学、企
業）に世界遺産として
の管理・保全の理解
促進を図り、日常的
な維持管理や補修等
への参画を促す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 発掘調査を含む各種
調査成果や長崎市
の取組み・計画等を
公表する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

構成資産
の土地・

部材等が
物理的に
損なわれ

ないこと 
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 民間団体による取組 
NPO、地元自治会、ボ
ランティアガイドが
日々の保全活動や普
及啓発活動に取り組
んでいる。 
 

 災害時の対応 
災害が発生した場合、
あるいは災害の発生
が想定される場合、見
学者の安全確保と史
跡保全の措置を行う。
天災等が発生した場
合は、速やかに資産
の状況を把握する。 

 
 
 
 
 

 民間団体への支援 
 資産の価値を学習する機会や整備活用
の実態や構想などの情報を的確に伝える
機会を設け、地元の市民ガイドや民間事
業者などの活動を継続して支援していく
体制が必要。 

 
 
 

が十分に機能している
か、について、1 年毎に
確認する。年次報告書
に確認・評価をとりまと
め、報告する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 循環バス及び現地の動
線による制御 
 島内循環バスの運行状
況の調整や現地での来
訪者の整理を行うこと
で、適正な見学者数を
保ち、現地において来
訪者の動線を制御する
ことにより、遺構への影
響は抑制できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 現地において来訪者
の動線を制御する 

構 成 資 産
（A） 

／ 

周辺環境
（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安
全・安心を
守れる施
設・設備が
整備されて
いること 

 ☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

 

 

 

・見学スペース・通路
の転落防止柵・手
すりの設置 

なし 
 
 
 
 
 
あり 

あり 

 

 

 

 

あり 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

※周辺住民との協議のうえ了承を得ること 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  案内板の設置 
 島内数か所に案内板
を設置している。 

 関連施設への誘導板 
 フェリーターミナルから
北渓井坑跡（高島炭坑
跡）及び資産周辺のグ
ラバー別邸など関連施
設への誘導板を整備
している。 

 移動手段の整備 
 高島港から島内循環
バス、レンタカー、レン
タサイクルの利用が可
能 

 

 スロープ・手すりの設

置 
 入口スロープ及び手す
りを整備している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 多言語による誘導標識が不足 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 スロープ・手摺や便益施設が不足してい

る 

 

 

 

 

 課題に西側崖面に崩落の可能性がある 

 

 

 誘導標識の設置 
 周辺施設への誘導標
識を設置する。説明板
は古写真と平易な内容
とし、景観に配慮した統
一的な意匠・規模の下
に身障者・外国人にも
対応した手法を採用す
る。 

 順路の標示 
 見学者を誘導するため
の順路は見学動線に
沿って舗装面に標示す
る。 

 
 

 管理・便益施設設備の

整備 
 グラバー別邸跡の隣接
地に来訪者用の駐車
場・駐輪場・便所・ベン
チを整備する。 

 
 安全措置 
 西側崖面の崩落防止
のための措置を講ず
る。 
 土砂堆積防止措置を講
ずる。 

 

 関係者の能力開発 
 多様化する来訪者に対
応するため、ガイドの資
質・能力に応じたコミュ
ニケーション力・接客技
術・国内外の文化・語
学等の研修、来訪者の
安全確保を目的に避難
誘導訓練を行う。 

 誘導標識に身障者
や外国人に対応した
手法を採用する。 

 
 
 
 

 

 
 順路の標示を行う。 

 

 

 

 

 
 グラバー別邸跡周辺
における駐車スペー
ス、トイレ、ベンチ等
の設置を検討する 

 
 

 
 西側崖面の崩落防
止措置を行う。（2025
年以降） 

 監視カメラ等防犯・防
災対策を検討する。 

 
 
 多様化する来訪者へ
対応できるような研
修を実施する。 

 避難誘導訓練を行う 
 
 
 
 

2.そのための
運営体制が
あること 

 ・関係機関との連携 あり あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  災害時の対応 
 災害が発生した場合、
あるいは災害の発生
が想定される場合、見
学者の安全確保と史
跡保全の措置を行う 

 組織体制整備 
 長崎市においては、文
化財・観光・地域センタ
ー・世界遺産・長崎学・

 災害時の対応 
 災害が発生した場合、あるいは災害の発
生が想定される場合に見学者の安全確
保と史跡保全の措置が必要 

 災害時の対応 
 災害が発生した場合、
あるいは災害の発生が
想定される場合、見学
者の安全確保と史跡保
全の措置を行う 

 事故や災害など緊急
事態が発生した場
合、見学者の安全確
保と史跡保全の措置
を直ちに行えるよう、
関係機関との強い連
携を維持する。 

来訪者が

安全・安
心感を充
足してい

ること 
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市有財産・景観計画・
都市計画などの部署
に、必要な人員を配置
し、相互に連携してい
る。 

 関係機関との連携 
 所有者・市民・関係団
体・文化庁・内閣官房・
世界遺産に関係する
関係行政機関及び多
分野にわたる国内外
の専門家・研究機関と
の連携を図り、必要な
指導、助言や支援を得
ながら管理を行ってい
る。 

 民間団体による取組 
 NPO、地元自治会、ボ
ランティアガイドが日々
の保全活動や普及啓
発活動に取り組んでい
る。 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理
解促進・深
化に資する
施設・設備
が整備され
ていること 

 ・説明員（ボランティ
アガイドを含む。）
の研修回数 

※長崎市を開催地と
し、長崎エリアを
含む研修内容であ
ること。 

 

・建物跡の表示 

（除 2025 年以降分） 

 

 

 

・古写真による建物
跡・トロッコレー
ル跡の想定位置目
印設置 

（除 2025 年以降分） 

 

 

１回／年 

 

 

 

 

 

 

なし 

 

 

 

 

なし 

１回／年 

 

 

 

 

 

 

あり 

 

 

 

 

あり 

 

把握方法：行事予定表、実施状況を反映 

目標  ：年１回以上 

 

 

 

 

 

把握方法：修復・公開活用計画及び関連する観光施設整備計
画等の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画及び関連する観光施設整備計
画値等に定めた事項 

把握方法：修復・公開活用計画及び関連する観光施設整備計
画等の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画及び関連する観光施設整備計
画値等に定めた事項 

  
 
 
 
 
 
 
 ガイダンス施設の設置 
 高島炭鉱跡を紹介す
る施設として、昭和 63
年に開館した高島石
炭資料館は、炭鉱とと
もに歩んだ高島の歴
史を示す写真をはじ
め、炭鉱で使われてい
た機材、当時の坑道形
状を示した模型、トロッ
コなどの重機、炭坑夫
の服などを展示してい
るほか、島内の各遺構
への案内板・説明板を
設置している。また、
屋外には縮尺 1/100
の端島の模型を展示
している。 

 世界遺産登録記念銘

の設置 
 世界遺産登録記念銘
を設置した。 

 説明板の設置 
 遺構の概要を紹介す
る説明板を設置してい
る。 

 ジオラマ模型の設置 
 遺構の概要が視覚的
に確認できる模型を設
置している。 

 地下遺構の写真陶板

の設置 
 埋め戻す前の状態を
視認できるよう写真陶
板を設置している。 

 史跡標柱の設置 
 史跡であることを示す
標柱を設置している。 

 その他媒体による周知 
 リーフレット（4 か国
語）、WEB サイト「高島
ナビ」「あっと長崎」「長
崎市世界遺産推進室
ホームページ」を開設
し、情報を公開してい
る。 

 サイネージの設置 
 携帯端末で情報を閲

 資産への誘導 
 高島石炭資料館の来訪者を、高島炭坑
へ積極的に誘導する工夫が必要。 

 
 
 
 

 ガイダンス施設における情報発信 
 高島石炭資料館の高島北渓井坑（高島
炭坑跡）の価値の情報発信が不足してい
るため、価値を伝える工夫が必要。 

 効果的な伝え方 
 炭坑施設を地上で確認することができな
いため、当時の施設の配置や採炭システ
ムを効果的に伝える上での工夫が必要。 

 サイネージの更新 
 歴史や世界遺産価値を学習できるよう設
置している携帯端末で情報を閲覧できる
サイネージを最新の情報に適宜更新する
ことが必要。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 資産への誘導 
 高島石炭資料館の来
訪者を、高島炭坑へ積
極的に誘導するため、
アクセス状況を改善す
る。 

 

 ガイダンス施設の充実 
 高島石炭資料館を高島
炭鉱跡の中心的な情報
発信の拠点施設として
位置づけて、国の他の
炭鉱及び「明治日本の
産業革命遺産」に関す
る展示・解説を充実さ
せる。 
 高島石炭資料館におい
て、高島北渓井坑跡か
ら中ノ島炭坑跡、端島
炭坑跡の歴史性をつな
ぎ、石炭産業の生産シ
ステムの発掘過程を明
示する。 

 効果的な伝え方 
 地下遺構の説明板、古
写真等から知られる関
連遺構の想定位置を示
した説明板及び周辺施
設への誘導標識を設置
する。説明板は古写真
を使い、平易な内容と
し、景観に配慮した統
一的な意匠・規模の下
に、身障者・外国人にも
対応した手法を採用す
る。 

 見学ルート整備 
 採炭に関する遺構の説
明板及び周辺施設へ
の誘導サインを整備
し、高島石炭資料館と
関連遺跡群（高島全
体、端島炭坑跡・中ノ島
炭坑跡の眺望ポイント
等）を歴史の順につな
ぐなどした高島炭鉱ガ
イドコースを設定する。 

 見学広場の整備 
 古写真と同じアングル
から施設見学ができる
よう説明板等を配置し
た見学広場を整備す
る。 

 サイネージの更新 
 歴史や世界遺産価値を

 高島石炭資料館の
来訪者を誘導するた
め、船・バスの運行
の見直しを検討する 

 
 
 
 高島石炭資料館にお
ける展示・解説を充
実させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 地下遺構や古写真
等から、関連遺構の
想定位置を示した説
明板及び周辺施設
への誘導標識を設置
する 

 
 
 
 
 

 

 
 高島石炭資料館と関
連遺跡群とをつなぐ
などした「高島炭鉱ガ
イドコース」の設定を
検討する。 

 
 
 
 

 

 
 古写真と同じアング
ルから見学できるよ
う説明板等を配置す
る。 

 
 
 サイネージを最新情
報に適宜更新する。 

 

来訪者が
満足感を

充足して
いること 
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覧できる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 不要物の撤去の検討 
 採炭施設とは関係ない「集落排水処理施
設」のため石炭積出港までの運搬システ
ムを見学者に視覚的に伝えることができ
ない。 

学習できるよう設置して
いる携帯端末で情報を
閲覧できるサイネージ
を最新の情報に適宜更
新する。 

 3D・VR 等技術の活用 
 3D・VR 等の技術により
当時の様子を視覚化し
たコンテンツを積極的
に使い、来訪者が体感
できるようにする。 

 パンフレット・Web サイト

等の充実 
 個々の炭鉱跡及び相
互の関係が理解できる
よう高島炭坑跡全体の
情報発信を行うため
に、パンフレット・Webサ
イト等を充実させる 

 

 不要物の撤去跡地の

有効活用 
 集落排水処理施設を廃
止した後は、当該建物
を高島炭坑とその採炭
システムを理解するた
めの学習見学施設・休
憩施設として再利用す
る。また、来訪者を北側
の旧石炭積出港へと誘
導する見学通路を新設
する。 

 誘導標識の設置 
 誘導標識は、見学動線
に沿って道路の舗装面
に標示する。 

 眺望の確保 
 現地と古写真を対比し
て見て当時の採炭、運
搬、船積みの採炭シス
テムが想像できる景観
となるよう、集落排水処
理施設を用途廃止後に
撤去し、高島北渓井坑
跡と旧石炭積出港との
間の眺望を確保する 

 見学通路の新設 
 見学者のイメージが膨
らむよう、古写真と同じ
視点で見ることができ
る動線として、旧石炭
積出港へ誘導する見学
通路を新設する。 

 資産への誘導 
 高島北渓井坑跡、旧石
炭積出港、グラバー別
邸等をつなぐ見学者ル
ートを整備する。 

 
 
 

 
 3D・VR 等デジタル技
術を活用する。 

 
 
 

 
 パンフレット、WEB サ
イト等情報発信の内
容を定期的に見直
す。 

 
 
 
 

 

 
 集落排水処理施設
廃止後、学習見学施
設・休憩施設として
の再利用を検討する
（2029 年以降） 

 旧石炭積出港やグラ
バー別邸へ誘導する
見学通路を設置する 

 
 

 

 
 見学動線沿いの道
路舗装面に誘導標
識を設置する。 

 
 当時の様子が想像で
きるよう、資産と旧石
炭積出港との間の眺
望を確保する。（2029
年以降） 

 
 
 
 
 
 

2.そのための
運営体制が
あること 

 ・説明員（ボランティ
アガイドを含む。）
の配置 

なし 

 

あり 把握方法：修復・公開活用計画及び関連する観光施設整備計
画等の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画及び関連する観光施設整備計
画等に定めた事項 

  組織体制整備 
 長崎市は、文化財・観
光・地域センター・世界
遺産・長崎学・市有財
産・景観計画・都市計
画などの部署に、必要
な人員を配置し、相互
に連携している。 

 関係機関との連携 
 所有者・市民・関係団
体・文化庁・内閣官房・
世界遺産に関係する
関係行政機関及び多
分野にわたる国内外
の専門家・研究機関と
の連携を図り、必要な
指導、助言や支援を得
ながら管理を行ってい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 関係機関との連携 
 高島炭鉱を学習資源、研究資源として活
用するとともに、池島炭鉱など他の地域
の炭鉱跡と連携した情報発信を行うため
に、長崎県・長崎市で運営する長崎歴史
文化博物館に加え、他エリアの資料館や
調査研究機関との連携が必要。 

 
 
 
 

 地域社会の参画 
 市民ボランティアガイド
が行う解説の内容につ
いて、これまでの調査
研究結果のみならず、
地域住民等の協力を得
て内容を検討すること
で、偏りなく分かりやす
いきめ細やかな解説に
なり、その結果、地域住
民の関心がさらに高ま
ることが考えられる。さ
らに、地域の資源によ
り愛着を持ってもらうた
めに、高島炭坑や高島
炭鉱ミュージアムのガ
イドコースの設定や見
学ルート整備の企画に
も地域住民等の参画を

 見学ルート整備を検
討する際、地域住民
等の参画を促す。 

 説明員（ボランティア
ガイドを含む）への研
修を行う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



付属資料４ 

 

- 218 - 

 
 
 
 
 

 民間団体による取組 
 NPO、地元自治会、ボ
ランティアガイドが日々
の保全活動や普及啓
発活動に取り組んでい
る。 
 

 
 
 
 
 

 民間団体への支援 
 資産の価値を学習する機会や整備活用
の実態や構想などの情報を的確に伝える
機会を設け、地元の市民ガイドや民間事
業者などの活動を継続して支援していく
体制が必要 

 

 人材の育成 
 今後の活用や情報発信を継続的に実施
するために、情報発信・調査研究に携わ
る人材、保全や炭鉱について高度な知識
をもつ人材の育成が必要。 

促す。 

 大学との連携 
 大学の専門性を活か
し、今後も共同で調査
研究を行う。 

 地元企業の参画 
 地元企業の連携強化
に向けて、観光ガイドの
育成支援を行う。 
 

 
 大学の専門性を活か
し共同で調査研究を
行う。 

 
 ガイドの養成を行う。 

-3 歓待・
もてな

し 

1.来訪を楽し
む施設・設
備が整備さ
れているこ
と 

 ・3D、VR 等技術の活
用 

なし 

 

あり 把握方法：修復・公開活用計画及び関連する観光施設整備計
画等の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画及び関連する観光施設整備計
画等に定めた事項 

  サイネージの設置 
 携帯端末で情報を閲
覧できる。 

 サイネージの更新 
 歴史や世界遺産価値を学習できるよう設
置している携帯端末で情報を閲覧できる
サイネージを最新の情報に適宜更新する
ことが必要。 

 

 サイネージの更新 
 歴史や世界遺産価値を
学習できるよう設置して
いる携帯端末で情報を
閲覧できるサイネージ
を最新の情報に適宜更
新する。 

 3D・VR 等技術の活用 
 3D・VR 等の技術により
当時の様子を視覚化し
たコンテンツを積極的
に使い、来訪者が体感
できるようにする。 

 見学通路の新設 
 見学者のイメージが膨
らむよう、古写真と同じ
視点で見ることができ
る動線として、旧石炭
積出港へ誘導する見学
通路を新設する。 

 見学者ルートの整備 
 高島北渓井坑跡、旧石
炭積出港、グラバー別
邸等をつなぐ見学者ル
ートを整備する。 

 休憩施設の整備 
 遺構周辺を避けた場所
に休憩施設を整備する 

 展望スペースの整備 
 集落排水施設の敷地
にジオラマ模型と説明
板を設置した展望スペ
ースを整備する。 

 周辺整備 
 グラバー別邸跡に隣接
するプール跡地の公園
化、既存の公園及び漁
港施設の活用により、
来訪者用の駐車場・駐
輪場・休憩施設・便所・
ベンチを設置する。 

 サイネージを最新の
情報に適宜更新す
る。 

 
 
 
 
 3D・VR等技術を活用
する。 

 
 
 
 
 
 見学通路を新設する 
 
 
 
 
 
 
 高島北渓井坑跡、旧
石炭積出港、グラバ
ー別邸等をつなぐ見
学者ルートの整備を
検討する。 

 休憩施設の設置を検
討する。 

 
 展望スペースの整備
を検討する。 

 
 
 
 グラバー別邸跡の隣
接地を公園として整
備する。 

 
 
 

2.そのための
運営体制が
あること 

 ・説明員（ボランティ
アガイドを含む。）の
配置 

なし 

 

あり 把握方法：修復・公開活用計画及び関連する観光施設整備計
画等の実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画及び関連する観光施設整備計
画等に定めた事項 

  組織体制整備 
 長崎市は、文化財・観
光・地域センター・世界
遺産・長崎学・市有財
産・景観計画・都市計
画などの部署に、必要
な人員を配置し、相互
に連携している。 

 関係機関との連携 
 所有者・市民・関係団
体・文化庁・内閣官房・
世界遺産に関係する
関係行政機関及び多
分野にわたる国内外
の専門家・研究機関と
の連携を図り、必要な
指導、助言や支援を得
ながら管理を行ってい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 関係機関との連携 
 高島炭鉱を学習資源、研究資源として活
用するとともに、池島炭鉱など他の地域
の炭鉱跡と連携した情報発信を行うため
に、長崎県・長崎市で運営する長崎歴史
文化博物館に加え、他エリアの資料館や
調査研究機関との連携が必要。 

 人材の育成 
 今後の活用や情報発信を継続的に実施
するために、情報発信・調査研究に携わ
る人材、保全や炭鉱について高度な知識

 地域社会の参画 
 市民ボランティアガイド
が行う解説の内容につ
いて、これまでの調査
研究結果のみならず、
地域住民等の協力を得
て内容を検討し、偏りな
く分かりやすいきめ細
やかな解説になり、そ
の結果、地域住民の関
心がさらに高まることが
考えられる。さらに、地
域の資源により愛着を
持ってもらうために、高
島炭坑や高島炭鉱ミュ
ージアムのガイドコース
の設定や見学ルート整
備の企画地域住民等
の参画を促す。 

 資産の整備や調査
研究結果等につい
て、ガイドを含めた関
係者と情報共有す
る。 

 

 

来訪者の

快適感を
充足して
いること 
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 無料公開 
 見学者に費用の負担
がない。 

をもつ人材の育成が必要。 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快
適感、満足感を持ち、価値
を理解するために十分な時
間滞在し、再来訪を意図す
る状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度 (資産全体) 

（個別資産） 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向(当該資産) 

(他の資産) 

☆課題指摘割合(混雑) 

(損壊) 

【現状】 

17.5％ 

48.3％ 

8.4％ 

9.8％ 

27.3％ 

15.4％ 

29.4％ 

0.7％ 

0.0％ 

【目標】 

33.8％ 

10.5％ 

8.4％ 

9.8％ 

27.3％ 

15.4％ 

29.4％ 

0.7％ 

0.0％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足
度調査 

目標  ：平均値（への到達）、最
上位値（への到達、維
持）、課題指摘割合の０
（ゼロ）化 

     

端島炭坑（構成資産６-７） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 191,881  H27 年度 286,936 H28 年度 265,555  H29 年度 291,665  H30 年度 187,455  

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 － H27 年度 － H28 年度 1,282  H29 年度 1,403  H30 年度 1,408  

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

0 件／年 

 

あり 

０件／年 

 

あり 

把握方法：巡回記録など 

目標：０（ゼロ）件 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：あり 

  見学施設外の侵入防止の柵
設置 
 見学施設内の見学広場及び
見学通路に柵を設け、見学施
設外に出ることを防いでい
る。 

 注意喚起看板設置 
 島内に無断で侵入することを
禁止する注意喚起看板を島
の周囲に複数個所設置して
いる。また、島内見学広場に
は、広場の利用にあたっての
注意事項を示す看板を設置
している。 

 モニタリングカメラの設置 
 定点カメラを活用し、島内の
異常の確認が可能。 

 見学区域の制限 
 上陸見学希望者が減少する
見込みはないため、一度に
上陸する人数及び滞在時間
をコントロールし続ける必要
がある。 

 見学施設の維持管理 
 海洋上に所在するため、台
風等の自然災害の被災可能
性が高いこと、自然劣化の
進行が比較的早いこと及び
修理をする場合の資・機材
運搬に船舶が必要なことか
ら、防護柵を含む見学施設
の維持・管理費用が割高と
なる。 

 見学区域の制限 
 上陸する際には、端島炭坑
の操業時の様相、端島炭坑
が果たした役割等を理解で
きるよう生産施設遺構ゾーン
にのみ誘導する。さらに、見
学通路以外への立ち入りを
禁じることにより遺構への影
響を抑制する。 

 見学区域の便益施設制限 
 遺構への影響や海洋上の島
であること、また、上陸は短
時間で十分であると考えられ
ることから、見学者用の休憩
施設・便所・ベンチ・照明施
設等は整備しない。 

 引き続き見学区域の制限を
行うことにより、遺構への影
響を抑制する。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・滞在時間、立入制限
の規制 

 

あり あり 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を
反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  立ち入り区域の制限 
 見学施設以外は「端島への
立ち入りの制限に関する条
例」により立ち入りができない
ように規制しており、上陸見
学は長崎市が設置した見学
施設に限定している。上陸見
学するためのクルーズ船の
一便あたりの定員は 20～222
名、各社 1日 2便を運航し、1
回のクルーズにつき島内の
滞在時間を１時間以内と定め
ている。 

 日常点検 
 地元漁協に端島炭坑跡の日
常点検を依頼しており、自然

 防犯・防災対策 
 基本的に無人の施設である
が、地元漁協や上陸観光船
を運航する船会社が島への
無断侵入者や島の構成要素
の異常を発見した場合は長
崎市に速やかに報告する体
制を整えている 

 人材育成 
 今後、学習・研究資源として
の活用や他地域の炭鉱跡と
の連携した情報発信を確実
に実施するために、情報発
信・調査研究に携わる人材
や構造物の保全や炭鉱につ
いて高度な知識をもつ人材

 上陸観光船の運航制御 
 端島全体に対して、条例を適
切に運用しつつ観光クルー
ズ船の運航状況をコントロー
ルすることにより、適切な上
陸見学者数を保ち、遺構へ
の影響を抑制できるようにす
る。 

 日常的な維持管理 
 ボランティアガイドや地域住
民、大学、地元企業を含む地
域社会が参画することによ
り、関心が高まり、人材育成
にもつながる。また、費用の
負担が軽減されると考えられ
る。 

 上陸観光船の運航制御を
継続する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

構成資産
の土地・

部材等が
物理的に
損なわれ

ないこと 
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災害及び劣化の状態を長崎
市に速やかに報告する体制
を整えている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 組織体制整備 
 長崎市においては、文化財・
観光・地域センター・世界遺
産・長崎学・市有財産・景観
計画・都市計画などの部署
に、必要な人員を配置し、相
互に連携している。 

 関係機関との連携 
 所有者・市民・関係団体・文
化庁・内閣官房・世界遺産に
関係する関係行政機関及び
多分野にわたる国内外の専
門家・研究機関との連携を図
り、必要な指導、助言や支援
を得ながら史跡の管理を行っ
ている。 

を育成する必要がある。ま
た、資産を訪れる来場者へ
の情報伝達を行っている地
元の市民ガイドや民間事業
者などに対して、資産の価
値を学習する機会や整備活
用の実態や構想などの情報
を的確に伝える機会を設
け、地元の市民ガイドや民
間事業者などの活動を継続
して支援していく体制が必
要。 

 異常気象、災害発生時の観

測 
 天災等が発生した場合は、
速やかに史跡の状態を把握
する。 

 災害や災害発生の恐れが

ある場合の対応 
 災害が発生した場合、あるい
は災害の発生が想定される
場合、見学者の安全確保と
史跡保全の措置を行う。 

 組織体制整備 
 長崎市においては、文化財・
観光・地域センター・世界遺
産・長崎学・市有財産・景観
計画・都市計画などの部署
に、必要な人員を配置し、相
互に連携している。 

 関係機関との連携 
 所有者・市民・関係団体・文
化庁・内閣官房・世界遺産に
関係する関係行政機関及び
多分野にわたる国内外の専
門家・研究機関との連携を図
り、必要な指導、助言や支援
を得ながら管理を行ってい
る。 

 災害や異常が発生又は発
生が想定される場合に、所
有者・上陸観光船会社・漁
業者、長崎市の関連する全
ての所属が連携し速やか
に対応するしくみを作る。 

 
 
 
 
 
 
 長崎市において管理保全・
公開活用に必要な部署及
び人員を確保しておく。 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

あり あり 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を
反映 

目標  ：あり 

  見学施設外の侵入防止の柵
設置 
 見学施設内の見学広場及び
見学通路に柵を設け、見学施
設外に出ることを防いでい
る。 

 

 見学施設の維持管理 
 海洋上に所在するため、台
風等の自然災害の被災可能
性が高いこと、自然劣化の
進行が比較的早いこと及び
修理をする場合の資・機材
運搬に船舶が必要なことか
ら、防護柵を含む見学施設
の維持・管理費用が割高と
なる。 

 見学施設の整備 
 新たな見学通路を最小限の
範囲で設置する。また、見学
施設全体の整備等、適切な
維持管理に努める。 

 見学区域の便益施設制限 
 遺構への影響や海洋上の島
であること、また、上陸は短
時間で十分であると考えられ
ることから、見学者用の休憩
施設・便所・ベンチ・照明施
設等は整備しない。 

 引き続き、防護柵を含む見
学施設を維持管理行い、災
害等被災時や自然劣化に
関しては、迅速・的確対応
する。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・安全誘導員の配置 あり あり 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を
反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  立ち入り区域の制限 
 「端島への立ち入りの制限に
関する条例」で見学施設への
立ち入りができないよう規制
しており、上陸見学は長崎市
が整備した見学施設に限ら
れている。 

 上陸時の安全誘導員の配置 
 上陸観光船を運航する船会
社のスタッフが、来訪者の安
全誘導を行っている 

 組織体制整備 
 長崎市においては、文化財・
観光・地域センター・世界遺
産・長崎学・市有財産・景観
計画・都市計画などの部署
に、必要な人員を配置し、相
互に連携している。 

 関係機関との連携 
 所有者・市民・関係団体・文
化庁・内閣官房・世界遺産に
関係する関係行政機関及び
多分野にわたる国内外の専
門家・研究機関との連携を図
り、必要な指導、助言や支援
を得ながら管理を行ってい
る。 

 上陸時の安全誘導員の配置 
 今後も来訪者の安全誘導を
継続する必要がある。 

 

 来訪者の多様化への対応 
 多様化する来訪者に対応す
るため、ガイドの資質・能力
に応じたコミュニケーション
力・接客技術・国内外の文
化・語学等の研修、来訪者
の安全確保を目的に避難誘
導訓練を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 人材育成 
 今後、学習・研究資源として
の活用や他地域の炭鉱跡と
の連携した情報発信を確実
に実施するために、情報発
信・調査研究に携わる人材
や構造物の保全や炭鉱につ
いて高度な知識をもつ人材
を育成する必要がある。 

 災害や災害発生の恐れがあ
る場合の対応 
 災害が発生した場合、あるい
は災害の発生が想定される
場合、見学者の安全確保と
史跡保全の措置を行う。 

 
 
 
 
 

 組織体制整備 
 長崎市においては、文化財・
観光・地域センター・世界遺
産・長崎学・市有財産・景観
計画・都市計画などの部署
に、必要な人員を配置し、相
互に連携している。 

 関係機関との連携 
 所有者・市民・関係団体・文
化庁・内閣官房・世界遺産に
関係する関係行政機関及び
多分野にわたる国内外の専
門家・研究機関との連携を図
り、必要な指導、助言や支援
を得ながら管理を行ってい
る。 

 

 関係者の能力開発 
 多様化する来訪者に対応す
るため、ガイドの資質・能力
に応じたコミュニケーション
力・接客技術・国内外の文
化・語学等の研修、来訪者の
安全確保を目的に避難誘導
訓練を行う。 

 災害や自然劣化への対応
指針及び手順等を策定す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 長崎市において管理保全・
公開活用に必要な部署及
び人員を確保しておく。 

 
 
 
 
 災害や異常が発生又は発
生が想定される場合に、所
有者・上陸観光船会社・漁
業者、長崎市の関連する全
ての所属が連携し速やか
に対応するしくみを作る。 

 関係機関と連絡を密に行
い、情報共有等連携を図る 

来訪者が
安全・安

心感を充
足してい
ること 
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 また、資産を訪れる来場者
への情報伝達を行っている
地元の市民ガイドや民間事
業者などに対して、資産の
価値を学習する機会や整備
活用の実態や構想などの情
報を的確に伝える機会を設
け、地元の市民ガイドや民
間事業者などの活動を継続
して支援していく体制が必
要。 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・ガイドの有無 あり 

 

あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画及び関連す
る観光施設整備計画等の実施状況
を反映 

目標  ：修復・公開活用計画及び関連す
る観光施設整備計画値等に定めた
事項 

  ガイダンス施設の設置 
 （高島石炭資料館）高島炭鉱
跡を紹介する施設として、昭
和 63 年に開館した。炭鉱とと
もに歩んだ高島の歴史を示
す写真をはじめ、炭鉱で使わ
れていた機材、当時の坑道
形状を示した模型、トロッコな
どの重機、炭坑夫の服などを
展示しているほか、島内の各
遺構への案内板・説明板を設
置している。また、屋外には
縮尺 1/100 の端島の模型を
展示している。 
 （長崎市軍艦島資料館）平成
15 年に運営開始、平成 21 年
に軍艦島上陸観光を開始す
るのにあわせて再整備し、平
成 28 年に近隣の公共施設に
移転し展示内容の充実を図
っている。パネルや写真、模
型の展示により端島炭坑の
世界遺産「明治日本の産業
革命遺産」としての価値や歴
史的風景、炭鉱の歴史、埋め
立ての変遷、端島での暮らし
などを紹介している。また最
新の 4K 映像により現在の端
島の状況を紹介している 

 世界遺産登録記念銘の設置 
 第 1 見学広場に世界遺産登
録記念銘を設置した。 

 空撮写真の設置 
 第 1 見学広場に端島全体を
俯瞰した空撮写真を設置して
いる。 

 その他媒体による周知 
 リーフレット（4 か国語）をクル
ーズ船の利用者に配布して
いる。また、WEB サイト「高島
ナビ」「あっと長崎」「軍艦島
（端島）」「長崎市世界遺産推
進室ホームページ」を開設
し、情報を公開している。 

 効果的な伝え方 
 現地において、端島炭坑跡
の持つ歴史及び世界遺産価
値などが分かりにくいため、
効果的な説明方法を工夫す
る必要がある。 
 また、櫓跡などの生産施設
の多くが失われていることか
ら、当時の施設の配置や採
炭システムを効果的に伝え
る工夫が必要さらに、資産
全体の歴史・価値、構成資
産の位置付けを効果的に来
訪者に伝えるため、炭坑施
設の見学に連動して、高島
石炭資料館、長崎市軍艦島
資料館、旧三菱第２ドックハ
ウス及び長崎市内の他の炭
鉱遺構である中ノ島炭坑、
池島炭鉱等での学習機会を
提供する仕組みが必要。 

 ガイドによる案内・解説 
 新たな説明板等は、端島特
有の景観に配慮して、設置し
ない。ガイドが案内・解説を
行う。 

 デジタル技術の活用 
 全ての見学広場において、３
ＤやＶＲ等の技術により、一
連の生産システムの、操業
当時の様相などを端末機器
で視覚的に体感できるように
する。 

 見学通路の整備 
 採炭システムを見学できる新
たな見学通路を最小限の範
囲で設置する。 

 調査記録の公表 
 海底炭坑の島として形成か
ら閉山に至った過程、石炭産
業の発展・衰退の歴史にお
ける端島炭坑の位置付けを
理解できるよう、地下遺構調
査で出土した遺構・遺物の記
録整理を確実に行い、その
成果を高島石炭資料館や長
崎市軍艦島資料館において
公表する。 

 ガイドによる案内・解説を継
続する。 

 
 
 
 操業時の様相などを視覚
的に体感できるデジタル技
術の導入 

 
 
 
 
 採炭システムを見学できる
見学通路を設置する。
（2029 年以降） 

 
 
 調査記録を整理し、関係施
設等において公表する。 

来訪者が
満足感を

充足して
いること 
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2.そのための運営
体制があること 

 ・説明員（ボランティ
アガイドを含む。）の
研修回数 

※長崎市を開催地と
し、長崎エリアを含
む研修内容であるこ
と。 

１回／年 

 

１回／年 把握方法：行事予定、実施状況を反映 

目標  ：年１回以上 

  上陸時のガイドスタッフ配置 
 上陸観光船を運航する船会
社のスタッフが端島炭坑跡の
３つの見学広場において来訪
者に対してガイドを行ってい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 組織体制整備 
 長崎市においては、文化財・
観光・地域センター・世界遺
産・長崎学・市有財産・景観
計画・都市計画などの部署
に、必要な人員を配置し、相
互に連携している。 

 

 関係機関との連携 
 所有者・市民・関係団体・文
化庁・内閣官房・世界遺産に
関係する関係行政機関及び
多分野にわたる国内外の専
門家・研究機関との連携を図
り、必要な指導、助言や支援
を得ながら管理を行ってい
る。 

 上陸できない場合の情報提
供方法等 
 来訪者は船舶を利用し端島
に移動する以外の方法がな
く、上陸見学のための船舶
を総トン 100 トン未満とする
などの基準を長崎市が定め
ることにより、適正な来訪者
数となるよう管理している。
そのため荒天時など上陸で
きない場合もあり、上陸見学
に限らない情報の提供方法
を工夫する必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 関係機関との連携 
 高島炭鉱を学習資源、研究
資源として活用するととも
に、池島炭鉱など他の地域
の炭鉱跡と連携した情報発
信を行うために、長崎県・長
崎市で運営する長崎歴史
文化博物館に加え、他エリ
アの資料館や調査研究機
関等との連携が必要。 

 

 人材育成 
 今後、学習・研究資源として
の活用や他地域の炭鉱跡
との連携した情報発信を確
実に実施するために、情報
発信・調査研究に携わる人
材や構造物の保全や炭鉱
について高度な知識をもつ
人材を育成する必要があ
る。また、資産を訪れる来
場者への情報伝達を行って
いる地元の市民ガイドや民
間事業者などに対して、資
産の価値を学習する機会
や整備活用の実態や構想
などの情報を的確に伝える
機会を設け、地元の市民ガ
イドや民間事業者などの活
動を継続して支援していく
体制が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 組織体制整備 
 長崎市においては、文化
財・観光・地域センター・世
界遺産・長崎学・市有財産・
景観計画・都市計画などの
部署に、必要な人員を配置
し、相互に連携している。 

 

 関係機関との連携 
 所有者・市民・関係団体・文
化庁・内閣官房・世界遺産
に関係する関係行政機関及
び多分野にわたる国内外の
専門家・研究機関との連携
を図り、必要な指導、助言や
支援を得ながら管理を行っ
ている。 

 

 
 人材育成 
 地域おこし協力隊、ボランテ
ィア団体等の活動団体や地
域社会への技術面・経済面
での支援を行い、ガイドの養
成、調査・修復等に携わる
人材を育成する。関係者の
能力開発については、長崎
市職員を対象とした研修、
民間事業者によるボランティ
ア清掃と研修、観光ガイドを
対象にした研修や文化財課
が主催する講座を実施す
る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 長崎市において管理保全・
公開活用に必要な部署及
び人員を確保しておく。 

 
 
 
 
 
 関係機関と連絡を密に行
い、情報共有等連携を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 説明員（ボランティアガイ

ドを含む）への研修を行

う。 

 ガイドの養成を行う。 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・操業時や見学エリア
以外の様子を体感でき
る情報発信機器の整備 

なし 

 

あり 把握方法：修復・公開活用計画及び関連す
る観光施設整備計画の実施状況を
反映 

目標  ：修復・公開活用計画及び関連す
る観光施設整備計画に定めた事項 

 

 

  ガイドアプリの活用 
 来訪者が携帯端末により、
明治日本の産業革命遺産ガ
イドアプリパスポートを利用
することで、楽しみながら理
解を深めることができる。 

 効果的な伝え方 
 現地において、端島炭坑跡
の持つ歴史及び世界遺産
価値などが分かりにくいた
め、効果的な説明方法を工
夫する必要がある。 
 また、櫓跡などの生産施設
の多くが失われていること
から、当時の施設の配置や
採炭システムを効果的に伝
える工夫が必要さらに、資
産全体の歴史・価値、構成
資産の位置付けを効果的
に来訪者に伝えるため、炭
坑施設の見学に連動して、
高島石炭資料館、長崎市軍
艦島資料館、旧三菱第２ド
ックハウス及び長崎市内の
他の炭鉱遺構である中ノ島
炭坑、池島炭鉱等での学習
機会を提供する仕組みが
必要。 

 ガイドによる案内・解説 
 新たな説明板等は、端島特
有の景観に配慮して、設置
しない。ガイドが案内・解説
を行う。 

 デジタル技術の活用 
 全ての見学広場において、
３ＤやＶＲ等の技術により、
一連の生産システムの、操
業当時の様相などを端末機
器で視覚的に体感できるよ
うにする。 

 見学通路の整備 
 採炭システムを見学できる
新たな見学施設を最小限の
範囲で設置する。 

 ガイドによる案内・解説を継
続する。 

 
 
 
 操業時の様相などを視覚
的に体感できるデジタル技
術の導入 

 
 

 

 
 採炭システムを見学できる
見学通路を設置する。 

（2029 年以降） 

 

来訪者の
快適感を

充足して
いること 
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2.そのための運営
体制があること 

 ・情報発信設備の管理・
運営主体の有無 

なし 

 

あり 把握方法：修復・公開活用計画及び関連す
る観光施設整備計画の実施状況を
反映 

目標  ：修復・公開活用計画及び関連す
る観光施設整備計画に定めた事項 

 

  上陸できない場合の対応 
 上陸観光船に乗船できな
い、又は天候不良等で上陸
できなかった乗船者に対し、
より深く知ってもらうために軍
艦島資料館を整備している 

 組織体制整備 
 長崎市においては、文化財・
観光・地域センター・世界遺
産・長崎学・市有財産・景観
計画・都市計画などの部署
に、必要な人員を配置し、相
互に連携している。 

 関係機関との連携 
 所有者・市民・関係団体・文
化庁・内閣官房・世界遺産に
関係する関係行政機関及び
多分野にわたる国内外の専
門家・研究機関との連携を
図り、必要な指導、助言や支
援を得ながら管理を行って
いる。 

 上陸できない場合の情報提
供方法等 
 来訪者は船舶を利用し端島
に移動する以外の方法が
なく、上陸見学のための船
舶を総トン 100 トン未満とす
るなどの基準を長崎市が定
めることにより、適正な来訪
者数となるよう管理してい
る。そのため荒天時など上
陸できない場合もあり、上
陸見学に限らない情報の提
供方法を工夫する必要があ
る。 

 

 
 
 
 
 
 

組織体制整備 
 長崎市においては、文化
財・観光・地域センター・世
界遺産・長崎学・市有財産・
景観計画・都市計画などの
部署に、必要な人員を配置
し、相互に連携している。 

 関係機関との連携 
 所有者・市民・関係団体・文
化庁・内閣官房・世界遺産
に関係する関係行政機関及
び多分野にわたる国内外の
専門家・研究機関との連携
を図り、必要な指導、助言や
支援を得ながら管理を行っ
ている。 

 
 人材育成 
 地域おこし協力隊、ボランテ
ィア団体等の活動団体や地
域社会への技術面・経済面
での支援を行い、ガイドの養
成、調査・修復等に携わる
人材を育成する。関係者の
能力開発については、長崎
市職員を対象とした研修、
民間事業者によるボランティ
ア清掃と研修、観光ガイドを
対象にした研修や文化財課
が主催する講座を実施す
る。 

 

 

 
 
 
 長崎市において管理保全・
公開活用に必要な部署及
び人員を確保しておく。 

 

 

 
 関係機関と連絡を密に行
い、情報共有等連携を図る 

 

 

 

 

 

 
 説明員（ボランティアガイド
を含む）への研修を行う 

 ガイドの養成を行う。 

 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度(資産全体) 

(個別資産) 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向(当該資産）

（他の資産） 

☆課題指摘割合(混雑) 
(損壊) 

【現状】 

52.2％ 

2.2％ 

1.8％ 

2.6％ 

37.9％ 

11.4％ 

18.0％ 

12.9％ 

0.0％ 

【目標】 

52.2％ 

2.2％ 

1.8％ 

2.6％ 

39.8％ 

13.2％ 

20.8％ 

2.5％ 

0％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標  ：平均値（への到達）、最上位値
（への到達、維持）、課題指摘割
合の０（ゼロ）化 
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旧グラバー住宅（構成資産６-８） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 1,035,796  H27 年度 1,221,243  H28 年度 987,822  H29 年度 996,075  H30 年度 348,523  

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 － H27 年度 － H28 年度 7,631  H29 年度 10,086  H30 年度 3,523  

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追

加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

（施設閉館時間帯） 

46 件／年 

 

あり 

０件／年 

 

あり 

把握方法：巡回記録など 

目標：０（ゼロ）件 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：あり 

  立入制限範囲の設定 
 建物内部の一部を非公開と
し、立ち入りを制限してい
る。 

 

 見学ルート・方法の見直し 
 見学者が自由に建物内に
立入できる公開方法として
いることから、建造物の劣
化・摩耗が進行しているた
め、建造物の公開方法を見
直す必要がある。 
 建具を常時開放しているた
め、風雨の進入により壁
紙・天井紙の剥がれが生じ
ているため、出入口の限定
及び見学ルートの見直しな
どの対策が必要である。 

 新たな見学ルールの設定 
 今後の来訪者数の増加を
視野に入れ、旧グラバー住
宅の来訪者管理のルールを
次のとおり設定する。 
①出入口を各 1 箇所に限定
する。 
②見学コースを設定し、室内
に誘導標識を設置する。 
③適切な空調設備を設置す
る。 
④補修・清掃のため定期的
に非公開とする期間・部屋を
定める。 

 新たな見学ルールを設定
する。 

 

2.そのための運営
体制があること 

 ・補修・清掃を実施す
るための非公開期間及
び非公開部屋の設定 

なし あり 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を
反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  指定管理者による管理運営 
 長崎市からグラバー園の管
理業務を受託した指定管理
者が日常業務の中で、建物
の清掃、保守点検、花壇・樹
木等外構の手入れを行い、
また、日常業務にあたる職
員への研修を行っている。 

 メンテナンス頻度と方法の見
直し 
 年中無休で公開しているた
め、建造物の維持補修を行
う期間が確保できないこと
から、清掃管理・メンテナン
スの方法について検討が
必要である。 

 劣化を最小限に抑えるため
の空調設備導入 
 空調機器を設置して建物内
部の劣化を最小限に抑える
とともに、見学ルートの見直
しにより、建物内を清掃する
時間を十分確保する。 

 空調設備の導入を検討す
る。 

 メンテナンスの適正な回
数・時間を設定する。 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

（施設閉館時間帯） 

あり あり 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を
反映 

目標  ：あり 

 

 

  案内板・説明版のデザイン設
置 
 グラバー園開園時から順次
設置した案内板・説明板を
複数設置している。 

 

 

 

 

 樹木の管理 
 グラバーが長崎で活躍した
時代から植えられていたと
思われるソテツ、ムクロジ等
の樹木が現在も旧グラバー
住宅及び緩衝地帯において
生育している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 グラバー園の来訪者導線上

のバリアフリー化 
 来訪者を高台に安全に誘導
し、ガイダンス施設である旧

 案内板・説明版のデザイン見
直し 
 案内板、説明版のデザイン
を統一する必要がある。  

 
 
 
 
 
  

 樹木の管理 
 樹木が成長し大木となって
おり、旧グラバー住宅の庭
から見た長崎港方向の眺
望は元治元年（1864）と異
なっており、往時の風景に
景観を近づける必要があ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 バリアフリー化 
 園路の石畳、旧グラバー住
宅出入口、建物内部は一
部段差があり真実性を損な
わないことを前提に、バリア

 統一ロゴ・デザインの案内板・
説明版設置 
 誘導サインを集約し、ユニ
バーサルデザイン、4 ヶ国語
（日、英、中、韓）にも対応し
た統一デザインのものに入
れ替える。説明・誘導サイン
は景観を阻害しない意匠と
する。 

 

 誘導路上の樹木剪定・伐採と

バリアフリー化 
 眺望を遮っている樹木を剪
定又は伐採する必要があ
る。構成資産の価値を維持
し、グラバー期の状態に近
づけるために、以下の条件
にあてはまる樹木を伐採・
植替・剪定の対象とする 
①建物維持管理に対して悪
影響がある。 
②グラバー期の庭園の状況
と著しく相違している。 
③旧グラバー住宅の外観観
賞を阻害する。 
④旧グラバー住宅前庭から
の長崎港への眺望を阻害す
る。 

 

 誘導路のバリアフリー化 
 旧グラバー住宅及びグラバ
ー園におけるバリアフリー未
着手箇所の内、資産価値や

 説明・誘導サインを入れ替
える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 誘導路上の眺望・安全を阻
害する樹木剪定又は伐採
を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 バリアフリー未着手箇所に
ついて、資産価値や景観を
壊さない範囲でバリアフリ
ー化する。 

構成資産

の土地・
部材等が
物理的に

損なわれ

ないこと 

来訪者が

安全・安
心感を充
足してい

ること 
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三菱第 2 ドックハウス、旧グ
ラバー住宅の順に誘導する
ため、グラバー園内にバリア
フリーの動く歩道を 2 基設置
している。 

フリーとする必要がある。 景観を壊さない範囲でバリ
アフリーとする。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・資産又は周辺環境の
異常時の来訪者安全確
保のための手続きフロ
ーの有無 

あり あり 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を
反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事項 

  警備員の配置 
 警備員が構成資産と周辺環
境の巡回点検を行うととも
に、来訪者の安全誘導を行
っている。 

 

 指定管理者と所有者（長崎
市）との連携 
 巡回点検において資産又
は周辺環境に異常が確認
された際の修繕、補修工事
を行う場合に、修繕は指定
管理者、補修工事は市所
有者としているが、適正な
手法を選択することが必要
であることから時間を要す
るケースがある。 

 指定管理者と所有者（長崎
市）との役割の明確化と処理
の迅速化 
 修理、修繕に備えて予め役
割分担と、手続きフローを明
確にする。 

 資産又は周辺環境の異常
時の来訪者安全確保のた
めの手続きフローを策定す
る。 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・当時の設いに即した
家具・調度品の設置 

なし あり 

 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況及
び関連する施設整備計画等の実施
状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画及び関連する
施設整備計画等に定めた事項 

  ガイダンス施設の設置 
 グラバー園内の旧三菱第 2
ドックハウス 1 階でパネル展
示及び映像設備による世界
遺産に関する解説を行って
いる。 

 旧グラバー住宅内の展示 
 旧グラバー住宅内部の公開
居室には調度品等を展示し
ているほか、一部の居室で
はパネル・資料の展示を行
っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  グラバー園全体をカバーす

る音声ガイド導入 
 施設の解説を多言語により
聞くことができる音声ガイド
機器を貸し出している。 

 説明内容・方法の見直し 
 世界遺産・居留地における
旧グラバー住宅の位置付
け及び長崎近代史における
グラバーの位置付けが十
分発信されていない。 
 最新の調査・研究成果が展
示に反映されておらず、更
新が行われていないため、
調査、研究を推進し成果を
公表する必要がある。 
 アミューズメントとしての展
示・活用は行われている
が、重要文化財・世界遺産
としての価値が来園者に十
分伝わっていないため、展
示内容の見直しが必要であ
る。 
 サインの形態・意匠が統一
されていないため一体感に
欠け、サインが重複するこ
とにより景観を阻害してい
る。 

 説明内容・方法の更新 
 旧グラバー住宅内部及び前
庭において、居留地の古絵
図、古写真のパネル、古写
真に写っている大砲のレプ
リカ等を設置する。 
 家具・調度品・設備を往時
の姿に合わせる。馬屋・納
屋、貯蔵庫では、調査研究
に基づき当時の使われ方を
再現する展示を行う。 
 グラバーの活動や暮らしぶ
りを紹介する解説パネル及
びデジタル映像装置などの
展示物を配置する。 
 旧グラバー住宅と三菱重工
業株式会社長崎造船所との
位置関係、旧グラバー住宅
の立地の真実性が来訪者
に適切に伝わるように、住
宅内部と前庭において古絵
図・古写真等のパネルを設
置する。 

 古写真により前庭・日本庭
園の再現を検討する。 

 屋内に解説パネルやデジタ
ル映像装置等を配置する。 

 当時の設いに即した家具・
調度品を設置する。 

 屋内及び前庭において、古
絵図・古写真等のパネルを
展示する。 

 当時の状況を再現し、大砲
の模造品等を展示する。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・説明員（ボランティ
アガイドを含む。）の
研修回数 

※長崎市を開催地と
し、長崎エリアを含
む研修内容であるこ
と。 

１回／年 

 

１回／年 把握方法：行事予定、実施状況を反映 

目標  ：年１回以上 

  学芸員、専門技術者の設置 
 長崎市から委託を受けた指
定管理者は、学芸員・専門
技術者を配置し、施設の維
持管理・周知啓発・調査研究
を行っている。 

 人員体制の見直し 
 情報発信・調査研究に携わ
る人材及び構造物の保全・
公開活用について高度な
知識を持つ人材を育成する
必要がある。 

 

 人材育成 
 さるくガイド及び管理者を対
象にした理解促進のための
研修会を年 1 回以上開催
し、人材を育成する。 

 世界遺産価値を後世に引き

継ぐための専門家の養成 
 構造物の保全・公開活用に
ついて高度な知識を持つ専
門家を指定管理者に配置す
るとともに、地元企業・研究
機関と情報を共有する組
織、会議、研究会等を設け
る。 

 説明員（ボランティアガイド
を含む。）への研修を行う。 

 ガイドの養成を行う。 
 
 
 高度な知識を持つ専門家
を指定管理者に配置し、企
業、研究機関と情報を共有
する機会を設ける。 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・旧グラバー住宅の活
用に関する会議等への
参加 

あり 

 

あり 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況及
び関連する観光施設整備計画等の
実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画及び関連する
観光施設整備計画等に定めた事項 

  期間限定のライトアップの実
施 
 期間限定で園内の建物のラ
イトアップを行い、約 30 万球
から成るイルミネーション施
設を設置している。 

 期間限定のプロジェクションマ

ッピングの実施 
 夜間開園時に旧グラバー住
宅においてグラバー、旧グラ
バー住宅を中心に、長崎の
幕末から明治期にかけての
歴史をプロジェクションマッピ
ングの方法で来訪者に分か
りやすく伝えている。 

 イルミネーションの点灯方法
の見直し 
 イルミネーションの光によ
り、旧グラバー住宅等のラ
イトアップ及び対岸のジャイ
アント・カンチレバークレー
ン等のライトアップが見えな
いため、照明の色彩・高さ・
光量等の調整が必要であ
る。 
 イルミネーションの配線が
日中の開園時間には景観
を阻害しているため、配線
の色及び設置方法を見直
す必要がある。 

 イルミネーションの点灯方法
の見直し 
 長崎市中心部で開催されて
いるイルミネーション関連の
イベントもあるため、イベント
実行委員会・指定管理者・
長崎市が連携して進める必
要がある。グラバー園内で
は、イルミネーションを設置
する範囲を限定するととも
に、取り付ける高さを低くす
るなど、構成資産・文化財の
価値を損ねない一定のルー
ルを定める。 

 イルミネーションのバランス
について検討する。 

来訪者が

満足感を
充足して
いること 

来訪者の
快適感を
充足して

いること 
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2.そのための運営
体制があること 

 ・管理・運営主体の有無 あり 

 

あり 把握方法：修復・公開活用計画の実施状況及
び関連する観光施設整備計画等の
実施状況を反映 

目標  ：修復・公開活用計画及び関連する
観光施設整備計画等に定めた事項 

  期間限定の夜間開放の実施 
 7 月中旬から 12 月 25 日な
ど定期的に夜間開園を実施
している。 

 

 開園時間の見直し 
 現在行っている定期的な夜
間開園期間も含め、開園時
間及び料金について来訪
者のニーズを適切に把握す
る必要がある。 

 

 隣接する大浦天主堂と連携し
た誘客 
 隣接する世界遺産「長崎と
天草地方の潜伏キリシタン
関連遺産」の構成資産であ
る大浦天主堂への来訪者を
旧グラバー住宅にも誘客す
るため、開園時間及びライト
アップの時期の調整、連絡
通路の整備、イベントの開
催を行う。 

 関係機関において、イルミ
ネーションも含めた施設運
営の方針など把握してお
く。 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度(資産全体) 

(個別資産) 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向(当該資産）

（他の資産） 

☆課題指摘割合(混雑) 
(損壊) 

【現状】 

28.0％ 

5.3％ 

25.3％ 

33.9％ 

17.5％ 

12.3％ 

15.0％ 

1.1％ 

0.6％ 

【目標】 

33.8％ 

2.9％ 

12.6％ 

15.17％ 

24.4％ 

13.2％ 

20.8％ 

0.8％ 

0.3％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標  ：平均値（への到達）、最上位値
（への到達、維持）、課題指摘割
合の０（ゼロ）化 
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三池炭鉱 宮原坑・専用鉄道敷跡（構成資産 7-1） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 2,835 H27 年度 72,849 H28 年度 33,723 H29 年度 28,300 H30 年度 22,965 

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 650 H27 年度 1,925 H28 年度 2,224 H29 年度 1,768 H30 年度 1,737 

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 
(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
さ れ て い る こ
と 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

【宮原坑】 

0 件／年 

あり 

 

【専用鉄
道】 

0 件／年 

なし 

【宮原坑】 

０件／年 

あり 

 

【専用鉄
道】 

0 件／年 

あり 

把握方法：ガイド兼監視員の巡回 

目標：０（ゼロ）件 

把握方法：市とガイドとの定例会の開催  

目標  ：毎月１回 

 

 

  宮原坑は公開施設として、シ
ルバー人材センターのガイド
が常駐しており、公開時間以
外は施錠している。 

 
 
 
 専用鉄道敷は、現在のところ
常時公開しており、危険個所
に注意喚起の看板や立ち入り
禁止のパーテーションを設置
している。また市職員が日常
的に見回る他、除草清掃作業
時に資産・要素の点検等も実
施しており、連絡体制を整えて
いる。しかし資産全体を損傷
から保護する施設・設備は整
備されていない。 

 
 宮原坑及び専用鉄道敷跡を
合わせると、大牟田市部分だ
けでも資産範囲：約 90,000 ㎡
と広大な敷地面積を有してい
る。 

 宮原坑は敷地内の建造物や
工作物等の日常管理は概ね
できているが、資産範囲が広
いため、除草・清掃などの環
境・景観保全方法は長期的
に検討していく必要がある。 

 
 専用鉄道敷跡は県道、市
道、河川を跨いでいるが、そ
れを跨ぐ橋梁・橋台などが老
朽化しており、検査と補修が
必要。また、資産範囲が広大
なため、除草清掃作業に伴う
巡視を日常的に行ってはい
るが、景観保全を効率的に
行う手法を検討する必要が
ある。また、資産全体のセキ
ュリティ設備が整備されてい
ない。 

 宮原坑は当面は現状維持を
基本として、経過観察を行い
ながら将来的な景観保全の
手法を検討していく。 

 
 
 
 専用鉄道敷跡は、橋梁検査
及び補修を実施する。また、
セキュリティ対策を検討する。 

 宮原坑は当面、現状維持を
基本として経過観察(モニタ
リング)を実施しながら、資
産の状況を事前に把握し
物理的損傷を未然に防ぐ。 

 
 
 専用鉄道敷跡は、整備計
画の中で 2018-2020 年度
に測量調査による現況状
況の把握を行い、2021 年
度から各橋梁・橋脚の早急
な点検・補修を行う。また、
資産全体のセキュリティ設
備の設置を目指す。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・巡回回数 

・監視員の員数 等 

・避難訓練の開催 

 

 

【宮原坑】 

359 回／
年、359 人 

年１回 

 

【専用鉄
道】 

180 回／
年、180 人 

年 0 回 

【宮原坑】 

359 回／
年、359 人 

年１回 

 

【専用鉄
道】 

180 回／
年、180 人 

年 0 回 

把握方法：ガイド兼監視員の巡回 

目標：開館時は毎回巡回を行う 

把握方法：市とガイドとの定例会の開催  

目標  ：毎月１回 

  宮原坑は、無料の一般公開施
設として市及びガイドによる日
常の管理運営がされており、
開場時間はガイド兼監視員が
常駐している。 

 資産の現状変更等について
は国・県とも密に連絡を取り合
いながら対策に取り組んでい
る。 

 専用鉄道敷跡は、市職員が除
草・清掃作業を兼ねて日常的
に巡視し、連絡体制を整えて
いる。 

 宮原坑は敷地内の建造物や
工作物等の日常管理ができ
ているが資産範囲が広いた
め、より効率的・効果的な管
理体制の検討が必要であ
る。 

 

 
 専用鉄道敷跡は資産そのも
のが広大であり、また県道、
市道、河川を跨ぐ橋梁等の
構造物も含まれていることか
ら、現在の体制では資産をく
まなく網羅的に管理していく
ことは難しい。より効率的・効
果的な管理体制の検討が必
要である。またステークホル
ダーや地区別協議会で連携
を図っているが人事異動によ
り引継ぎが不十分である。い
ずれの資産も自治体直営で
管理・運営しており、今後は
自治体の財政状況により体
制の見直しも考えうる。 

 宮原坑は敷地内の建造物や
工作物等の日常管理につい
て、現状の体制を継続しなが
らも、より悉皆的に広い資産
範囲を将来に亘って景観保全
していくための方法を検討し
ていく。 

 
 専用鉄道敷跡は、広大な資
産管理を実施できる人員体制
と、将来に亘って維持管理し
ていく長期計画を検討してい
く。また、ステークホルダーな
ど関係企業への啓発も検討し
ていく必要がある。 

 宮原坑は当面、現行の日
常管理体制を継続しなが
ら、より効率的・効果的に管
理できるマニュアルの作成
と長期計画を作成するとと
もに、維持管理に関する予
算を毎年確保する。 

 
 専用鉄道敷跡は当面、現
行の日常管理体制を継続
しながら、より効率的・効果
的に管理できるマニュアル
の作成と長期計画を作成
すると共に、維持管理に関
する予算を毎年確保する。
また、ステークホルダーと
の定期的な連絡・情報共有
を行う。 

構成資産
の土地・
部材等が

物理的に
損なわれ
ないこと 
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構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

【宮原坑】 

あり 

 

【専用鉄
道】 

なし 

【宮原坑】 

あり 

 

【専用鉄
道】 

あり 

把握方法：監視員の巡回 

目標：０（ゼロ）件 

把握方法：監視員との定例会の開催  

目標  ：毎月１回 

  宮原坑は見学エリア内の安全
対策が未整備の建造物等に
ついては、簡易なバリケード
や立入禁止看板等を設置し、
注意を喚起すると共に、どうし
ても危険な箇所については立
ち入りを制限している。 

 

 
 専用鉄道敷は、現在のところ
常時公開しているが、安全対
策が未整備な場所や危険箇
所については、注意喚起の看
板や立入禁止のバリケード等
を設置し、注意喚起や立入の
制限を行っている。2018 年度
から「三池炭鉱跡の保存・公
開・活用の計画」に基づき、公
開エリアの拡大を目的とした
安全対策の整備に着手してい
る。 

 資産全体が明治後期の造作
であり老朽化は日々進んで
おり、来訪者の安全確保には
細心の注意を払う必要があ
る。しかし、ＯＵＶに貢献する
要素の保全と来訪者の安全
確保が両立できない部分も
ある(バリアフリー化など)。 

 
 専用鉄道敷跡についても同
様に老朽化と来訪者の安全
確保の両立の課題がある。
今後、整備スケジュールに沿
って着実に行っていく必要が
あり、予算については国庫補
助事業を活用していくが、整
備に係る全体予算の中で折
り合いをつける必要がある。 

 宮原坑は「三池炭鉱跡の保
存・公開・活用の計画」に基づ
き、資産の理解を深めるため
に公開エリアの拡大を実施し
その中で、計画的な安全対策
（修復、補強、パーテーション
など）の整備を行っていく。 

 

 
 専用鉄道敷跡についても同
様に、計画に基づき、安全柵
やパーテーションなどの整備
を行っていく。 

 宮原坑は「三池炭鉱跡の保
存・公開・活用の計画」に基
づいた整備を実施する。そ
の中で、来訪者の安全対
策にも取り組み、より安全
で分かりやすい整備の実現
を目指す。 

 

 
 専用鉄道敷跡については、
上記計画に基づいた整備
を実施する。その中で、来
訪者の安全対策にも取り組
み、より安全で分かりやす
い整備の実現を目指す。ま
た、上記計画は長期に亘
り、一定恒常的な財源が必
要となるため、国庫補助等
の財源確保を図っていく。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・巡回回数 

・監視員の員数 等 

【宮原坑】 

359 回／
年、359 人 

 

【専用鉄
道】 

180 回／
年、180 人 

【宮原坑】 

359 回／
年、359 人 

 

【専用鉄
道】 

180 回／
年、180 人 

把握方法：整備計画の実施状況を反映 

目標  ：整備計画に定めた事項 

  宮原坑は、無料の一般公開施
設として市及びガイドによる日
常の管理運営がされており、
開場時間はガイド兼監視員が
常駐している。 

 
 
 専用鉄道敷跡は、市職員が除
草・清掃作業を兼ねて日常的
に巡視し、連絡体制を整えて
いる。 

 宮原坑は日常的な来訪者の
安全対策が行われており、概
ね適切に運用されている。 

 

 

 
 専用鉄道敷跡は、限定公開
区域に最小限の安全対策
（立入禁止区域の設定や、注
意喚起の看板の設置など）は
講じているが、広大な資産全
体について十分な監視がで
きていない。 

 宮原坑は当面は現行の管理
運営を継続しながら、「三池炭
鉱跡の保存・公開・活用に関
する計画」に基づいて、来訪
者の安全確保を検討する。 

 
 
 専用鉄道敷跡は、当面は現
行の管理運営を継続しなが
ら、上記計画に基づいて、公
開エリアの拡大とともに随時
安全対策（立入禁止区域の設
定や、注意喚起の看板の設
置など）の強化を図る。 

 宮原坑は当面は現行の管
理運営を継続しながら、整
備計画の遂行による安全
性の向上と、来訪者数の動
向により管理体制を見直
す。 

 
 専用鉄道敷跡は当面は現
行の管理運営を継続しなが
ら、整備計画の遂行による
安全性の向上と、来訪者数
の動向により管理体制を見
直す。 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・ビジターセンターの
開設 

・ガイドの充実等 

  把握方法：関連する整備計画等の実施状況
を反映 

整備計画の実施状況を反映 

 

目標  ：関連する整備計画等に定めた事
項 

     整備計画に定めた事項 

 

 

  宮原坑は資産内に建造物や
設備などの内容説明のための
解説板を適宜設置している。 

 
 
 
 
 
 開場日には施設ガイドによる
ガイドツアーを実施している。
サイネージを利用したスマート
フォンやタブレットで使用でき
る音声ガイドシステム（英語・
中国語・韓国語対応）を整備
し、タブレットの無料貸し出しも
行っている。 

 専用鉄道敷跡は資産内に内
容説明のための解説板を適
宜設置している。 

 宮原坑は施設内に解説板を
整備しているが、見学動線上
の問題等で十分に機能して
いないものも多く見られる。ま
たビジターセンターがないた
め、世界遺産共通展示が十
分に構築できていない。 

 
 ガイドは人材は充実している
ものの、高齢化が進んでいる
ため後継者不足が危惧され
る。 

 

 

 
 専用鉄道敷跡は、解説板の
設置以外のガイド機能が整
備されていない。 

 宮原坑は「三池炭鉱跡の保
存・公開・活用の計画」に基づ
き、ビジターセンターの設置を
検討していく。 

 
 
 
 
 ガイドの人材育成はもちろん
のこと、人材確保に向けた取
組をはかる。 

 

 

 
 
 専用鉄道敷跡は、上記計画
に基づき、解説板のみならず
遊歩道の整備や移動手段の
新たな確保を検討していく。 

 ガイドによる定時ガイドツアー
などガイドの充実を検討して
いく。 

 宮原坑は「三池炭鉱跡の保
存・公開・活用の計画」に基
づき、ビジターセンターを設
置し、世界遺産共通展示を
充実させる。 

 
 
 
 ガイド組織として人材が確
保できる仕組みづくりを行
う。 

 
 
 
 
 
 専用鉄道敷跡は、上記計
画を着実に実行する。ガイ
ドのスキルアップをはかり、
専用鉄道敷跡のガイドも行
う仕組みづくりを行う。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・説明員（ボランティ
アガイドを含む。）の
配置 

【宮原坑】 

20 人 

 

【専用鉄
道】 

なし 

【宮原坑】 

30 人 

 

【専用鉄
道】 

5 人 

把握方法：関連する観光施設整備計画等の
実施状況を反映 

目標  ：関連する観光施設整備計画等に
定めた事項 

  宮原坑では施設ガイドを開場
時間中、常時実施している。
ガイドシステムの説明やタブレ
ットの貸し出しも随時行ってい
る。 

 また世界遺産価値を正しく伝
えられるよう、施設ガイド、市
職員に対して、毎年研修会を
開催している。 

 

 
 専用鉄道敷跡にはガイドはい
ない。 

 宮原坑のガイドはスキルは
十分であるが、自治体の財
政状況による十分な人員配
置ができない可能性もでてく
る。 

 関係者への研修会を毎年実
施しているものの、なかなか
スキルアップにつながってい
ない。 

 

 
 専用鉄道敷跡にはガイドが
いないため、来訪者への価
値説明が困難である。 

 宮原坑のガイドの人員を一定
程度確保できるよう、財源の
確保に努める。 

 
 
 ガイドのスキルアップのみな
らず新たなガイドの募集や、
明治日本全体で他地域のガ
イドとの交流等を図っていく。 

 

 
 専用鉄道敷跡には、ガイドの
常駐は厳しいものの、行事や
イベント時などでの活用を検
討する。 

 宮原坑のガイドの一定確保
のため、予算を毎年確保す
る。 

 
 
 「明治日本の産業革命遺
産」世界遺産協議会が主催
するエリアでのガイド研修
会や三池エリア内でのガイ
ド交流を図る。 

 
 専用鉄道敷跡において、年
間数回の行事やイベントを
開催し機会を捉えて価値を
説明していく。 

来訪者が

安全・安
心感を充
足してい

ること 

来訪者が
満足感を
充足して

いること 
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-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・飲食施設の有無 

・トイレの有無 等 

【宮原坑】 

あり 

あり 

 

【専用鉄
道】 

なし 

なし 

【宮原坑】 

あり 

あり 

 

【専用鉄
道】 

あり 

なし 

把握方法：関連する観光施設整備計画の実
施状況を反映 

目標  ：関連する観光施設整備計画に定
めた事項 

  宮原坑には敷地内に物産ス
ペース（飲食スペース併設）を
設置し、地元特産品やお土産
を販売している。 

 
 
 
 
 毎年秋季には、物産販売や資
産理解のための事業「炭鉱の
祭典」を開催し、多くの来訪者
が訪れている。 

 
 
 

 専用鉄道敷跡には、敷地何に
は飲食施設やトイレ等はな
い。 

 毎年秋季には、物産販売や資
産理解のための事業「炭鉱の
祭典」を開催し、多くの来訪者
が訪れている。 

 宮原坑の物産スペースは仮
設であり、より一層の物品や
サービスの向上が必要であ
る。 

 
 
 
 
 秋季には定例イベントが定着
しているが、他の季節の行事
やイベントを充実させていく
必要がある。 

 

 
 専用鉄道敷跡には、将来的
には最低限度の利便施設（ト
イレや駐車場など）も求めら
れている。 

 宮原坑の飲食施設は「三池炭
鉱跡の保存・公開・活用に関
する計画」に基づき、整備を
検討する。 

 
 
 
 
 テーマ性などを持たせた年間
を通じてイベントの企画などを
検討していく必要がある。 

 

 

 
 専用鉄道敷跡では、「三池炭
鉱跡の保存・公開・活用の計
画」に基づき、遊歩道の整備
等に付随するトイレ等の設置
を検討する。 

 宮原坑には「三池炭鉱跡の
保存・公開・活用に関する
計画」に基づき、飲食施設
兼ガイダンス施設(ビジター
センター)を駐車場に設置
する。そのために国庫補助
事業などの活用や予算を
毎年確保する。 

 「炭鉱の祭典」として大牟
田・荒尾の複数の近代化産
業遺産をつなぎ、より幅広
い資産の公開と炭鉱の歴
史への理解を促すイベント
を毎年実施する。 

 
 専用鉄道敷跡では、「三池
炭鉱跡の保存・公開・活用
の計画」に基づき遊歩道を
整備する。また、国庫補助
事業などの活用や予算を
毎年確保する。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・管理・運営主体の有無 【宮原坑】 

あり 

 

【専用鉄
道】 

あり 

【宮原坑】 

あり 

 

【専用鉄
道】 

あり 

把握方法：関連する観光施設整備計画の実
施状況を反映 

目標  ：関連する観光施設整備計画に定
めた事項 

  宮原坑では民間業者と委託契
約を結び物産スペースの運営
管理を行っている。 

 
 
 
 
 また、大牟田市、荒尾市、民
間による実行委員会を組織
し、「炭鉱の祭典」を毎年11月
3日に実施している。 

 
 専用鉄道敷跡は市の直営管
理であるが、物販施設やトイレ
等はない。 

 宮原坑での飲食施設につい
ては、市と民間団体とで一体
となったおもてなしの強化を
図っていく必要がある。 

 
 
 
 また、11 月 3 日の「炭鉱の祭
典」より多くの地元住民や地
元団体と協力して地域振興を
図っていく必要がある。 

 
 専用鉄道敷跡は、広大な敷
地を有しているため、管理・
運営に困難な面がある。 

 宮原坑では「三池炭鉱跡の保
存・公開・活用の計画」に基づ
く整備に合わせて、来訪者の
満足度調査等を実施しなが
ら、飲食施設の内容充実のた
め市と民間との機能強化を図
る。 

 「炭鉱の祭典」を開催するよ
う、年間を通じて実行委員会
が主体となって計画的に取り
組んで行く。 

 
 専用鉄道敷跡は、「三池炭鉱
跡の保存・公開・活用の計画」
に基づく整備に合わせて、運
営管理体制の検討を行って
いく。 

 宮原坑では、「三池炭鉱跡
の保存・公開・活用の計画」
に基づく整備と共に、来訪
者調査を実施し、よりよい
資産の公開を民間団体と
共に目指す。 

 
 「炭鉱の祭典」の実行委員
会を年間通して実効性のあ
るものとして運営する。 

 
 
 専用鉄道敷跡は「三池炭鉱
跡の保存・公開・活用の計
画」に基づく整備・充実に合
わせ、よりよい管理体制を
模索し宮原坑と一体的な民
間への管理運営委託を目
指す。 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向 

☆課題指摘割合 

【現状】 

50.9％ 

0％ 

1.8％ 

33.3％ 

19.3％ 

0.0％ 

【目標】 

52.2％ 

0％ 

0％ 

39.8％ 

23.4％ 

0％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標  ：平均値（への到達）、最上位値
（への到達、維持）、課題指摘割
合の０（ゼロ）化 

     

 

  

来訪者の
快適感を
充足して

いること 
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三池炭鉱 万田坑（構成資産 7-1） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 31,345 H27 年度 113,112 H28 年度 55,590 H29 年度 45,765 H30 年度 39,956 

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 2,645 H27 年度 2,754 H28 年度 9,000 H29 年度 10,620 H30 年度 10,620 

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

③ 指標の計測・算出方法 
④ ※定量調査、定性調査、来訪者満足度

調査の活用、別途調査の活用など 

 
(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
さ れ て い る こ
と 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

【万田坑】 

0 件／年 

 

あり 

 

【専用鉄道
敷跡】 

0 件／年 

 

あり 

【万田坑】 

０件／年 

 

あり 

 

【専用鉄道
敷跡】 

0 件／年 

 

あり 

把握方法：監視員の巡回 

目標：０（ゼロ）件 

把握方法：指定管理者との定例会の開催  

目標  ：毎月１回 

  万田坑は、指定管理者が常駐
しており、公開時間以外は警
備保障会社の無人監視シス
テムを導入している。 

 

 

 
 専用鉄道敷跡は、危険個所に
注意喚起の看板や立ち入り
禁止のパーテーションは設置
しているが、資産全体を損傷
から保護する施設・設備は整
備されていない。 

 
 万田坑及び専用鉄道敷跡を
合わせると、荒尾市部分だけ
でも資産範囲：約 13ha と広
大な敷地面積を有している。 

 万田坑は、概ね建造物や工
作物等の日常管理ができて
いるが、資産範囲（特に指定
管理区域外）が広大なため、
将来的な除草・清掃などの
景観保全方法は検討してい
く必要がある。 

 
 専用鉄道敷跡は、国道、県
道、市道、ＪＲ鹿児島線を跨
いでいるが、それを跨ぐ橋
梁などが老朽化しており、
検査と補修が必要。また、資
産範囲が広大なため、除草
清掃作業に伴う巡視を日常
的に行ってはいるが、景観
保全を効率的に行う手法を
検討する必要がある。また、
資産全体のセキュリティ設
備が整備されていない。 

 

 万田坑は、当面は現状維持を
基本として経過観察しなが
ら、将来的な景観保全の手法
を検討する。 

 

 

 
 専用鉄道敷跡は、橋梁検査及
び補修については、早急に実
施する。史跡未指定のＪＲ跨
線橋については当面は市単
独で検査を実施せざるをえ
ないが、将来的な財源確保の
ためにも国史跡化を目指す。
ＪＲ九州との史跡指定協議
を継続する。また、セキュリ
ティ対策を検討する。 

 

 万田坑は、当面は現状維持
を基本として経過観察し
ながら、将来的な景観保全
の手法を検討する。 

 
 
 
 
 専用鉄道敷跡は、平成 31
年度から橋梁部分の早急
な点検・補修を行うととも
に、国史跡未指定部分（Ｊ
Ｒ跨線橋）部分の早急な史
跡指定を目指す。また、資
産全体のセキュリティ設
備の設置を目指す。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・巡回回数 

・監視員の員数 等 

・避難訓練の開催 

 

 

【万田坑】 

312 回／
年、312 人 

年１回 

 

【専用鉄道
敷跡】 

12 回／年、
50 人 

年 0 回 

【万田坑】 

312 回／
年、312 人 

年１回 

 

【専用鉄道
敷跡】 

12 回／年、
50 人 

年 0 回 

把握方法：監視員の巡回 

目標：開館時は毎回巡回を行う 

把握方法：市と指定管理者の定例会の開催  

目標  ：毎月１回 

  万田坑は、有料の一般公開施
設として指定管理者による
日常の管理運営がされてお
り、営業時間は監視員が常駐
している。また、営業時間外
は警備保障会社の無人監視
システムを導入している。 

 

 
 専用鉄道敷跡は、市職員が日
常的に巡視している。また、
除草・清掃作業の委託先であ
るシルバー人材センターか
ら何か異変あれば随時通報
が入る体制をとっている。 

 万田坑は、指定管理者によ
り概ね建造物や工作物等の
日常管理ができている。ただ
し、資産範囲（特に指定管理
区域外）が広大なため、将来
的な除草・清掃などの景観
保全方法は検討していく必
要がある。 

 
 
 専用鉄道敷跡は、国道、県
道、市道、ＪＲ鹿児島線を跨
ぐ橋梁部分について専門業
者に現地確認を行ってもら
ったところ、ほとんどの橋
梁等は老朽化して検査と補
修が必要であろうとの指摘
をうけた。よって、早急に点
検・補修を行うための手法
や財源確保を行う必要があ
る。また、除草・清掃作業を
委託しているシルバー人材
センターが、作業員の高齢
化等により近い将来業務を
引き受けられなくなること
が想定されている。 

 万田坑は、現行の指定管理者
による建造物や工作物等の
日常管理を継続しながら、広
大な資産範囲（特に指定管理
区域外）を将来に亘って景観
保全していくための方法を
検討していく。 

 

 
 専用鉄道敷跡は、国道、県道、
市道、ＪＲ鹿児島線を跨ぐ橋
梁部分についての早急な点
検・補修を行う。また、除草・
清掃作業を委託しているシ
ルバー人材センターが、作業
員の高齢化等により業務を
引き受けられなくなった場
合を見越して、将来的な景観
保全の手法を早急に決める
必要がある。 

 

 万田坑は、現行の指定管理
者による建造物や工作物
等の日常管理を継続しな
がら、広大な資産範囲（特
に指定管理区域外）を将来
に亘って景観保全してい
くための方法を検討して
いく。 

 
 専用鉄道敷跡は、平成 31
年度から国庫補助による
橋梁点検・補修を実施予
定。ＪＲ跨線橋部分の国史
跡化についてＪＲ九州と
の協議を継続する。    

 除草・清掃作業について、
継続して効率的に景観保
全が可能な手法を検討す
る。 

 

構成資産
の土地・
部材等が

物理的に
損なわれ
ないこと 
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構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

【万田坑】 

あり 

 

【専用鉄道
敷跡】 

あり 

【万田坑】 

あり 

 

【専用鉄道
敷跡】 

あり 

把握方法：監視員の巡回 

目標：０（ゼロ）件 

把握方法：指定管理者との定例会の開催  

目標  ：毎月１回 

  万田坑は、来訪者のビジター
センターである万田坑ステ
ーションを設置している。ま
た、見学エリア内の安全対策
が未整備の建造物等につい
ては、バリケードや立入禁止
看板等を設置し、立ち入りを
規制している。 

 
 専用鉄道敷跡は、限定公開し
ている区域については、立入
禁止区域の設定や、注意喚起
の看板の設置などの最小限
の安全対策を行っている。 

 

 万田坑は、「三池炭鉱跡の保
存・公開・活用の計画」に基
づき、公開エリアの拡大を目
的とした安全対策の整備に
着手したが、国庫補助等財
源確保の問題から、すべて
を短期間で行うことは不可
能である。 

 
 専用鉄道敷跡についても同
様。公開エリアの拡大を視
野に入れた建造物の修理工
事を今後行うのに伴い、見
学者の安全性を確保必要が
ある。今後、整備スケジュー
ルに沿って着実に行ってい
く必要がある。 

 万田坑は、「三池炭鉱跡の保
存・公開・活用の計画」に基
づき、公開エリアの拡大を目
的として、計画的な安全対策
（修復、補強、パーテーショ
ンなど）の整備を行ってい
く。 

 
 
 専用鉄道敷跡についても同
様に、安全柵やパーテーショ
ンなどの整備を行っていく。
専用鉄道敷跡の全線一般公
開に向けた整備に着手した。
万田坑施設及び専用鉄道敷
跡の整備を着実にすすめて
いく。 

 万田坑は、「三池炭鉱跡の
保存・公開・活用の計画」
に基づき、公開エリア拡大
に伴う安全対策（修復、補
強、パーテーションなどの
整備）の強化を検討する。 

 
 
 
 専用鉄道敷跡については、
平成 30 年度から安全対策
（安全柵やパーテーショ
ンなどの整備）を強化す
る。 

 また、いずれの場合も早急
な事業着手を可能とする
ため、国庫補助等の財源確
保を図っていく。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・巡回回数 

・監視員の員数 等 

【万田坑】 

312 回／
年、312 人 

 

【専用鉄道
敷跡】 

0 回／0 人 

【万田坑】 

312 回／
年、312 人 

 

【専用鉄道
敷跡】 

0 回／0 人 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況
を反映 

目標  ：修復・公開活用計画に定めた事
項 

  万田坑は、有料の一般公開施
設として指定管理者による
日常の管理運営がされてお
り、営業時間は監視員が常駐
している。危険個所では監視
員が随時注意喚起を行い、見
学者の安全な誘導を実施し
ている。 

 
 専用鉄道敷跡は、市職員が日
常的に巡視しているが、常駐
していてはいない。万田坑は
指定管理者の荒尾市観光協
会が日常管理。専用鉄道敷跡
は荒尾市が直接管理してい
る。 

 万田坑は、指定管理者によ
り日常的な来訪者の安全対
策が行われており、概ね適
切に運用されている。 

 

 
 
 
 専用鉄道敷跡は、限定公開
区域に最小限の安全対策
（立入禁止区域の設定や、
注意喚起の看板の設置な
ど）は講じているが、広大な
区域全体をオペレーション
できる設備がない。 

 万田坑は、当面は現行の指定
管理者による日常管理を継
続しながら、公開エリアの拡
大を視野に入れ、将来的な来
訪者の安全確保を指定管理
者とともに検討する。 

 

 
 専用鉄道敷跡は、公開エリア
の拡大とともに随時安全対
策（立入禁止区域の設定や、
注意喚起の看板の設置など）
を強化していき、将来的には
機械警備等の導入も検討す
る。 

 万田坑は、当面は現行の指
定管理者による日常管理
を継続しながら、公開エリ
アの拡大時には、新たな来
訪者の安全対策を実施す
る。 

 
 
 専用鉄道敷跡は、公開エリ
アの拡大とともに平成 30
年度から随時安全対策（立
入禁止区域の設定や、注意
喚起の看板の設置など）を
強化し、機械警備等の導入
も検討する。 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・ビジターセンターの
開設 

・ガイド充実等 

あり 

 

 

あり 

 

 

把握方法：関連する観光施設整備計画等の
実施状況を反映 

修復・公開活用計画の実施状況を
反映 

 

目標  ：関連する観光施設整備計画値等
に定めた事項 

     修復・公開活用計画に定めた事
項 

 

 

  万田坑は、施設内に建造物や
設備などの内容説明のため
の解説板を適宜設置してい
る。また、来訪者のビジター
センター機能を備えた万田
坑ステーションを設置し、万
田坑最盛期のジオラマや創
業当時の写真、炭鉱で使われ
ていた道具等を展示してい
る。さらに、営業日には施設
ガイドによるガイドツアー
を実施している。サイネージ
を利用したスマートフォン
やタブレットで使用できる
音声ガイドシステム（英語・
中国語・韓国語対応）を整備
し、タブレットの無料貸し出
しも行っている。 

 
 専用鉄道敷跡は、旧プラット
ホームに解説板を設置して
いる。 

 万田坑は、施設内に解説板
を整備しているが、見学動
線上の問題等で十分に機能
していないものも多く見ら
れる。ビジターセンターで
ある万田坑ステーションは
設置から 10年が経過してお
り、世界遺産共通展示を含
めた展示替え等の必要性が
ある。また、ガイドツアーに
ついて定時実施は行ってい
るが、団体ガイドまでの対
応が十分行き届いていな
い。デジタルコンテンツ（ガ
イドシステム）についても、
導入はしているものの来訪
者の活用実績が十分ではな
い。 

 
 専用鉄道敷跡は、解説板の
設置以外のガイド機能が整
備されていない。 

 万田坑は、「三池炭鉱跡の保
存・公開・活用の計画」に基
づき、来訪者へ石炭生産シス
テムの理解増進を図るため、
公開エリアを拡大していく。
万田坑ステーションの展示
替えについても検討してい
く。また、ガイドツアーの運
営方法（時間や回数など）に
ついて再検討し、デジタルコ
ンテンツ（ガイドシステム）
の活用促進を図っていく。 

 

 

 

 

 
 専用鉄道敷跡は、解説板以外
のガイド機能の充実を図っ
ていく。 

 万田坑は、「三池炭鉱跡の
保存・公開・活用の計画」
に基づき、平成 30 年度か
ら公開エリア拡大を視野
に入れた建造物の修理工
事や史跡整備等を行って
いく。万田坑ステーション
の展示替えについても費
用設計に加え、財源確保の
手段も検討していく。ま
た、ガイドツアーの運営方
法（時間や回数など）につ
いて再検討し、デジタルコ
ンテンツ（ガイドシステ
ム）の活用促進を図ってい
く。 

 

 
 専用鉄道敷跡は、解説板以
外のガイドの手法（インタ
ーネット回線を活用した
ガイドシステムなど）を検
討する。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・説明員（ボランティ
アガイドを含む。）の
配置 

あり 

23 人 

あり 

30 人 

把握方法：関連する観光施設整備計画等の
実施状況を反映 

目標  ：関連する観光施設整備計画等に
定めた事項 

  万田坑では、元炭鉱マンを含
む施設ガイドが、営業日には
10時から 15時まで 1時間お
きに 1日 6回のガイドツアー
（万田坑ステーションを含
む）を実施している。ガイド
システムの説明やタブレッ
トの無料貸し出しも随時行
っている。 

 また、来訪者に正しい世界遺
産価値を伝えられるよう、万
田坑の指定管理者、施設ガイ
ド、監視員及び市職員に対し
て、毎年研修会を荒尾市で開
催している。  

 

 

 
 専用鉄道敷跡には、説明員

 万田坑では、ガイドツアー
を実施しているが、説明内
容やガイド時間などに個人
差が見られる。ガイドシス
テムを導入しているもの
の、来訪者への周知が十分
でなく、活用実績に乏しい。 

 
 
 関係者への研修会を毎年実
施しているものの、なかな
かスキルアップにつながっ
ていない。 

 

 

 
 
 
 専用鉄道敷跡には、説明員

 万田坑では、公開エリアの拡
大を視野に入れ、ガイドツア
ーの内容や手法などの再検
討を行っていく。ガイドシス
テムについては、周知徹底と
合わせて、使い勝手の向上を
図っていく。   

 
 
 地元でのガイド研修会に加
えて、他の地域のガイドとの
交流等によりスキルアップ
を図っていく。 

 

 

 
 
 
 専用鉄道敷跡には、説明員の

 万田坑では、公開エリアの
拡大を視野に入れ、ガイド
ツアーの内容や手法など
の再検討を行っていく。ガ
イドシステムについては、
周知徹底と合わせて、使い
勝手の向上を図っていく。 

 
 
 「明治日本の産業革命遺
産」世界遺産協議会が主催
するエリアでのガイド研
修会に加え、平成 28 年度
に大牟田市、宇城市とも連
携して設立した「三池エリ
アおもてなし推進協議会」
によりエリア内でのガイ
ド交流などを行っている。 

 
 専用鉄道敷跡には、説明員
の常時配置は厳しいもの

来訪者が

安全・安
心感を充
足してい

ること 

来訪者が
満足感を
充足して

いること 
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（ボランティアガイドなど）
の配置ができていない。 

（ボランティアガイドな
ど）の配置ができていないた
め、来訪者への理解が困難
である。 

常時配置は厳しいものの、行
事やイベント時などの臨時
配置を検討する。また、ガイ
ドシステムの導入も検討す
る。 

の、行事やイベント時など
の臨時配置を検討する。ま
た、ガイドシステムの導入
も検討する。、 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・飲食施設の有無 

・トイレの有無 等 

あり 

あり 

あり 

あり 

把握方法：関連する観光施設整備計画の実
施状況を反映 

目標  ：関連する観光施設整備計画に定
めた事項 

  万田坑には、平成 30年 11月、
隣接地に物産館（飲食スペー
ス併設）を開設し、地元特産
品やお土産を販売している。 

 
 
 
 毎年春季と秋季には、物産販
売やステージイベントを行
う一般市民向けのイベント
を開催し、多くの来訪者が万
田坑を訪れている。 

 
 専用鉄道敷跡には、現状では
何も整備されていない。 

 万田坑には、隣接地に物産
館（飲食スペース併設）を開
設し、地元特産品やお土産
を販売しているが、より一
層の物品やサービスの向上
が必要である。 

 
 春季、秋季には定例イベン
トが定着しているが、他の
季節の行事やイベントを充
実させていく必要がある。 

 
 専用鉄道敷跡には、将来的
には最低限度の便益施設
（トイレや駐車場など）の
整備を検討する必要があ
る。 

 

 万田坑には、一定の施設は整
備されているため、来訪者の
ニーズを調査しつつ、必要で
あれば設備の拡充等も検討
する。 

 
 
 また、テーマ性などを持たせ
た年間をとおしたイベント
の企画などを検討していく
必要がある。 

 
 専用鉄道敷跡では、「三池炭
鉱跡の保存・公開・活用の計
画」に基づく遊歩道の整備等
を視野に入れ、最小限の便益
施設の整備を検討しながら、
ウォーキングなどのイベン
トを検討する。 

 万田坑には、一定の施設は
整備されているため、来訪
者のニーズを調査しつつ、
必要であれば設備の拡充
等も検討する。 

 
 
 また、平成 31 年度からテ
ーマ性などを持たせた年
間をとおしたイベントの
企画を実施予定。 

 
 専用鉄道敷跡では、「三池
炭鉱跡の保存・公開・活用
の計画」に基づく遊歩道等
の整備を視野に入れ、最小
限の利便施設の整備を検
討しながら、ウォーキング
などのイベントを検討す
る。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・管理・運営主体の有無 あり 

 

あり 把握方法：関連する観光施設整備計画の実
施状況を反映 

目標  ：関連する観光施設整備計画に定
めた事項 

  万田坑では、万田坑及び万田
坑ステーションの指定管理
者である荒尾市観光協会が、
自前で物産施設（まるごとあ
らお物産館）を平成 30年 11
月に開設し、運営管理を行っ
ている。 

 
 また、指定管理者として、地
域住民と連携した万田坑市
民まつり（4月 29日）や市と
連携した万田坑フェスタ（11
月３日）等を開催し、ステー
ジパフォーマンスや、食品ブ
ースの設置などにより毎年
多くの集客が見込まれてい
る。 

 
 専用鉄道敷跡には、定例イベ
ント等はないものの、ＮＰＯ
等によるウォーキング大会
等が不定期で開催されてい
る。 

 

 万田坑では、ビジターセン
ター（万田坑ステーション）
と物産施設（まるごとあら
お物産館）が整備されてい
る。今後は、両施設が一体と
なったおもてなしの強化を
図っていく必要がある。 

 
 また、指定管理者と市が一
体となり、年間をとおして来
訪者を楽しませるイベント
や仕掛けを行っていく必要
がある。 

 

 
 
 
 専用鉄道敷跡は、広大な敷
地を有しているため、全体
を周遊できる遊歩道等の整
備を行っていくとともに来
訪者用の便益施設の整備を
検討する必要がある。 

 万田坑では、来訪者の意見を
聴きながら、万田坑ステーシ
ョンとまるごとあらお物産
館の充実を図っていく。 

 
 
 
 
 また、指定管理者と市が一体
となり、年間をとおして来訪
者を楽しませるイベントや
仕掛けを行っていく。 

 

 

 

 
 専用鉄道敷跡は、「三池炭鉱
跡の保存・公開・活用の計画」
に基づく遊歩道の整備等を
視野に入れた運営管理体制
の検討を行っていく。 

 
 
 さらに、地域で資産を活かし
たまちづくりを実践できる
人材の育成を図っていく必
要がある。 

 万田坑では、物産施設の開
設から間もないため、当面
は来訪者の反応等経過を
観察する。来訪者の意見
等々には適宜対応を検討
する。 

 
 
 また、指定管理者と市が一
体となり、平成 31 年度か
ら年間をとおして来訪者を
楽しませるイベントや仕
掛けを行っていく。 

 
 
 
 
 専用鉄道敷跡は、「三池炭
鉱跡の保存・公開・活用の
計画」に基づく遊歩道の整
備等を視野に入れた運営
管理体制の検討を行って
いく。 

 
 平成 30 年度から福岡大学
等と連携し、万田坑など活
かしたまちづくりに活用
できるリーダーとなる人
材を育成するための研究
事業を実施している。 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向 

☆課題指摘割合 

【現状】 

50.9％ 

0.0％ 

1.8％ 

33.3％ 

19.3％ 

0.0％ 

【目標】 

52.2％ 

0.0％ 

0.0％ 

39.8％ 

23.4％ 

0.0％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標  ：平均値（への到達）、最上位値
（への到達、維持）、課題指摘割
合の０（ゼロ）化 

     

 

  

来訪者の
快適感を
充足して

いること 
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三池港（構成資産７-１） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 － H27 年度 33,244 H28 年度 25,386 H29 年度 24,982 H30 年度 22,892 

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 － H27 年度 － H28 年度 5,289 H29 年度 6,866 H30 年度 6,649 

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

－ 

 

あり 

－ 

 

あり 

   構成資産は稼働中の港湾で
あり、資産範囲の大部分が一
般の立ち入りができない。 

   産業活動を継続し、港湾機
能を維持する。 

  来訪者の立ち入りにより港
湾活動に支障をきたす箇所に
ついては、引き続き立ち入り
を制限し、原則公開しない。 

 産業活動を継続し、港湾機
能を維持する。 

  来訪者の立ち入りにより
港湾活動に支障をきたす箇
所については、引き続き立
ち入りを制限し、原則公開
しない。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・巡回回数 

・監視員の員数 等 

－ 

－ 

－ 

－ 

      

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

あり あり    構成資産は稼働中の港湾で
あり、資産範囲の大部分が一
般の立ち入りができない。 

  来訪者が直接構成資産に
接することが可能な箇所が少
ない。展望所に設置した駐車
場は臨時の施設である。継
続的な整備が必要。 

  三池港展望所及び閘門視
点場での見学を主とする。 

  旧長崎税関三池税関支署
や三川坑跡などの施設を活
用して情報発信を行う。 

 三池港展望所及び閘門視
点場での見学を主とする。 

  旧長崎税関三池税関支
署や三川坑跡などの施設
を活用して情報発信を行
う。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・巡回回数 

・監視員の員数 等 

－ 

－ 

－ 

－ 

      

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・ビジターセンターの
開設 

・パンフレット充実 

・ガイド充実等 

－ 

 

１冊 

－ 

－ 

 

１冊 

－ 

      

2.そのための運営
体制があること 

 ・説明員（ボランティ
アガイドを含む。）の
配置 

－ －       

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・飲食施設の有無 

・トイレの有無 等 

－ 

－ 

－ 

－ 

      

2.そのための運営
体制があること 

 ・管理・運営主体の有無 － －       

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度（不認知度） 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向 

☆課題指摘割合 

【現状】 

38.5％ 

23.1％ 

15.4％ 

23.1％ 

0.0％ 

0.0％ 

【目標】 

38.5％ 

23.1％ 

0.0％ 

24.4％ 

13.2％ 

0.0％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標  ：現状維持 

目標  ：現状維持 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：平均値への到達 

目標  ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

     

 

  

来訪者が
安全・安
心感を充

足してい
ること 

来訪者が

満足感を
充足して
いること 

来訪者の
快適感を

充足して
いること 

構成資産

の土地・
部材等が
物理的に

損なわれ
ないこと 
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三角西港（構成資産７-２） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 329,458 H27 年度 516,985 H28 年度 311,874 H29 年度 292,828 H30 年度 229,916 

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 1,168 H27 年度 1,935 H28 年度 1,479 H29 年度 1,069 H30 年度 6,649 

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

☆構成資産からの隔離 

施設・設備の有無 

 

・標識更新の有無 

 

・見学路設定の有無 

0 件／年 

 

あり 

 

 

なし 

 

なし 

０件／年 

 

あり 

 

 

あり 

 

あり 

把握方法：巡回記録など 

目標：０（ゼロ）件 

把握方法：修復・公開活用計画の実施状況を 

反映 

目標  ：あり 

把握方法：修復･公開活用計画の実施状況を 

     反映 

目標  ：修復･公開活用計画に定めた事項 

把握方法：修復･公開活用計画の実施状況を 

     反映 

目標  ：修復･公開活用計画に定めた事項 

  注意喚起標識の設置 
 利用に関するマナー等の標
識を設置している。 

 機器による監視 
 監視カメラを 5 台設置してい
る。 

 多様な来訪者 
 釣りを目的とする来訪者も
多く、ごみの放置及びマナ
ー違反等がある。また、老
朽化した注意喚起標識も存
在することから、更新が必
要である。 

 
 見学動線の明確化 
 三角西港内の見学路が明
示されていない。 

 来訪者への周知 
 ガイダンスセンターでの掲
示及びパンフレット等により
マナー向上を呼びかけると
ともに、注意喚起標識の更
新時には、統一したデザイ
ンとする。 

 
 見学動線の設定 
 見学路を設定し、来訪者の
誘導を図る 

 注意喚起標識の更新 

 

 

 

 

 
 見学路の設定 

2.そのための運営
体制があること 

 ・連絡会議開催の有無 

 

 

・計画及び実施の有無 

あり 

 

 

あり 

あり 

 

 

あり 

把握方法：修復･公開活用計画の実施状況を 

     反映 

目標  ：修復･公開活用計画に定めた事項 

把握方法：修復･公開活用計画の実施状況を 

     反映 

目標  ：修復･公開活用計画に定めた事項 

  指定管理者等による管理 
 資産の県市有地等について
は、指定管理者等が、定期
的な清掃及び資産の管理を
行っている。 

 指定管理者等による管理 
 指定管理者等が実施して
いるが、広範囲であり、資
産には民有地もあることか
ら、全てを網羅することは
困難である。 

 連絡会議の開催 
 指定管理者等の体制の充
実を図るとともに、地域住
民、観光ガイド及び地域団
体と連携による管理体制の
構築を図る。 

 継続的な実施の事業 
 モニタリング及び調査を継
続的に実施し、劣化及びき
損の程度により修復等を実
施する。 

 連絡会議の開催 

 

 
 
 
 調査及び修復等の計画及
び実施 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離 

施設・設備の有無 

 

・整備完了の有無 

あり 

 

 

なし 

あり 

 

 

あり 

把握方法：修復･公開活用計画の実施状況を 

反映 

目標  ：あり 

把握方法：修復･公開活用計画の実施状況を 

反映 

目標  ：修復･公開活用計画に定めた事項 

  ガイドコースの設定 
 国道 57 号沿いには歩道幅
の狭い箇所があり、現在は
閑静な住宅地となっているも
のの高速で通過する車両も
多い、また、通行の安全性
及び地域住民の静かな暮ら
しを優先させる観点から、現
在、国道57号沿い・道路橋・
町割り等を観光ガイドコース
から除外し、港湾部分を中
心としてコースを設定してい
る。 

 機器による監視 
 監視カメラを 5 台設置してい
る。 

 イベント時の駐車場 
 三角西港では、多くの釣り
客が一部の駐車場を利用
しているが、通常時には駐
車場が不足する状態は発
生していない。しかし、イベ
ント時に駐車場が不足する
ことがある。 

 公共交通機関の利用 
 イベント時など、駐車場が不
足する場合、三角東港駐車
場及び公共交通機関利用
での来訪の周知を図る。 

 
 
 
 
 緑地広場整備 
 地域住民及び来訪者の安
全性及び利便性向上のた
め、広場、誘導通路及び駐
車場を整備する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 緑地広場整備 

2.そのための運営
体制があること 

 ・連絡会議開催の有無 あり あり 把握方法：修復･公開活用計画の実施状況を 

反映 

目標  ：修復･公開活用計画に定めた事項 

  指定管理者等による管理 
 資産の県市有地等について
は、指定管理者等が、定期
的な清掃及び資産の管理を
行っている。 

 指定管理者等による管理 
 指定管理者等が実施して
いるが、広範囲であり、資
産には民有地もあることか
ら、全てを網羅することは
困難である。 

 連絡会議の開催 
 指定管理者等の体制の充
実を図るとともに、地域住
民、観光ガイド及び地域団
体と連携による管理体制の
構築を図る。 

 管理体制の構築 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・新設及び更新の有無 なし あり 把握方法：修復･公開活用計画の実施状況を 

反映 

目標  ：修復･公開活用計画に定めた事項 

  ガイダンス施設の設置 
 世界遺産の理解増進のた
め、龍驤館内にガイダンス
の設備を開設し、23 の構成
資産の位置・名称・写真を展
示し、動画による紹介を行っ
ている。 

 世界遺産登録記念銘の設置 

 解説内容 
 現状の展示は簡易な説明
にとどまっており、「明治日
本の産業革命遺産」におけ
る三角西港の位置付け等
に関する解説は十分ではな
い。 
 三井三池炭鉱及び三池港

 ガイダンス施設及び解説の充
実 
 各施設が果たした役割・テ
ーマを明確にしたうえで、来
訪者の誘導を図っていく必
要がある。また、龍驤館の
建造物を、三角西港に到着
した来訪者を最初に受け入

 案内・解説板の新設及び更
新 

来訪者が
安全・安
心感を充

足してい
ること 

来訪者が
満足感を
充足して

いること 

構成資産

の土地・
部材等が
物理的に

損なわれ
ないこと 
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 ガイダンス施設入口近くに、
世界遺産登録記念銘を設置
した。 

との繋がり、三角地域での
石炭の運搬・貯蔵に関する
解説を充実させることも必
要である。 

れる施設として位置付け、
構成資産全体のガイダンス
を行うとともに、パンフレット
及びマップを配布し、その後
のまち歩き及びガイドツアー
に必要な情報提供を行う。 
 現在は三角西港の説明が
主体となっているガイドツア
ーの解説を、世界遺産の全
体としての価値及び石炭産
業システムの構造が十分に
伝わるような解説システム
へと発展させる。 

2.そのための運営
体制があること 

 ・開催回数 1 回／年 1 回／年 把握方法：修復･公開活用計画の実施状況を 

反映 

目標  ：修復･公開活用計画に定めた事項 

  観光ガイドの設置 
 宇城市観光物産協会が窓口
となり、港湾部分を中心とし
て来訪者への観光ガイドを
実施している。 

 観光ガイドの運営 
 登録後、観光ガイド人員は
増加したが、更なる人材の
確保及び質の向上が必要
である。 
 ガイドによる来訪者への解
説の対象は埠頭及び文化
財に指定されている建造物
の一部に限定されており、
世界遺産の全体としての価
値及び産業システムの構
造が十分に伝わるような解
説システムとはなっていな
い。 

 観光ガイドの充実 
 他ガイド視察研修会の開催
及び参加し、新規ガイドの
育成及び質の向上を図る。 

 他ガイド視察研修会 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・活用の有無 なし あり 把握方法：修復･公開活用計画の実施状況を 

反映 

目標  ：修復･公開活用計画に定めた事項 

  JR 九州等との連携 
 JR 九州の特急「A 列車で行
こう」号と、三角港、松島港
及び本渡港とを結ぶ定期航
路、天草五橋を周遊するク
ルージングが就航している。 

 来訪者の減少 
 世界遺産登録時に、51 万
人の来訪者があったが、熊
本地震の影響もあり平成
28年は31万人、平成29年
には、29 万人に減少してい
る。また、天草地域へ通過
する観光客を誘導できてい
ない。 

 緑地広場整備による浮桟橋
の活用 
 海域から三角西港へのアプ
ローチの可能性について検
討を行う。 

 緑地広場整備後の浮桟橋
の活用 

2.そのための運営
体制があること 

 ・本部会議及び作業部 

 会開催の有無 

あり あり 把握方法：修復･公開活用計画の実施状況を 

反映 

目標  ：修復･公開活用計画に定めた事項 

  自治体間の連携 
 三池エリアの、大牟田市、荒
尾市及び宇城市の観光部署
で構成する「三池エリアおも
てなし推進協議会」を設立
し、資産の魅力発信及び認
知度向上、周遊による交流
人口の拡大を図っている。 

 民間企業との連携 
 JR 九州等を中心に、広域で
の観光パッケージの企画を
実施している。また、三池エ
リアおもてなし推進協議会よ
り、三池エリアの観光企画を
提案している。 

 周辺自治体等との連携 
 「明治日本の産業革命遺
産」の構成自治体である、
福岡県、熊本県、大牟田市
及び荒尾市、また、周辺自
治体及び観光団体との更
なる連携が必要である。 

 観光団体との連携 
 宇城市、宇土市、上天草市
及び天草市の観光協会との
連携が必要であり、４市の
観光協会からなる「天草・宇
土半島観光連盟」が設立さ
れ、更なる連携を図り、三角
西港を含めた、天草・宇土
半島の観光振興を図る。 

 
 管理運営体制の強化 
 宇城市世界遺産交流促進
本部の管理運営体制の強
化を図り、緊密な連携のも
と。効果的な事業遂行す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 管理運営体制の強化 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全 ・安心感、快適感、
満足感を持ち、価値を理解する
ために十分な時間滞在し、再来
訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度 Q14 

 Q15 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向 Q18 

 Q22 

☆課題指摘割合 ☆混雑 

 ☆損壊 

☆トイレ等の設備不足 

【現状】 

18.2％ 

11.0％ 

11.0％ 

14.9％ 

14.3％ 

23.4％ 

17.5% 

0.6％ 

0.0％ 

5.2％ 

【目標】 

33.8％ 

10.5％ 

0.0％ 

0.0％ 

24.4％ 

23.4％ 

20.8% 

0.0％ 

0.0％ 

0.0％ 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

平均値への到達 

平均値への到達 

課題指摘割合の 0（ゼロ）化 

課題指摘割合の 0（ゼロ）化 

平均値への到達 

最上位値の維持 

平均値への到達 

課題指摘割合の 0（ゼロ）化 

最上位値の維持 

課題指摘割合の 0（ゼロ）化 

     

 

  

来訪者の
快適感を
充足して

いること 
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官営八幡製鐵所関連施設（構成資産８-１） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 ― H27 年度 56,771 H28 年度 27,563 H29 年度 21,722 H30 年度 18,958 

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 ― H27 年度 1,174 H28 年度 830 H29 年度 924 H30 年度 410 

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

⑤ 指標の計測・算出方法 
⑥ ※定量調査、定性調査、来訪者満足度

調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

0 件／年 

 

あり 

０件／年 

 

あり 

把握方法：管理保全計画の実施状況を反映 

目標：０（ゼロ）件 

把握方法：管理保全計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  構成資産は稼働中の製鉄所
の構内に存在するため、不特
定多数の自由な訪問は不可
であり、物理的影響は極めて
少ない 

 特になし  特になし  特になし 

2.そのための運営
体制があること 

 ・所有企業による適切
な管理運営の有無 

 

あり あり 把握方法：管理保全計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  同上  特になし  特になし  特になし 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

 

 

 

・駐車場の有無 

 

・来訪者用トイレの有
無 

あり 

 

 

 

 

あり 

 

あり 

あり 

 

 

 

 

あり 

 

あり 

把握方法：管理保全計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  H27.4 月、一般来訪者の見学
施設「旧本事務所眺望スペー
ス」（以下、眺望スペース））を
開設。H30.4 月、専用の駐車
場及びトイレを確保 

 北九州イノベーションギャラリ
ー（以下、KIGS）にて「明治日
本の産業革命遺産」コーナー
設置。トイレあり。近隣に有料
駐車場あり 

 眺望スペースと KIGS との連
携を強化し、周遊しやすい状
態を創り出すことが必要 

 案内誘導サインの充実  段階的に整備 

2.そのための運営
体制があること 

 ・監視員の配置 あり 

（３人） 

あり 

（３人） 

把握方法：管理保全計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  眺望スペースは、市が管理運
営を実施。眺望スペースは開
場時間を設定（9:30～17:00）。
安全監視スタッフが常駐。監
視カメラ設置、市庁舎と画像
共有 

 KIGS は市が管理 

 特になし  特になし 
 

 特になし 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・ビジターセンターの
開設 

・パンフレット充実 

 

あり 

 

各種 

 

あり 

 

各種 

 

把握方法：管理保全計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  H27.4 月、眺望スペースに説
明パネル設置。H28d、23 資産
共通の記念銘設置。H29d、
VR による案内サービス開始 

 KIGSに「明治日本の産業革命
遺産」の説明パネル設置、
DVD 上映。関連資産・東田第
一高炉史跡も隣接 

 リピーターの獲得  展示物の更新  段階的に整備 

2.そのための運営
体制があること 

 ・説明員（ボランティ
アガイドを含む。）の
配置 

あり 

（１人） 

あり 

（１人） 

把握方法：管理保全計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  観光ボランティアガイドを配置
（眺望スペースは開場日毎
日、KIGS は日祝日の半日） 

 特になし  特になし  特になし 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・デジタルツールの導
入 

あり 

 

あり 把握方法：管理保全計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  「眺望スペース」で、H30.3 月
VR による案内サービス開始
（建物の中を歩きまわる仮想
体験）。H31.3 月、スマホを利
用した AR 記念撮影サービス
及び展示物多言語化を開始 

 スタンプラリ―等のイベント実
施 

 雨天時の対策 
 リピーターの獲得 

 休憩舎等の設置 
 展示物の更新 

 段階的に整備 

構成資産

の土地・
部材等が
物理的に

損なわれ
ないこと 

来訪者が

安全・安
心感を充
足してい

ること 

来訪者が
満足感を

充足して
いること 

来訪者の
快適感を
充足して

いること 
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2.そのための運営
体制があること 

 ・管理・運営主体の有無 あり 

 

あり 把握方法：管理保全計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  眺望スペースのスタッフが対
応 

 特になし  特になし  特になし 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度   Q16  

☆滞在時間  Q13 

☆理解度   Q14 

       Q15 

☆関心喚起度 Q17 

☆再来訪意向 Q18 

 

       Q22 

 

☆混雑 

☆損壊の恐れ 

【現状】 

18.0％ 

16.2％ 

2.7％ 

2.7％ 

12.6％ 

5.4％ 

 

10.8％ 

 

0.0% 

0.0% 

【目標】 

30.0％ 

16.2％ 

0.0％ 

0.0％ 

24.9％ 

30.0％ 

 

80.0％ 

 

0.0% 

0.0% 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標 ：現状維持（「やや満足」以上） 

目標 ：現状維持（30 分程度が最適） 

目標 ：0（「分からなかった」） 

目標 ：0（「分からなかった」） 

目標 ：全国平均（「大変そう思う」） 

目標 ：現状維持（「どちらかと言えばまた
来たい」以上） 

目標 ：現状維持（他資産へ「どちらかと
言えば行きたい」以上） 

目標 ：現状維持 

目標 ：現状維持 
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遠賀川水源地ポンプ室（構成資産８－２） 

Ⅰ. 来訪者数の推移 

来訪者数（年間総数） H26 年度 0  H27 年度 10,581  H28 年度 7,069  H29 年度 9,716  H30 年度 9,555  

来訪者数（ピーク人数/日） H26 年度 0  H27 年度 920  H28 年度 2,000  H29 年度 1,296  H30 年度 857  

Ⅱ. 個別の構成資産の来訪者管理戦略 

個別の構成資産の来訪者管理戦略  

(1) 対象 
(2) 来訪者管理の望ましい姿

（目標） 

 (3) 管理のための指標 
※適切な指標を選択・追加 

(4) 目標水準の設定 
 

(5) 対策の抽出・実施 

 
指 標 

☆：共通 
現状 目標 

指標の計測・算出方法 
※定量調査、定性調査、来訪者満足度
調査の活用、別途調査の活用など 

 

(a)現 状 (b)課 題 （c）対応の方向性 (d) 方法・施策 

構成資産（A） 

物理的 

損傷 

 

1.構成資産を物理
的 に 守 れ る 施
設・設備が整備
されていること 

 ☆ヒヤリハット件数 

 

 

☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

0 件／年 

 

 

あり 

０件／年 

 

 

あり 

把握方法：管理保全計画の実施状況を反映 

目標：０（ゼロ）件 

 

把握方法：管理保全計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

  構成資産は稼働中の製鉄所
の構内に存在するため、不特
定多数の自由な訪問は不可
であり、物理的影響は極めて
少ない 

 特になし  眺望スペースでの見学を主と
する 

 所有企業が管理運営を実
施 

2.そのための運営
体制があること 

 ・所有企業による適切
な管理運営の有無 

あり あり 把握方法：管理保全計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 
 

 

  所有企業が管理運営を実施
（非公開） 

 特になし  所有企業及び市等の関係機
関で協議 

 所有企業が管理運営を実
施 

構成資産（A） 

／ 

周辺環境（B） 

-1 安全･ 

安心 

1.来訪者の安全・
安心を守れる施
設・設備が整備
されていること 

 ☆構成資産からの隔離
施設・設備の有無 

 

 

・見学者用(一般車)駐
車場の有無 

あり 

 

 

 

なし 

あり 

 

 

 

あり 

把握方法：管理保全計画の実施状況を反映 

目標  ：あり 

 

 

把握方法：予定地管理者への確認 

目標  ：あり 

  一般来訪者が自由に見学でき
る場として、平成 27 年 7 月、
仮設眺望スペースを設置し、
平成 29 年 3 月に眺望スペー
スの本格設置を実施 

 遠賀川堤防拡幅部を事前予
約制観光バス専用駐車場とし
て活用 

 
 
 
 
 
 見学者用(一般車)駐車場の
確保 

 
 
 
 
 
 眺望スペースでの見学を主と
し、見学者用(一般車)駐車場
を遠賀川河川敷内で景観に
配慮して設置 

 
 
 
 
 
 見学者用(一般車)駐車場を
設置 

2.そのための運営
体制があること 

 ・巡回(点検)回数 

 

1 回／週 1 回／週 把握方法：世界遺産業務報告書 

目標  ：毎週日常点検を実施すること 

  眺望スペースに、転落防止柵
や車道への横断防止柵の設
置を行い、事故防止対策を行
っているほか、警備員及び観
光ガイド等を適時配置し、来
訪者への安全な誘導を行って
いる 

 特になし  眺望スペースの日常点検を
行い、転落防止柵等の損傷を
防ぐ 

 眺望スペースの日常点検
を行う 

-2 理解 

促進 

1.来訪者の理解促
進・深化に資す
る施設・設備が
整備されている
こと 

 ・遠賀川水源地ポンプ
室インフォメーション
センター展示の更新 

 

・案内（誘導）標識の
設置 

1 回／年 

 

 

 

13 基 

1 回／年 

 

 

 

15 基 

把握方法： 施設管理者への確認 

目標  ：毎年展示内容の更新を行うこと 

 

  

把握方法：中間市街なみ環境整備基本計画
の実施状況を反映 

目標  ：中間市街なみ環境整備基本計画
に定めた事項 

  遠賀川水源地ポンプ室インフ
ォメーションセンターにおい
て、「明治日本の産業革命遺
産」の概略とポンプ室に関す
る資料展示を実施 

 統一ロゴを使用した案内標識
等を設置している 

 眺望スペースと遠賀川水源
地ポンプ室インフォメーション
センターとの間を周遊する主
なアクセス方法が徒歩（片道
20 分）となっており、より利便
性の高い周遊方法が求めら
れている 

 遠賀川水源地ポンプ室インフ
ォメーションセンターの展示内
容の更新及び充実を図る 

 
 
 案内（誘導）標識の更なる充
実を図る 

 遠賀川水源地ポンプ室イン
フォメーションセンターの展
示内容の更新及び充実 

 
 
 案内（誘導）標識の設置 

2.そのための運営
体制があること 

 ・研修会参加数 ５回／年 

 

５回／年 把握方法：中間市観光基本計画の実施状況
を反映 

目標  ：中間市観光基本計画に定めた事
項 

  眺望スペースに観光ガイドを
配置し、来訪者へ説明を行っ
ている 

 来訪者に遠賀川水源地ポン
プ室の価値を理解してもらう
ための観光ガイドのスキル向
上が求められる 

 ガイド研修を行い、ガイドに十
分な知識を習得させ、ガイド
能力の向上を目指す 

 ガイド研修の充実 

-3 歓待・も
てなし 

1.来訪を楽しむ施
設・設備が整備
されていること 

 ・遠賀川水源地ポンプ
室 

インフォメーション 

センター展示の更新 

 

・眺望スペース周辺の 

解説板・ストリート 

ファニチャー等の拡充 

1 回／年 

 

 

 

あり 

1 回／年 

 

 

 

あり 

把握方法： 施設管理者への確認 

目標  ：毎年展示内容の更新を行うこと 

 

 

把握方法：中間市観光基本計画の実施状況
を反映 

目標  ：中間市観光基本計画に定めた事
項 

 

  所有者の協力を得て、平成 28
年 11 月に敷地内限定公開を
実施。稼働資産であるため、
今後の敷地内見学は未定 

 来訪者は直接構成資産に接
することはできない 

 他構成資産や近隣の関連資
産との連携、遠賀川の景観と
一体となった見学手法を考慮
しつつ、来訪者の満足度向上
を図る資産に関する資料展示
を充実させ、来訪者の満足度
向上を図る 

 遠賀川水源地ポンプ室イン
フォメーションセンターや眺
望スペース周辺の展示資
料・解説板・ストリートファニ
チャー等の充実 

来訪者が
安全・安
心感を充

足してい
ること 

来訪者が
満足感を
充足して

いること 

来訪者の
快適感を
充足して

いること 

構成資産
の土地・
部材等が

物理的に
損なわれ
ないこと 
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2.そのための運営
体制があること 

 ・観光ガイドの配置観
光ガイドの配置 

あり 

 

あり 把握方法：中間市観光基本計画の実施状況
を反映 

目標  ：中間市観光基本計画に定めた事
項 

  観光ガイドを眺望スペースに
配置し、ポンプ室の古写真や
内部画像、ポンプ稼働音など
のデジタル素材等を活用しな
がら説明を行っている 

 来訪者は直接構成資産に接
することはできない 

 デジタル素材等を効果的に活
用し、非公開部分の紹介・解
説を行う 

 デジタル素材等を活用した
解説のさらなる充実 

            

来訪者（C） 

来訪者が安全・安心感、快適
感、満足感を持ち、価値を理解
するために十分な時間滞在し、
再来訪を意図する状態 

 

  

☆満足度 

☆滞在時間 

☆理解度    Q14 

        Q15 

☆関心喚起度 

☆再来訪意向  Q18 

                Q22 

☆課題指摘割合 混雑 

        損壊 

      トイレ等 

【現状】 

36.6％ 

35.8％ 

4.8% 

5.8％ 

21.3％ 

12.6％ 

26.9% 

1.0％ 

0.0% 

5.4% 

【目標】 

37.0％ 

35.0％ 

4.8％ 

5.8％ 

24.9％ 

13.8％ 

26.9% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

把握方法：過去 1 年間と同様の満足度調査 

目標 ：現状維持 

目標 ：現状維持 

目標 ：現状維持 

目標 ：現状維持 

目標 ：平均値への到達 

目標 ：現状維持 

目標 ：現状維持 

目標 ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

目標 ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 

目標 ：課題指摘割合の０（ゼロ）化 
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 とりまとめ 

 

（来訪者管理戦略策定の経緯と性格付け） 

来訪者管理戦略は、第 39 回世界遺産委員会決議、勧告 c)に対応するものとして策定した。 

勧告 c)は、来訪者数が資産の“Carrying Capacity”を定めることを求めているが、3 年間に

わたる多角的な調査の結果からも、来訪者数を閾値として負の影響を防止することが可能

とは言えなかったことから、個別の資産において、来訪者による負の影響がない状態を定義

し、常に資産や来訪者の状況をモニタリングしながらダイナミックなプロセスによって負

の影響がない状態を維持することを要諦とした。 

 

（来訪者管理戦略の内容） 

来訪者管理戦略は、勧告 c)の趣旨を踏まえて、来訪者の負の影響の軽減に加えて OUV の

理解促進を目的とした。来訪者管理の望ましい姿を検討したうえで、その実現状況を把握す

るために、多種多様な来訪者管理指標を資産全体に共通する共通指標と個別の構成資産の

課題に対応した独自指標の種別で設定した。 

来訪者管理戦略では、これらの目的、望ましい姿の定義、来訪者管理指標の現状値と目標

値に加えて、来訪者管理指標のモニタリング方法、課題改善のための対策、内閣官房による

包括的な支援を含む来訪者管理戦略遂行の役割分担等を整理している。このことで計画期

間とした令和元年度からの 8 年間の着実な来訪者管理戦略の実施を担保している。 

 

（来訪者管理戦略の構成） 

来訪者管理戦略は、資産全体に共通する戦略と個別の構成資産の来訪者管理戦略の２部

構成とした。ここで個別の構成資産の来訪者管理戦略は、構成資産ごとに来訪者の推移、ま

た来訪者管理指標の現状値・目標値、モニタリング方法、来訪者管理のための現状・課題・

対応の方向性、そして対応方法・施策を一覧整理したものである。 

個別の構成資産の来訪者管理戦略は、内閣官房が策定の手引きを作成・配布し、また研修

会を実施すること等を通じて共通理解を深めたうえで、それぞれの構成資産管理者が策定

した。 

 

今後は、この来訪者管理戦略に則って、構成資産全体また個別の構成資産の来訪者管理を

進めていく。 
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